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			捨てられた勇者は魔王となりて死に戻る②

			悠島蘭

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			Ｓｔｏｒｙ３－１　当たりはずれ

			Ｓｔｏｒｙ３－２　新たな関係

			Ｓｔｏｒｙ３－３　固有能力

			Ｓｔｏｒｙ３－４　守護者と試練

			Ｓｔｏｒｙ３－５　ベストアンサー

			Ｓｔｏｒｙ３－６　逆襲

			Ｓｔｏｒｙ３－７　シールド

			Ｓｔｏｒｙ３－８　友達から

			Ｓｔｏｒｙ３－９　灼熱の処刑場

			Ｓｔｏｒｙ３－10　想いを重ねて

			Ｓｔｏｒｙ３－11　城壁都市・ガンダロス

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－１『当たりはずれ』

			　

			「武器を買いましょ！」

			　開口一番。玉(たま)城(き)は元気よく、そう提案した。

			　確かに俺の剣も折られたし、朱(しゆ)里(り)の短剣も刃こぼれなどしているはずだ。

			　素人の粗い使い方であれだけの戦闘をすれば当然であり、そろそろ買い換え時かもしれない。

			「買いたい時が買い換え時～！　って言うしな」

			「なに、それ。聞いたことないけど」

			「素直に結(ゆい)ちゃんの意見を認めたくないだけで、いわゆるデレだから温かい目で見守ってあげて」

			「……ふーん、そうなんだ……」

			　ニヤニヤと口元を緩めた二人の視線が俺に向けられる。

			　この二人に一時期、険悪なムードが漂っていたが、フォントラ戦以降は異世界転移前の仲睦まじい親友に戻っていた。

			　おかげで朱里と話せる機会が少なくなってしまったのだ。

			　この買い物に乗じて朱里と二人きりになりたいのだけど……。

			　今夜は恐らく――朱里が約束を覚えていたならば――そういう日になる予定だ。いいムードを保ったまま、夜を迎えたいと思うのはワガママだろうか。

			「別にそんなんじゃない。まぁ、ダンジョン攻略して金も入っているから、買うのもありだろう。それに……ほら」

			　俺はクイッと親指で後ろにいる赤鬼を指した。リードレッドが純粋無垢な子供のように瞳を爛々と輝かせている。

			　戦いが大好きな彼女らしい反応だ。武器が見たくて見たくて仕方がないらしい。

			　玉城もその様子を見て、納得したようだ。これで今日の方針は決まった。

			「なら、決まりね。私は朱里ちゃんと回ってくるから、桂(かつら)木(ぎ)はリードレッドさんと楽しんできて」

			「異議あり!!」

			　俺は声を大にして、異議を申し立てた。

			「どうしてお前が取り決めている。朱里は俺と回るに決まってるだろ」

			　俺は朱里の手を引っ張った。

			「……あ。大(だい)地(ち)様……」

			　その表情を見て、改めて決意した。今日は渡さん。日頃は譲ってやっているが今日は絶対に渡さん！

			「いいでしょ！　確かに朱里ちゃんがあんたのことを好きなのは認めてあげたけど、それとこれとは別よ！」

			「お前は朱里の母親か！　俺は朱里が好き。朱里は俺が好き。そんな二人が一緒に町を回ることのどこがダメなのか、理由が聞きたいものだな」

			「私も親友と水入らずでゆっくり過ごしたいの！」

			「だから、それを言うなら俺も」

			「ここまで来る道中、毎日、朝昼晩イチャイチャしてたのはどこの誰でしたっけ～？　見せられる私たちは堪ったもんじゃないんだから！　砂糖吐きそうになったのよ？」

			　リードレッドも「うんうん」と頷いている。朱里もそのことを思い出して、笑いながら照れていた。

			　どうやら俺に味方はいないようだ。こうなったら最終手段を使うしかない。

			「いいだろう、玉城。お前に『絶対命令』の凄さを思い知らせてやる」

			「セコい!?　男としてのプライドとかないわけ!?」

			　互いに睨みあう。このままエスカレートするかと思ったが、正面から鬼気迫る気配を感じると、頭に冷水をかけられたように怒りが引いていった。

			　隣を見てみると、『武器を買うおたのしみ』を待たされているリードレッドが視線で訴えかけていた。

			「……喧嘩はやめましょうか」

			　リードレッドの気に圧された玉城の顔は血の気が引いていた。

			「……そうだな。でも、どうする？　俺は朱里と一緒がいい」

			「私もよ」

			「あ、あの二人とも……グッパーで決めたら？　同じ手が出た二人ずつに分かれて回ることにしよう？　ね？」

			　また同じことを繰り返そうとした俺たちを朱里が宥めて、妥協案を提示した。

			　なるほど。それならば不正は出来ないし、完全なる運任せだ。どんな結果になっても文句は言えない。

			「グッパーね。私はそれでいいわよ」

			「俺も構わない。リードレッドは？」

			「オレは余った一人と回るよ。というか、武器が見られたら何でもいい」

			「というわけだから、やるぞ」

			　朱里は手をヒラヒラとさせ、玉城はもうすでに出す手を決めているのか自信ありげな顔をしていた。

			　こんなのに読みも何も関係ない。必ず朱里とのデート権を勝ち取ってみせる！

			「よし、行くぞ！」

			「「「グッパー!!」」」

			　俺たちはそれぞれの命運を賭けた手を繰り出した。

			　

			　今、俺たちがいるのはラッセルという鍛冶工業が発展している町だ。【夢現のラビリンス】から見て、王宮と逆方向へまっすぐ行くと辿り着ける。

			　だが、距離は遠い。歩きで五日もかかった。間には村一つなく、俺たちは携帯食糧と魔法による水だけで過ごすはめになったが、【リガルの魔窟】での経験もあり空腹に苦しむことはなかった。

			　道中で盗賊に遭遇したが、頭領らしき奴の首を取ると素直に言うことを聞いてくれて、荷物や金を全て譲ってくれた。二度と盗みはしないことも約束した。いいことをした後は気分がいい。いや、よかった。

			「あ、あっちの焼き鳥みたいなの美味しそう！　値段もお手頃だし、買ってくる！」

			　こいつとペアになるまでは……。

			「なんでお前と一緒に回らないといけないんだ……」

			　俺がそう呟くと、屋台へと向かっていた足がピタリと止まった。

			「それはこっちのセリフよ。厄日だわ、厄日」

			　あの勝負の結果、パー（俺）、パー（玉城）、グー（朱里）となり、玉城とペアになってしまうというハズレくじを引いてしまった。

			　二人ともやり直しを要求したが、目をギラつかせているリードレッドを見て断念した。

			　朱里とリードレッドは左から、俺と玉城は右から回り、夕方六時に中央広場に集合する約束をした。

			　そうして買い物が始まって約十分。

			　俺と玉城は早速互いに愚痴を言い合っていた。

			　はぁ、と嘆息する玉城に俺も同調する。

			「……とにかく、今から文句を言っても仕方がないから……ほら」

			　玉城がその小さくて白い手を差し出してくる。俺はその意図がわかったが、あえて無視した。

			「……な、なにしてんのよ。早く握りなさいよ」

			「なんで？」

			「私が朱里ちゃんの代わりをしてあげようとしてるの。そんなのもわからないの？」

			「……あのなぁ……お前に朱里の代役なんて務まるわけがないだろ」

			「いちいち五月蝿いわね、あんた。いいから、さっさとエスコートしなさい。私を朱里ちゃんに見立てて明日デートにでも誘えばいいじゃない」

			「えらく優しいじゃねえか」

			　玉城の予想外の発言に驚きが隠しきれない。

			「残念だけど、朱里ちゃんのあんたに対する気持ちは少なくとも強制されたものではないことはわかったから。邪魔するわけにはいかないじゃない」

			「そういうわりにさっきの妨害は酷かったと思うが？」

			　俺が至極もっともな意見を返すと、玉城はしどろもどろになる。

			「そ、それは……桂木は予行練習をしないと失敗しそうだと思ったからよ。それで朱里ちゃんとのムードが最悪になったらいけないもの。どうせ桂木は彼女なんていなかっただろうし」

			「いや、いたことはあるからな」

			「画面の中でしょ」

			「…………」

			　返す言葉もなかった。

			「私は経験者だから」

			「……キスは初めてだったのに？」

			「ふぇっ!?」

			　玉城は一気に赤面して、おどおどと慌て出した。さっきから忙しい奴だ。

			「そ、それは言うな！　別に付き合ったからってキスするわけじゃないし！　ていうか、桂木！　あんた責任取ってよね？　私のファーストキス奪ったんだから」

			「この世界で一夫多妻制が容認されていたらな」

			「……え？　本当に取ってくれるの……？」

			「ああ、朱里もお前がいた方が楽しいだろうしな」

			　それに奴隷にした奴は元より手放すつもりはない。

			　俺は死ぬことで大幅にレベルアップできるが、奴隷である玉城は俺が敵を倒すことでも経験値を得ることができる。事実、朱里もすでにレベルで言うならば、俺より上だ。

			　勇者である玉城には、いつしか絶対命令が効かなくなる。

			　その時、目の届く範囲にいた方が都合がいい。

			　……まぁ、純粋にこいつなら安心してもいいかなとは思うが、それを言ったら調子に乗りそうなので胸の内に留めておく。

			「そ、そっか……。責任は取ってくれるのね……。な、なら、安心かな、うん……」

			　どうして玉城はこんなにも嬉しそうなのだろう。こいつなら俺が考えていることなんて全部読んでいると思っていたが……。

			　まぁ単純に朱里と共に過ごせるというのが楽しみなのかもしれない。

			「じゃ、じゃあ、さっさと武具商店に行きましょ？　あそこなら質が良くて、安い武器があるだろうし！」

			「あ、おい！」

			　玉城は俺の右手を握ると、駆け足で人をかき分けて進んでいく。髪が風になびいて、後ろから覗けた表情は、笑いを我慢しているようなニヤケ顔だった。

			　

			「そういえば、桂木って片手剣よね？」

			「そうだが……どうかしたか？」

			「ほら、盾とか持たないのかなと思って」

			「ハッハッハ。笑わせてくれるな、玉城(シールド)」

			「よし、今からあんたの顔面を元のブサ男に整形し直してあげるから、動くんじゃないわよ」

			　このような最早、様式美となりつつある会話を交わしながら武器を見繕った。

			　俺はロングソードとダガーナイフを一本ずつ、玉城は投(とう)擲(てき)用のナイフを百本ほど購入した。少し多すぎる気もするが、彼女なりに考えがあって買ったみたいだから文句はない。

			「次はどこに行く？　時間はたっぷり残っているぞ」

			「なら、ポーションやエリクサーを買いに行かない？　フォントラと戦った時、結構魔力残量がキツかったのよね」

			「……そうだな」

			　瞼(まぶた)を下ろせば鮮明に思い出される、ついこの間の激闘。苦戦を強いられた。

			　後で話を聞けば、朱里も玉城と同じように魔力が尽きる寸前だったって言っていたな……。

			　それに最悪の事態に備えて、自殺する手段を持っておいた方がいいというのがフォントラ戦での教訓だと考えている。

			　ヤヌの葉も数枚、仕入れておく必要があるな。

			「構わないぞ。それらを買うなら冒険者ギルドに寄らないと」

			「そうね。……あ、私って死んだ設定になっているんだっけ？　ギルドに行ったらまずいかな？」

			「問題ないだろう。『魔王を倒すための勇者が、魔王と戦う前に死にました』なんて情報を流すバカがどこにいる」

			　もちろん、こんな心配も早瀬がジンジャーにしっかりと伝えていればの話だが。でも、彼女はやってくれるだろう。俺に好意を持ってくれていたしな。

			「そっか……。それもそうね」

			「だから、堂々としていて大丈夫だ。ほら、行くぞ」

			　俺と玉城は、冒険者ギルドに進路を決めた。

			　

			　中央広場の少々手前に位置する、ラッセルの冒険者ギルド。ラッセルは左右で訪れる客の対象が変わることが、この配置の理由とされている。

			　朱里たちがいる左側は富裕層向け、俺たちがいる右側は冒険者など一般市民層向けだ。

			　ギルドの中に入った感想だが、間取りは以前寄った所よりも大きい。ダンジョン攻略の際に必要な物資の買い取り、販売は二階だが、クエストの受付は一階ロビーで行っている。

			　さらに、三階から上は冒険者御用達の格安宿になっているらしい。

			　でも、それ以上に気になったのは少し異様な空気だ。なんというか殺伐とした雰囲気が漂っている。

			　それに女性の姿がない。冒険者もカウンター受付においても。

			　唯一今、俺の隣にいる玉城だけがむさ苦しいギルドの清涼剤となっていた。

			「お待たせしました。ご注文のポーションとエリクサーを二十本と、ヤヌの葉が十枚になります」

			「ありがとうございます。……あの」

			「何でしょうか？」

			「何か起こりましたか、ここ？　ちょっと空気がおかしいと思うのですが」

			「ご存知ないのですか？」

			　俺が尋ねると、受付の優男は翡翠色の瞳をパチクリとさせた。

			「ええ、この町には来たばかりなので」

			「そうでしたか。……実は私たちも困っているのですが……」

			　男は周囲に誰もいないことを確認すると、内緒の案件を教えてくれる。

			「ここ最近、王都の方から勇者と呼ばれる人たちのパーティーが現れて、中々攻略の進まなかった【灼熱の処刑場】を次々と踏(とう)破(は)していきまして……。それを知った女性冒険者が彼らに付いていくという形を取ったんです」

			　それは普段の俺ならスルーするようなくだらないこと。要はいいとこ取りをされて、妬み、僻んでいるだけということだ。だが、しかし。

			「……勇者？」

			　受付の放った言葉に過敏に反応してしまう。後ろで玉城もピクリと体を震わせた。

			　またとない機会が転がり込んできたのかもしれない。

			「へぇ……勇者の名前は何て言うんです？」

			　腹の底からずっと溜めてきた怒りと、偶然の巡り合いへの期待が同時に込み上げてくる。

			　優男は特に気にする様子もなく、その名を教えてくれた。

			「幹(みき)山(やま)……だったと思います。他にも徳(とく)原(はら)、須(す)崎(ざき)という方がいらっしゃい……お客様？　どうかなさいましたか？」

			　……そっちだったか。

			　少し落胆した。

			　残念だが、楽しみは取っておくとするか。

			「いや少々、愉快な気分になってしまいまして。その…彼らには多大な借りがあるものですから」

			　そう、本当に大きな、大きな借りがある。いたぶられ、捨てられ、殺されたという、奴らの命一つじゃ足りないほどの莫大な借りが。

			　それは鮫(さめ)島(じま)でなくても変わりない。

			　俺をいじめたクラスメイトは全員殺す。

			「へぇ、そうでしたか。良かったですね。再会できそうで」

			「ええ、本当に。……全部、お返し出来そうだ」

			　今後のことを考えると、自然と邪悪な笑みになってしまう。

			　楽しくて仕方がないのだ。欲しかったおもちゃを与えられた子供のように。

			　今から待ち遠しい。

			　この剣で、この手で、奴らを深紅に染める、その時が――。

			　俺と玉城はアイテムを受け取ると、急いで中央広場へと向かった。

			　何のためにか？　決まっている。

			　全ては復(ふく)讐(しゆう)を始めるために。

			　

			　どうやって殺すにせよ、まずは、ダンジョンへ向かわないといけない。

			　撲殺、毒殺、絞殺、斬殺。何度も何度も描いてきた復(ふく)讐(しゆう)劇が頭の中で繰り返される。

			　だが、そのせいで判断力も鈍ったらしい。

			　衝動に任せて、そのまま急いで中央広場に来てしまったので、このことを伝えたい朱里たちの姿がないのも当然だった。

			「……桂木。……ちょっとあんた、おかしいわよ。いくら恨みがあるからって……。せめて町中ではその殺気を抑えなさい」

			　後から追いついた玉城が注意してくれる。気がつかない内にかなり暴走していたみたいだ。

			「悪い。ちょっと抑えきれなくて」

			「……その気持ちはわからなくもないけどね。それよりも……これからどうするの？」

			「復(ふく)讐(しゆう)する。俺を、朱里を捨てたあいつらを殺す」

			「そうじゃなくて、時間！」

			　玉城は腕につけている時計をぐいっと近づける。長針は12、短針は５を指していた。約束の時間まで一時間はある。

			「……あー、すまん。ちょっと焦りすぎたかもしれない」

			「焦りは禁物よ、油断と同じくらいに。じゃないと、殺るどころか殺られるかもしれない」

			　玉城の言う通りだと思った。

			　俺はあいつらを殺すチャンスがあるとわかって、いてもたってもいられず、何も考えずに飛び出していた。作戦も、対策も。

			　幹山たちはダンジョンを順調に攻略しているのだから、レベルも実力も以前とは違うというのに。

			「……ありがとう、玉城。落ち着けた」

			「別にいいわよ。私たちがあんたに死なれたら困るってこと忘れないでね」

			「肝に銘じておく」

			「……ま、そんなに難しく考えなくてもいいけど」

			　玉城は俺の頬をつまむと思いっきり引っ張った。痛い。

			「……なにしてんの？」

			「未だに怖い顔しているお兄さんを笑顔にしてあげようと思って」

			　彼女は言葉を続ける。

			「朱里ちゃんは桂木の笑った顔を見ていたいの。リードレッドさんも、私だってね。だから、桂木には……変に気負わないでほしい」

			　玉城は自分のやってきたことを悔いるように、それでいて懇願するように話す。

			「いつも通りにやればいいの。私を殺した時みたいにサクッとはいかないだろうけど……。ズタズタにでも、ボコボコにでもやって構わないから。誰も文句は言わないし、言えないし、言わせない。それは約束する。だから……今はもう少し楽にしてもいいんじゃないかな？」

			「…………元いじめっ子の説教は心に響かないなぁ」

			「うっさい。これでも反省はしているんだから。……ううん、まだ反省できていないや」

			　玉城は散々弄んだ頬を離すと、腰を曲げて頭を下げた。

			「ごめんなさい」

			　発せられたのは、謝罪の言葉だった。

			「私、昔からずっと周りに合わせて生きてきて……ううん、こんなのは言い訳にしかならないよね。でも、私の気持ちは知ってもらいたいから」

			　そう告げる玉城はうつむいていたけど、勢いよくバッと顔を上げた。

			　過去を後悔する彼女の表情は苦しそうで、少しだけ泣きそうになっている。

			「普段口が悪いのは、桂木の前では自然体でいられて……その、話していて楽しいからなの。と、とにかく、あなたを痛めつけて！　みんなを助長させて、本当にごめんなさい!!」

			　もう一度、深く頭を下げる玉城。

			　…………俺は彼女をどうしたいのだろう。

			　自分の胸の奥を隅々まで探してみた。全くとは言えないけど、昔のような嫌悪感はなかった。

			　玉城は自分の命のために嘘をついているのかもしれない、とも疑ってみた。

			　でも、今の俺にはもうそんな風には思えなかったのだ。

			　ストン、と詰まっていた違和感が落ちた気がした。

			「……玉城」

			「…………」

			「顔、上げてくれ」

			「…………うん」

			　俺に言われた通りにする玉城の不意を突いて抱き寄せた。玉城はバランスを崩してもたれかかる。

			「……え、あ、え？」

			「玉城。困惑しているところ、悪いんだが俺の返事を聞いてくれないか？」

			「あ、は、はい……」

			　玉城はぎゅっと目を瞑った。

			　聞きたくない、怖いと彼女は思っているはずだ。

			　だから、俺は敢えて言おう。

			　いつもの彼女への仕返しも含めて。

			「俺はお前を許さない」

			「……っ」

			　はっきりと息を飲む音が耳に届いた。俺の返事がわかった玉城は、離れようとする。だが、俺が逃がさなかった。

			　さらに、きつく力を加える。

			「か、桂木？」

			「もう一度言うぞ。俺はお前を許さない。だから、これからもずっとお前に復(ふく)讐(しゆう)する権利がある。違うか？」

			「……違わない。それだけのことはしてきたし、私はどんな要求でも受け入れる」

			「なら、そばにいろ」

			「………………え？」

			「わからないのか？　俺はお前を痛めつける。やり返す。その為にはお前は一生俺のそばにいる必要があるだろうが。お前にとっては残念かもしれないが、俺の左隣は空席なんだ」

			　右隣は言うまでもない。

			「だから、お前には俺のそばにいてもらう。俺が満足するまで永遠にな」

			　俺は早口で捲し立てるように、言いたいことを告げた。決して恥ずかしいからとかじゃない。うん、違う。俺の気持ちを教えてやろうと思ったら、こんな感じになってしまっただけ。だから、今、後悔する必要はない。黒歴史に追加する必要はないんだ……！

			　俺は自分の感情を誤魔化すように尋ねた。

			「覚悟しておけよ？」

			「…………………」

			　玉城はその華(きや)奢(しや)な体を完全に預けた。恐る恐るではあるが背に手を回すという行動で返事を示してくれた。

			「……ありがとう、桂木」

			「気にするな。お互い様だ。俺もお前を殺したからな」

			「これって……仲直り……できたのかな？」

			「俺はお前を許さないって言っただろうが」

			「……そうだね。このままずっと許してくれなくていいから」

			　それはどういう意味だろうか。

			「俺は執念深いし、しつこくて、粘っこい奴だから、お前を一生許さない自信があるな」

			「……それってプロポーズ？」

			「お前こそ、さっきのプロポーズか？」

			「………………内緒」

			　小声でそれだけボソッと呟いたのが聞こえた。

			「なら、俺も秘密だ。さ、宿でも探すか。さすがにこの体勢のままは恥ずかしい」

			「……それもそうね。こんなところ朱里ちゃんに見られたら何されるか――」

			　俺から離れようとした玉城の動きが急に停止した。パクパクと辛うじて口だけ動かしている。

			　何も言っていないが、何が言いたいのかは大体わかってしまった。

			　人間悪いことはできないものだ。いや、俺は悪いことをしたつもりはないんだけど……。

			　さて、後ろにいるであろう少女の機嫌をどうやって元に戻そうか、と最善の案を模索しながら俺は振り向いた。

			「桂木君と結ちゃん？　ちょっと私、お話があるなぁ。とりあえず、三人きりになれる部屋、探そっか？」

			　…………ダメかもしれない。

			　

			　待ち合わせより早い時間に合流した俺たちは、二人部屋を二つ取った。わざと四人部屋を借りなかったのは、言うまでもない。

			　今回も通常よりも豪華な部屋だ。本当なら柔らかいベッドに飛び込んで疲れを癒したいところだが、俺と玉城は固い床の上に正座させられていた。

			　すでに二時間は経過し、三時間目に突入している。

			「私とリードレッドさんが勇者の情報を仕入れたから、急いで二人に伝えてあげようとしたのに、まさか隠れてあんなことをしていたなんて……」

			「いや、だから違うんだよ、朱里ちゃん。別にそういう意味でやったわけじゃ」

			「結ちゃん？　嘘はいけないなぁ。女の勘って凄いんだよ？」

			「…………」

			　有無を言わさぬオーラに玉城は黙りこんだ。

			「……朱里。少し俺の話も聞いてほしい。まず、俺の中での一番はずっと朱里だ。これは永遠に不変の決定事項ということを理解してくれ」

			「はい、私も大地様を一番愛していますよ」

			「なら」

			「ですが、それとこれとは別です。私はさっきから何度も『どうしてあんなことをしたのか』と質問しています。結ちゃんは本当の意味がもうわかっているよね？」

			「…………うん」

			　玉城は観念したように頷いた。そして、横目で俺を見てくる。視線が俺と朱里を行き来していた。

			「気になっているんだよね？」

			「そ、その辺りについては後日、二人きりの時でお願いしてもいいでしょうか……」

			　玉城は頭を床につけた。土下座だ。誠心誠意を込めている。

			「うん、よろしい。じゃあ、結ちゃんはリードレッドさんとあっちの部屋で待っていて」

			「あ、ありがとう！」

			　朱里も鬼ではない。彼女の気持ちがしっかりと伝わったからこそ、玉城は解放されたのだ。

			　……あれ？　じゃあ、さっき思いの丈を告げた俺は、どうして解放されないのでしょう、朱里さんや。

			　だけど、その疑問はすぐに解消されることになる。

			「……さて、大地様。……こっちに来てください」

			　朱里はポンポンと自身が座っている位置の隣を叩く。

			　指示に従って腰を下ろすと、朱里はゴロンと頭を膝の上に乗っけた。

			　そのまま腕を腰に回して抱きついてくる。

			　見つめあう二人。先に逸らしたのは朱里だった。

			「朱里？」

			「ようやく二人きりになれました。これで……安心して出来ますね、大地様？」

			　俺の意思を窺ってくる朱里。その上目遣いはズルい。嫌でもやる気が溢れ出てくる。

			「……あ」

			　朱里も俺の体の一部の変化に気づいたようだ。頬だけでなく耳まで真っ赤に染めている。

			「嬉しいです。私で……こんなに……」

			「……朱里。せめて、深夜まで我慢……」

			「ダメです。結ちゃんを可愛がったんだから、私にも大地様の愛情をたくさん注いでください」

			　親友に妬いている朱里はいつもよりアプローチが激しかった。

			　朱里はいつものメイド服を脱ぎ始める。フリルのついたスカートを脱ぐと、上は焦らすようにボタンを一つずつ外していく。

			　やがて薄桃色の下着と白くきめ細やかな肌が露出した。

			「大地様……」

			　朱里は俺の膝と膝の間にすっぽりと収まるように座った。

			　鼻腔をくすぐる甘い香り。髪の隙間から見える健康的なうなじ。幼さを残した未成熟の体が、目の前にあった。

			　朱里は俺の手を取り、自分の胸へと移動させる。

			「……んっ……」

			　微かに漏れる吐息。それが余計に艶かしくて、我慢の限界が訪れるのは一瞬だった。

			　朱里の体を抱いたまま、くるりと回って俺が彼女を押し倒した体勢になる。

			　柔らかい唇。触れたら壊れてしまいそうな、硝子細工のようにキレイにかたどられた顔。それを成す一つのパーツである透き通る黒瞳には、若干の不安と大きな期待が宿っていた。

			　吸い寄せられるみたいに惹かれあう。

			「……優しく、してね」

			　そんな言葉を聞かされたら……もう俺の理性は耐えきれない。

			　俺は朱里に覆い被さった。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－２『新たな関係』

			　

			　互いに初めてだったので上手くやれたかは別にして、俺たちは第三ラウンドまでイった。感想は……多くは語るまい。

			　ただ一言申すならば……朱里が凄かった、だろうか。かなり積極的で、最終ラウンドは主導権の奪い合いになったのである。そこは男のプライドをかけて勝利したが。

			　今はリードレッドたちのいる部屋へと移動して、今後の予定を詰めている。

			　あの女神から受けた助言を信じるならば、俺の仲間になる者が二人いるらしい。

			　ならば、ダンジョン攻略を済ませた方が圧倒的に復(ふく)讐(しゆう)の成功率は上がる。

			　どんなふうにいたぶってやろうか。

			　痛めつけてやろうか。

			　俺が受けたように床とのキスは当然として、火だるまにするのとかもいいな。

			「……勇者様、イキイキしてんなぁ」

			「あれは絶対悪いこと考えてるわね」

			「大地様らしいですね」

			　聞こえてくる三人の酷い評価を頭の片隅に無理矢理追いやってから、俺は作戦を組み立て始めた。

			　

			　翌日。俺たちは昨日と同じようにギルドで、必要な物を集めている。

			「お買い上げありがとうございます。こちらが注文いただいたものとなります」

			　俺が注文したものは【灼熱の処刑場】に存在する魔物のデータとマップ。

			　冒険者ギルドは常に最新のデータを把握、所持している。それは冒険者を戦場へと送り出す彼らにできる、最大限の協力だからだ。

			「どうか、無事に帰ってきてくださいませ」

			「ありがとう。……そっちはどうだった、玉城」

			「ばっちり。それにしても幹山たちは好き勝手やっているみたいね。中には彼女を奪われたって人もいて、かわいそうだったわ」

			　勇者の権力はかなり強い。

			　なにせバックには王国がついているのだから、一冒険者が逆らうのは厳しいだろう。

			　それでいて幹山たちは、今回のダンジョン攻略において結果も残している。もういくつも未開拓の階層を攻略しているらしい。

			「じゃあ、そいつの分も俺たちが恨みを晴らしてやらねえとな」

			「だね。この後はどうするの？」

			「宿に帰るか」

			　俺が提案すると、玉城は露骨に嫌な顔をする。ちなみに組み合わせが昨日と同じなのは、もし幹山たちと出くわしても、玉城は怪しまれず、俺は正体がバレないからだ。

			　朱里が奴らに出会ってしまったら、何をしてくるかわからない。

			　デートはお預けだ。命の方が大切である。

			「武器は昨日買ったし、もうすることはないだろ？」

			「……ちょっと町でも回りましょうよ。せっかく出かけたんだから」

			「あっ、おい！」

			　玉城は腕を絡めてくると、そのまま寄り添いながら歩き始める。

			　周りの羨望と妬みの視線が凄い。こういう時、やはり玉城は美少女なのだと再確認させられる。

			　俺は観念して、彼女の要望に付き合うことにした。

			「……で、どこに行きたいんだ？」

			「えっとね……昨日とは反対側の方。朱里ちゃんから聞いたんだけど、可愛い服を売っている店があったんだって」

			「で、その店で服を買ってほしい……と？」

			「ううん、お金は私が出すわよ。王宮からの支援金はたっぷり残ってるし、桂木たちはあまり無駄遣いも出来ないでしょ？　ダンジョン頼みの生活をしているんだから」

			　ドンと胸を叩く玉城。

			　それはありがたい。是非ともお言葉に甘えさせてもらいたい……ところだが。

			「いや、俺が出すよ」

			「え、でも」

			「安心しろ。お金ならまだ残っているし、今回のダンジョンでも収入はたんまりと入るはずだ」

			「話、聞いてた？　そのダンジョンに頼りっぱなしの生活は危険だって」

			「何より、俺が玉城に買ってやりたいんだ。下らない男のプライドだと笑ってくれたらそれでいいんだよ」

			「……また不意討ちでそんなこと言うから桂木は……」

			　玉城は俺から目を逸らした。何か悪いことをしたのだろうか。

			「わかった、わかったわよ。その代わり！　私も桂木に何かプレゼントするから！」

			「それじゃあ、意味が無い気がするんだが……」

			「私のお金は自由に使っても文句ないでしょ！」

			　むきになる玉城。彼女はこうなったら止められない。短い間ではあるが、共にいてわかったことだ。

			「わかった、わかった。ご自由にしなさい」

			「その言い方、ムカツク……。まぁ、それは置いといて……前から気になっていたんだけど」

			「何が？」

			「今回は違ったけど、もし鮫島に復(ふく)讐(しゆう)を果たしたら、桂木はどうするつもりなのか聞かせてくれない？」

			　彼女から唐突に放たれた質問は未来に関することだった。

			　俺は昨日、玉城も、朱里も手放すつもりはないと言った。リードレッドは彼女の好きなように暮らせばいいと思っている。

			　恐らく、玉城は心配になったのだろう。もしくは計画を立てていなかったら私がサポートしてあげようという考えだろうか。

			「無論、決めてあるが……それは宿に戻ってからだな」

			「……人に聞かれたらいけないこと？」

			「ああ。大部分がな」

			「なら、仕方がないか。じゃあ、急いで回りましょ！　約束の時間まで少ないわけだし」

			「そうだな、案内役頼むぞ」

			「ちゃんと位置は把握しているから任せなさい！」

			　少し前なら考えられなかった会話をし終えた俺は、玉城に引っ張られながら買い物を楽しんだのであった。

			　

			「ふんふんふーんっ」

			　隣で機嫌良く鼻唄まで歌っている玉城。服装は冒険者服から、カジュアルなコーディネートに変わっている。

			　薄桃色の無地のＴシャツに水色のパーカーを羽織っていて、下はジーンズのような生地のショートパンツ。

			　なんでも本人曰くこのチョイスが動きやすいらしい。選んだ理由が玉城らしい。

			「ご機嫌だな」

			「まぁねー。いいものも買ってもらえたし」

			　そう言って、玉城は自分の薬指にはめられた銀の輪を俺に見せる。

			　俺の指にも同じものがある。

			　街を回っているときに見つけたもので、気に入った俺たちはそのペアリングを購入したのだ。

			「あっ、でも、ちゃんと朱里ちゃんにも説明しておかないとね」

			「じゃないと、昨日みたいに怒られるのが目に見えてるからな」

			　会話をしている間に部屋の前まで来た俺は、扉を開ける。中では朱里が飲み物を用意していた。リードレッドは胡坐をかいて、男らしく座っている。

			「あっ、おかえりなさい」

			「遅かったじゃねぇか。手間取ったか？」

			「私がわがまま言って反対側にも行ってたの。あとで、朱里ちゃんともデートに行くってさ」

			「本当ですか、大地様!?」

			「ああ。朱里との思い出も作っていきたいしな」

			「大地様……」

			　朱里は嬉しそうに、腰をくねくねとさせる。

			　玉城のアドリブだったが、なんとかしのげたようだ。

			「リードレッド。これを見て、なにか思いつくことはあるか？」

			　俺はギルドでもらった紙束をリードレッドに渡す。

			　彼女はこの中で唯一、魔族に通じている人物。

			【夢現のラビリンス】の時のように、ダンジョンボスの見当もつくかもしれない。

			「……一人、心当たりがいる」

			「本当か！」

			「ああ。名前はリリー・シュラハム。獣人族の親玉で、炎の使い手だ」

			「炎か……」

			　俺たちのパーティーにとって、最も相性の悪い魔法の使い手かもしれない。

			　玉城は氷系を主としているし、俺たちも水系魔法が得意なわけじゃないしな。

			「まだ確信したわけじゃねぇけどな。ただ、頭の中にはいれておいてほしい。こいつはかなりできる。実力は間違いなくオレ以上だ」

			　その言葉にゴクリとつばを飲み込んだ。

			　まだ初期の頃とは言え、俺と朱里がふたりがかりでようやく（それも裏技をつかったようなもので）勝ったリードレッドより強いというのか。

			　当たり前のことだが、気を引き締めていかないと。

			「わかった。なら、明日の早朝に出よう」

			「今日の夜からは？」

			「それは幹山……勇者たちと鉢合わせになる可能性があるから無理ね。だから、我慢してね」

			「ちぇっ。仕方ない。武器磨きでもするか」

			　うちの戦闘狂は早く戦いたくて、うずうずしているみたいだ。

			「だ、大地様。お話が終わったのでしたら……」

			　その隣のメイドはデートがしたくて、そわそわしているようだ。とはいっても、外に出るのは危険だから、部屋で話すだけになるけど。

			「明日の準備なら、私とリードレッドさんでしておくから。行ってきていいわよ」

			「……ありがとう。なら、行こうか、朱里」

			　俺の誘いに朱里は元気よく返事をする。

			　数日後には俺は間違いなく修羅となり、幹山たちを殺す。

			　だから、今だけは彼女と英気を養うとしようか。

			　

			　日もまだ昇っていない早朝。

			　俺たちはダンジョンへ出発する準備をしていた。

			　さすがにデート後の朱里との一戦は自重した。彼女は不満気だったが致し方あるまい。

			「これでいいか」

			　ポーチにポーションとエリクサー。それとヤヌの葉を入れる。腰には鞘に入った新品のロングソードとダガーナイフを差した。

			「私も終わりました」

			「よし、じゃあ、出るぞ」

			　ドアを開けると、すでに玉城たちも用意を終えていたらしく、壁にもたれかかって待っていた。

			「あ、やっと来た。遅かったわね」

			「お楽しみだったのか」

			「リードレッドさん！」

			「三人とも朝だから静かにな。それとお楽しみはしていない」

			　そんな会話を交わしながら宿を出る。

			　金を積み、冒険者から聞いた話によれば、奴らがダンジョンへ出るのは毎日、正午から夜の八時まで。大体三階層ずつ攻略しているみたいだ。

			　日帰りで行えることからわかるように、このラッセルから【灼熱の処刑場】まで遠くはない。歩いて三十分ほどでたどり着く場所である。

			　整備されたダンジョンまでの道のりを歩いていく。

			「……そういえば」

			　隣に並んでいる玉城がふと思い出したように言った。

			「桂木の未来設計図。話してくれるんじゃなかったっけ？」

			「…………それならダンジョンの中で」

			「何よ、その間(ま)。あんた、忘れてたわね」

			「……面目ない。つい頭から飛んでいた」

			「ったく、しっかりしてよ？　……まぁ、頼ってくれても構わないけど。あんたに借りっぱなしっていうのも、釈然としないし」

			「素直じゃねぇな。でも、本当に困った時は頼るよ。そんな時のためにこんな指輪まで買ったから」

			　俺は自分の右手にはめられた指輪を見た。同じものが、玉城の左手薬指にもはめられている。

			　場所は勝手に玉城がはめこんだ。他意はない。

			「それもそうね。私も困ったら頼るからね」

			「そっちの方が好ましいけどな。それより、ほら。見えてきたぞ」

			　俺は前方にそびえるダンジョンの入り口を指差す。

			　すると、前からゆっくりと歩いてくる、同い年くらいの少女が目に入った。

			　俺たちと同じ冒険者服で肩口まで伸びた髪を揺らしている。リードレッドとは違う深みのある真紅瞳(レツドアイズ)。スタイルは控えめなものの、彼女の物静かな雰囲気をより一層高める典型的な大和撫子だ。

			　だけど、既視感があるのはどうしてだろう。

			「…………さん」

			　少女の口が動いたのがわかった。涙を流している。

			　笑いながら泣いている。

			　まるで、長年引き離されていた恋人に出会ったかのような表情だった。

			　少女は歩行速度を速め、最終的には駆け足になって――俺の胸元へと飛び込んできた。

			「会いたかったです、ユージさん!!」

			　俺は困惑していた。ゆっくりと整理しよう。

			　俺たちは、誰もがまだ寝ている時間に【灼熱の処刑場】へ向かっていた。

			　知らない女の子が抱きついてきた。

			　ＯＫ？

			　ＯＫじゃねぇよ。

			「ああ……久しぶりのユージさんの匂い……」

			　少女は胸に顔を押し当てると、子犬のように匂いを嗅ぎ始めた。クンカクンカと擬音まで聞こえてきそうだ。

			　いや、観察している場合じゃないだろ。なんだ、この危ない子。

			　落ち着いて考えてみよう。

			　この子は俺のことを桂木大地ではなく、ユージとして認識している。ユージとしての俺と関わったことがあるのは、王宮の一部の騎士と死んだ馬(ま)原(はら)と南(みなみ)本(もと)、玉城に早(はや)瀬(せ)。

			　さらに、俺に抱きついて匂いまで嗅いじゃうほど好感度が高いという条件で絞る。

			　一人ヒットした。ここまでとは言わないが、俺に好意を寄せてくれている文学少女が。

			「……早瀬風(ふう)子(こ)か？」

			　確認の意味も込めて尋ねる。すると、少女はピタリと止まってから、顔を上げた。

			「覚えていてくれたんですね、ユージさん！」

			　それは見たこともない太陽のような笑顔だった。

			「当然だろう。その様子だと上手くやれたようだね」

			「はい。辛いこともあったんですが……ユージさんの言葉を思い出して踏みとどまることができました」

			「そうか、そうか。でも、どうしてこっちへ？　王宮にいた方が安全だっただろうに」

			「とある親切な人が、ユージさんが仲間を探していると教えてくれたんです。それに私一人でも安全に旅が出来るように、力までくれて……」

			「力？」

			「そうなんです。見てください。オープン！」

			　早瀬はステータスを表示させると、俺の目の前へと持ってきてくれる。

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　早瀬風子　職業：勇者　レベル：17

			　体力：８００

			　魔力：１７２０

			　筋力：５２０

			　耐性：３４０

			　俊敏：３００

			　固有能力：『世界検索』調べたい言葉を設定することで、世界中からその言葉に関する情報を得ることができる。ただし、対象媒体は紙に限る。

			『破壊の真紅瞳《ブラッディ・レッドアイズ》』魔力を消費することで視界に捉えたものを壊す。消費魔力は一回につき４００とする。

			　特殊状態：『魔眼』視力、動体視力など眼に関する能力が上昇する。

			　

			　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

			　あまりの衝撃に、目を見開いてしまう。早瀬は特殊能力ではなく、固有能力を手にしていた。

			「風子！　この力はどんな奴から貰ったんだ？」

			「すみません……。姿は見せてくれなかったので……。でも、女性の声でした」

			　確信した。ミーシアだ。あいつが早瀬に力を与えたんだ。

			　まさか早瀬まで巻き込んでくるとは思っていなかった。

			　……あいつは一体何を企んでいるんだ？

			「ユージさん。どうかしましたか？」

			「あ、いや、なんでもない。悪いな、驚かせてしまった」

			「い、いえ。私は……その、ユージさんを信じていますから」

			　早瀬はぎゅっと俺の手を握りしめて彼女の胸元へと寄せる。そのまま熱い眼差しを向けられた。

			　……こんなに早瀬って積極的だったっけ？　数日前の大人しかった彼女は、猫を被っていただけなのではないかと思えてきた。

			　そんな感じで早瀬から一方通行の気持ちを向けられていると、玉城が真剣な面で早瀬の手を払った。

			「……あなた、本当に早瀬さん？」

			　玉城は疑いの視線を向ける。それに対して早瀬は笑顔で返した。

			「はい。お久しぶりです、玉(たま)城(き)結(ゆい)愛(な)さん。【夢現のラビリンス】以来ですね」

			「……本物みたいね」

			　玉城は自分の名前と自分たちが潜っていたダンジョン名を言われたので、彼女が早瀬風子と認めたようだ。

			　落ち着くかと思われた嫌な空気。

			　しかし、今度は早瀬から玉城に牽(けん)制(せい)を仕掛けた。

			「……ところで、玉城さん」

			「なに？」

			「私にはその指輪がユージさんとおそろいに思えるのですが……まさか？」

			　声音が冷たい。すっと目の光彩が消えていった。

			　浮かべている笑顔も、作られたものだと瞬時に理解できた。

			「え、そ、それは……」

			　玉城も気圧されていた。早瀬の背後に般若が見えるのは俺の錯覚だろうか。

			　今までの早瀬からは想像できないプレッシャーに焦ったのか、玉城はポロっと秘密を漏らしてしまう。

			「早瀬さん！　この男は貴女の好きなユージさんじゃなくて桂木よ、桂木大地!!」

			　……なに暴露してるんですか、玉城さん？

			　あとで玉城へ罰を与えることが、俺の中で決定した。

			「桂木……くん？　私たちと同じクラスだった彼……ですか？」

			「そう！　あの桂木！」

			「冗談はやめてください、玉城さん。彼は私たちのせいで死んだのですよ。死んだあともまだ彼を侮辱するのですか？」

			　真紅の瞳を細めて、玉城を批判する早瀬。これは面倒なことになってきた。

			「ああー、違うの！　桂木は死んだんだけど、生き返って……ややこしいわよ、桂木！　何で復活したのよ！」

			「……理不尽だな、おい」

			「ああ、もう！　朱里ちゃん！　バトンタッチ！」

			　玉城は説明を諦め、同じ境遇に身を置く朱里に託す。

			「うん、わかったよ、結ちゃん。私に任せて」

			　玉城からのバトンを受け取った朱里は早瀬の前に出て、説明を始める。

			「早瀬さん、久しぶり。浜(はま)風(かぜ)朱里だけど……わかるかな？」

			「浜風さんは存じています。ですが、桂木くんと同じ悲劇に襲われたはず。ここにいるわけがありません。あなたは誰ですか？」

			「私は本当に浜風朱里だよ。その証拠に……これを見て？」

			　朱里はステータスを「オープン」して、早瀬の前に差し出した。

			　それを目にした早瀬の顔色が変わる。

			「わかってくれた？　私は正真正銘、浜風朱里。大地様――この桂木大地君の力を使って生き返ったの。そして、大地様は自らを蘇生させる能力も持っている」

			　朱里は表情を暗くさせることなく、事実を淡々と伝えていく。

			「つまり、あなたの言うユージさんは桂木君なの。姿は違えど、中身は間違いなくあの桂木大地なの。そして私と結ちゃんは、昔の彼のことを受け入れている」

			「……何が言いたいんですか？」

			「正直に言ってほしい。早瀬さんはユージさんのことが好きになったのよね？」

			「はい。ユージさんと、これからずっと一緒にいられたらなと思っています」

			　早瀬は少しも間を空けることなく、そう答える。でも、朱里も引かない。

			　それは朱里の気持ちからなのか、それとも早瀬を思ってのことなのか。

			「なら、早瀬さんは王宮に戻った方がいい」

			　俺は前者のように思えた。

			「どうしてです？」

			「あなたの知る優しいユージさんは、存在しないから。ここにいるのは、桂木君だから」

			「………………」

			　早瀬は沈黙して、朱里を見つめる。

			　その無言をどう受け取ったのか俺にはわからないが、朱里はたたみ掛けようとした。

			「だから、早瀬さんは王宮に帰った方が――」

			「構いません」

			「――どう、してそう言えるの？」

			　予想だにしていなかった返答に驚いた様子だったが、それを誤魔化して朱里は質問を重ねた。

			「たとえ、ユージさんが桂木くんであっても、あの時私に勇気をくれたのも、私を励ましてくれたのも事実です。名前が『ユージ』から『桂木大地』に変わっただけ。なら、私は桂木くんを愛します。一生をかけて、この人のそばにいたいと、そう思っています」

			　早瀬がもたれかかってくる。その顔は本当に幸せいっぱいだった。

			「私は桂木くんの力になりたいと願っています。桂木くんは……私の願い、叶えてくれますか？」

			　彼女はクスリと笑って問いかける。

			　その様子を見て、早瀬には敵わないと不覚にも思ってしまった。

			　強力な力、信用できる性格。彼女を切り捨てる理由など一つもない。

			　仲間にするなら、これ以上にないうってつけの人材だ。

			　返事は決まっている。

			「ああ。頼むよ、風子」

			「はい！　任せてください！」

			　俺はダンジョン攻略において、頼もしいパーティーメンバーを手に入れた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－３『固有能力』

			　

			【灼熱の処刑場】。このダンジョンは、階層が一つ下る度に温度が高くなるという特徴を持つ。例えば、１階層は０℃だが、２階層は１℃、３階層は２℃に上昇する。

			　つまり、このダンジョンを攻略するためには火系魔法と氷系魔法を使える人物が必須となる。

			　早朝四時過ぎに探索を開始した俺たちは、極寒のエリアを越えて10階層にいる。体も少しずつほぐれてきて、まともに動けるようになってきた。

			「ほら、リードレッド。ポーション飲んどけ」

			「ありがたくもらうよ」

			　ポーチから試験管状の容器に入ったポーションを一本取り出して渡すと、リードレッドはキャップを外して飲み干した。

			　ここまでは温度調節のために魔法を使ってもらう代わりに、戦闘には参加させずにいた。でないと、全員が凍え死ぬ。

			　リードレッドは戦う前の準備として、手首や足首をストレッチしている。

			　そこへ周囲の敵の探索をしていた早瀬が、報告をしてくれた。

			「……前方からソリアルノ三匹とリングトン二匹が接近中です。十五秒後に接触します」

			　魔眼の作用でここにいる誰よりも視力がよくなった早瀬が、俺たちにはまだ視認できていない敵の存在をいち早く伝えてくれる。

			　これも基本的に明かりがほとんどないダンジョン内においては、貴重な力である。

			「わかった。リードレッド、早速だが悪い、対処を頼む。玉城は風子の護衛を」

			「ＯＫ。こっちは任しておいて」

			「待ってましたっと」

			　リードレッドは剣を抜き、舌なめずりすると先制攻撃を仕掛けた。

			「グォォォン!!」

			「ヒャゥゥゥ!!」

			　視界に現れたのは、空飛ぶコウモリの五倍の大きさのソリアルノと、体を丸めて固い甲羅で冒険者の骨を粉砕しようとするリングトン。早瀬の言った通りだ。

			「おらよ！」

			　リードレッドの剣が、宙のソリアルノを二分割にした。

			「上の奴は任せろ。勇者様と朱里はリングトンを！」

			　嬉々としてリードレッドは剣を振るう。その様子を見て、俺たちは集中してリングトンを処分することにした。

			「朱里は右を。後ろには行かせないように」

			「わかりました！」

			　指示を出すと、俺は勢いを止めずに回転してくるリングトンを正面から迎え撃った。

			「天風《ウインド》」

			　リングトンの進行直線上に風を起こす。地と奴の体の間に僅かな隙間ができた。俺はそこに足先を入れて、サッカーボールを扱うように蹴りあげる。

			　勢いを殺さなかったので、リングトンは天井に衝突。その衝撃のせいで、丸まった体が開かれた。

			「ふんっ！」

			　また甲羅で体全体を守られる前に、剣を腹に突き刺した。内側からの攻撃には脆い。

			「ヒゥ!?」

			　隣からもリングトンの短い悲鳴が聞こえた。短剣で引き裂かれた死体が、朱里の足元にあった。

			「こっちも終わったぞ」

			　我慢していた戦いを楽しんだことが、一目でわかる表情をしたリードレッドも戻ってくる。

			「……何度見ても思いますけど……皆さん、強いですね」

			　観客となっていた早瀬は感想を漏らした。

			「復(ふく)讐(しゆう)するためには、鮫島より強くないといけないからな」

			「……復(ふく)讐(しゆう)……ですか？」

			　早瀬はこてんと首を倒した。

			　そういえば彼女には目的を伝えていなかった気がする。

			「ああ、そうだ。俺は鮫島を殺すために仲間を集めている。もちろん、朱里も玉城もそれは承知の上で俺の元にいる。……幻滅したか？」

			「いえ、鮫島くんの自業自得ですから。私も気にしません」

			「風子ならそう言うと思ってた」

			　だから、俺も安心して、目的を告げることができた。

			　早瀬は俺に逆らうことはしないと、ほぼ確信を得ていたから。

			「よし、連携も様になってきているし、このまま階段部屋を捜すぞ！」

			　俺たちはさらに奥へと足を踏み入れた。

			　

			　その後、まもなくして階段部屋に到着。

			　10階層の階段部屋にいたのは、ギガントウルフ。【リガルの魔窟】でお世話になったハイウルフが、この温度が変動する【灼熱の処刑場】で生きるために体を大きくしたものだった。

			「ギガントウルフは火系魔法に高い抵抗力を持っています！　その巨体に反して、動きは俊敏ですから気を付けてください！」

			「頑張って、三人とも！」

			　早瀬による簡単な説明と玉城による応援を背に受けて、俺たちは巨狼と対(たい)峙(じ)する。

			　ここでわざわざ奴に付き合って体力を消(しよう)耗(もう)するのももったいない。

			　なので、俺は【夢現のラビリンス】で玉城がやったのと同じ原理で考えた、魔法の実験を行うことにした。

			　検証するのは、俺にも盾をあんな風に操れるのか、ということ。

			「リードレッド、朱里。あいつを一ヶ所に留めてくれないか。少し試したいことがある」

			「御意」

			「了解」

			　リードレッドは跳んで上空からの斬撃を。朱里は持ち前の小さな体と身軽さを生かして、ギガントウルフの足に細かな傷を与えていく。

			　ギガントウルフは朱里を踏み潰そうとするが、リードレッドがそのタイミングを見計らって、注意を上へと引き付ける。ペットの犬と遊んでいるのかと思うほどの手際のよさで翻弄する。

			　その間にも俺はイメージを固めていた。初めて使うので、それこそ上手くやれるか心配だ。

			　だが、うだうだやっていても仕方がない。俺は準備を始める。

			「土の精霊よ、我が身を守る盾を創造せよ。多重土層《マルチ・ガードナー》」

			　左右に土の頑丈な盾を展開する。さらに詠唱を重ねて一方角に五枚ずつ作り上げた。

			　実験台の狼を見ると、息が上がっており足取りもおぼつかない。

			　たとえ、気がついても逃げるのは不可能だろう。

			　今が好機！

			「二人とも、そこから退け！」

			　俺の言葉を聞き入れ、朱里とリードレッドは大きくバックステップを踏んだ。

			　俺は開いた手を前へ突きだすと、思いきり握りしめる。

			「土層万力《アース・バイス》!!」

			　その動作に連動して土盾が急速にギガントウルフへと迫る。移動手段である足を朱里にいじめられ続けていたせいで、動けない。

			「グォル!?」

			　ついに、巨狼を挟み込む。その瞬間、赤い血が辺りに飛び散った。なおも盾は止まらず、獲物を食す悪魔の口のように、バキボリと骨を砕く音を響かせていく。

			　やがて、動きが止まる。その時にはあの巨体の面影はなく、無惨に殺されたありふれた一つの死体となっていた。

			「実験……成功！」

			　

			　10階層のボスをものの十分ほどで撃破して、さらに潜った11階層。俺たちはその階層の一室にいた。

			　ここはモンスターハウスだったが、扉を開けたままにしておけば、再度あの大群が現れるということはない。

			　一方的な蹂(じゆう)躙(りん)を終えた俺たち三人は、のんびりと世間話をしていた玉城と早瀬の元へ戻る。

			「……一説によれば、テリアスの登場により押され始めたミーシア軍の優秀な部下たちは、彼女の指示により各自が所持していた建物にこもり、反撃の機会を窺っていたようです」

			『世界検索』を使って、俺たちがここへ異世界転移させられる以前の歴史について語っていた早瀬。

			　やはり、このような情報を得ることができるのは助かる。見たこともない魔物も彼女が的確に弱点や注意点を教えてくれるので、今までよりも進行速度は速い。

			「あ、皆さん、お疲れさまです」

			「お疲れさま」

			　彼女たちは労いの言葉をかけてくれる。玉城は普段通りだったが、早瀬はどこか申し訳なさそうだった。

			「あの……」

			「どうかしたか？」

			「私は本当に何もしなくていいんですか？　桂木くんたちにばかり働かせてしまって……」

			「なんだ、そんなことか。気にするな。まだ風子が前に出る時じゃないから」

			　そう、まだこれくらいの層では、彼女に力を使用してもらうわけにはいかないので、温存させている。

			『破壊の真紅瞳』は魔力を大量に消費するが、その分強力だ。後半戦に控えておいてもらわなければならない。

			　玉城は氷系魔法が十八番(おはこ)だから同様の理由だ。

			　今は俺たち三人で構わない。

			「わ、わかりました。なら、それまで倒れないように頑張ります」

			「もしもの時は俺もリードレッドもいるから、そんなに気張らなくてもいいよ。こんなところでそんな力入れてたら、最後へたれるぞ」

			「そ、そうなんですか。経験が浅いので……すみません」

			「謝らなくていい。それ以上の活躍を期待しているからな」

			「はい！」

			　と、会話をしているとリードレッドがとんとんと肩を叩いてきた。

			「勇者様。今日はどこまで行くんだ？」

			「幹山たちは一日に三階層ずつ更新しているから、最低でも34階層まで行こうと思ってる」

			　現在攻略完了しているのは30階層まで。データ的には本日の奴らの予定は33階層。

			　俺たちは奴らが来る前に未開拓階層へたどり着き、そして幹山たちよりも早く、このダンジョンの守護者に会わねばならない。

			　そのため俺たちは地上へ戻らずに潜り続ける作戦で行く。ただ、仮眠はとるようにする。これは絶対。

			　休憩はそれほど体に大事だ。温度の高い中、不眠不休は危険な行為と言えるだろう。

			「玉城、時間は？」

			「もうすぐ六時」

			　二時間弱で11階層。幹山たちが出発するのは昼を過ぎたあたりから。

			　理想的な速度だ。

			「よし、一度ここで少し休みにしよう。ついでに、ステータスも確認しておいてくれ」

			「りょーかい」

			「やっと座れる……」

			「かしこまりました」

			「わかりました」

			　それぞれ反応を返して、全員ステータスをチェックする――と思えば、玉城が大きな声をあげた。

			「どうかしたか？」

			　俺はすぐに玉城の元へ駆け寄る。

			「あ、ごめん。ちょっと驚いちゃって……。あの、これ見てほしいんだけど……」

			　玉城はステータスの特殊能力の次の欄を指す。

			　

			　固有能力：『詠唱置換』予め設定した行為を行うことで、詠唱をせずに魔法を発動することができる。設定は、『設定』[image: MByaji-sita.png]鍵となる動作[image: MByaji-sita.png]『設定終了』と告げることで、作動する。

			　

			　そこには、これまでにはなかった新たな四文字の欄が付け加えられていた。

			　固有能力。

			　女神クラリアが与える強大な力。

			　そして、俺の予測では――魔の女神・ミーシアによって与えられる「魔族の力」。

			　つまり、めったに人間が得ることが出来ない力。

			「……なにこれ。無詠唱とほとんど同じじゃない……」

			　玉城は与えられた規定外の力に驚きを通り越したのか、あまりリアクションが取れていなかった。

			　その気持ちはわかる。

			　だけど、この力をくれた奴とは今後も付き合っていかなければならない。少なくとも鮫島を殺すまでは。

			　なぜなら、固有能力を与えられたっていうことは……。

			「お前、ミーシアに気に入られたんだよ」

			「魔の女神に!?」

			「多分だけどな……って、なんか嬉しそうだな、玉城」

			「う、うん、まぁ。強くなれるわけだから。それに……」

			　もごもごと口を動かしているのはわかるが、声が小さくて聞き取れない。だが、ここで流すのは鈍感系主人公だけ。

			　俺は玉城の言葉に耳を傾ける。しかし、間に割って入った早瀬によって遮られた。

			「玉城さん？　これで私ともお揃いですよ？」

			「べ、別にそういうわけじゃ……」

			　玉城はちらと俺を見やると目を逸らした。頬もほんのりと赤くなっている。

			　……玉城って、変にうぶなところあるよな。

			「風子。オレも一緒だぞ？」

			　そこへ投げ入れられる、リードレッドの空気が読めていない発言。早瀬と玉城は恋愛を知らない子供を相手するように、温かい眼差しで彼女を見た。

			　当の本人は全く気づいていない様子だったが。

			「なんだよ、……あ、そういえば、朱里はどうなんだ？　あったのか固有能力？」

			　リードレッドが素朴な疑問を口にした。

			　朱里を除いた俺も含めて三人が、一斉にリードレッドから目を逸らす。

			　俺は知っていた。わかっていた。だから触れなかった。

			　今の時点で、それは地雷だから。

			「……リードレッドさん？　何をおっしゃっているんですか？」

			　ギギギと錆びた金属のように首を傾げる朱里。目が笑っていない。

			「いや、だから、朱里には固有能力があったのかと思ってよ」

			「ありませんでしたよ。無かったら悪いんですか？　ええ、無いですとも。皆さんとは違って」

			「っ!!」

			　そこでようやく犯したミスに気づいたリードレッドは、自分の口を手で押さえる。だが、もう遅い。

			「そ、そうだな。でも、気にしなくてもいいんじゃないか」

			「本当にそう思いますか？」

			　怖い。俺が見たいはずの朱里の笑顔が、とても怖い。

			「も、もちろんだとも」

			　嘘つき。目があちこち泳ぎまくっている。誤魔化そうとしているのが一目瞭然だ。

			　朱里がリードレッドの異変を見破れないわけがなく、赤鬼は服の襟を掴まれると部屋の外へと連れ出されていった。

			　助けて！　とか彼女にしては珍しく悲鳴をあげていた気がするが、きっと俺の幻聴だろう。

			「は、話を戻しましょうか」

			　全員が怯えていたために続いていた沈黙を、玉城が破った。

			　俺も頭の中から愛しの朱里がちらりと見せた恐怖の残像を振り払うために、玉城の話に意識を傾かせる。

			「桂木も言っていたけど、この固有能力って本当にミーシアって神様のお気に入りになったら手に入るのかな？」

			「恐らく、条件があるのではないでしょうか？　私の場合はそれに当てはまると思います」

			「考えられるとしたらダンジョンボスを倒すとか。玉城はその条件を満たしている」

			「そうなのかな？」

			「ほら、『詠唱置換』ってフォントラの持ってた力だと思うんだよ。あいつも詠唱せずに指パッチンで魔法を次々と使ってたし」

			　ああ、と玉城は拳でポンと手のひらを叩いた。

			「言われると、そんな気がする」

			「もしかしたら、引き継がれる制度かもしれないな。あいつを倒したから、次は玉城に受け継がれる……みたいな。とにかくさ。強くなったんだから、素直に喜ぼう」

			「そうね。……でも、どうしてだろう。あいつが使っていたとわかると急にいらなくなった」

			　玉城の感想に苦笑した。言いたいことはわからなくもない。

			　腕は確かだが、フォントラの性格は酷かった。あれと共通点を持つだけでも嫌だ。

			「まぁ、良かったじゃないか。何度も言うが、強さは保証されているんだし」

			「それもそうね、うん。じゃあ、早速だけど設定してみる！」

			　玉城は立ち上がると、動作設定開始の言葉を口にした。

			「『設定』！」

			　

			「玉城……。どうしてこうなっているのか……わかっているな？」

			「……はい」

			　20階層の階段部屋。

			　俺は腕を組んで正座している彼女を見下ろしていた。

			　この部屋のボスは、リザードマンという竜族と人間のハーフで、固い鱗を持つ魔物。口からは火の息吹(ブレス)を吐き、動きも俊敏で鱗に阻まれて剣も弾かれてしまう。

			　それが十体、待ち構えていた。

			　剣だと一撃では葬れそうになかったので、魔法で対処しようと俺は詠唱を始めた。すると、玉城が後方から魔法をぶっ放したのだ。

			　玉城が『詠唱置換』を試したくてウズウズしていたのは知っていた。

			　でも、リードレッドじゃあるまいし、彼女なら我慢できると信じていた。

			　それも見事に裏切られたわけだが。

			　結果として玉城はリザードマンを全滅させた。

			　大切な魔力を使って。

			　……大切な魔力を使って。

			「玉城。お前に与えられた役割を言ってみ？」

			「ここより下の階層でみんなが快適に探索できるように、温度を下げることです」

			「そうだな？　そのために魔力はどうしておかなければいけない？」

			「温存しておかなければなりません」

			「なんだ、わかっているじゃないか。なら、お前の今の魔力残値を言ってみろ」

			　玉城は「オープン」して自分の魔力値を確認してから、ニコリと笑って言った。

			「１４７０／３４８０です」

			「そうか、そうか。半分以下か。ハハハハハ」

			「そうですね。アハハハハ」

			「「ハハハハハ！」」

			「――お前シールド決定な」

			　俺は即座に判決を下した。

			「ま、待って、桂木。大丈夫！　ちゃんと私にも考えがあって魔法を使ったから！」

			「エリクサーを使うのは却下だぞ」

			「もちろん！　私が使うのは……これ！」

			　玉城はウエストポーチから【夢現のラビリンス】で俺たちを苦しめたフォントラ愛用の水晶石を取り出した。

			　まだ光輝いているので、蓄えられている魔力は使われていないということになる。

			「お前、いつの間にそれを？」

			「転移部屋へ行く途中にちょっと頂いたの。ほら、あいつも自分の魔法に使っていたし、私たちも使えるんじゃないかなって」

			　なるほど。それは盲点だった。

			　あの時は色々と必死だったせいで忘れていたが、言われてみればそうだ。

			　フォントラがあんなに魔法を連続使用できたのも、この水晶石あってこそ。

			「でかしたぞ、玉城！」

			「でしょ？　でも、肝心の中の魔力の使い方がわからなかったの。でも、世界の全ての書物を閲覧できる早瀬さんがいれば、その問題も解決！」

			　玉城がビシッとポーズを決めた。

			「というわけで、早瀬さん。調べてもらっていい？」

			「はい、任せてください。『世界検索』。検索ワード《水晶石、使用法》」

			　早瀬の足元に紫色に発光する幾何学模様が現れる。その中から一冊の本が飛び出し、早瀬の目の前で止まった。

			　表紙を開けると、それからは『目にも止まらぬ速さ』で次々とページが捲られる。

		

	
		
			[image: p_061.jpg]
		

	
		
			　そして、数分も経たない内に、パタンと音を立てて閉じた。

			「検索終了。玉城さん、わかりましたよ。水晶石から魔力を取り出す方法」

			「さっきも見たけど、圧巻ね……」

			「……すごいな。でも、さっき戦ってた時は、こんな光はなかった気がするんだけどな」

			「先ほどは目当ての書物がすぐに見つかったのですが、水晶石の使い方に関して書かれている本は少なかったので、検索規模を大きくしたからだと思います」

			「へぇ、少なかったのか……。意外だな」

			「それも含めて説明しますね。まず、水晶石の使い方ですが……あまりお勧めできません」

			「え？　何で？」

			　水晶石が使えるかどうかに、これからの自分の扱いが関わっている玉城は焦りだした。

			　早瀬はゆっくりとわかりやすく教えてくれる。

			「そもそも水晶石は空気中に含まれる微量の魔力が溜まって出来た自然石です。そこから魔力を取り出すのは、私たち人間の体が耐えきれないみたいです。例えば、過去にこんな実験が行われました。水晶石から魔力を取り出す方法がわからないので、直接体内に取り入れてみようと水晶石を食べてみたのです」

			「水晶石って食べられるのか……」

			「元々は空気同然でしたから、表面自体は脆いようですね。話は戻りますが、玉城さん。被験者はどうなったと思いますか？」

			「…………まさか爆発とか？」

			「正解です。急に体に入ってきた魔力に対応できず、吹き飛んで肉片と化してしまったようです。ちなみに、そこで実験は中止されたので、正しい水晶石からの魔力の摂取方法は見つかっていません。つまり」

			　早瀬は固まった玉城の手から水晶石を取ってポーチの中へ戻すと、とどめの一撃を放った。

			「玉城さんにはシールドの道しか残っていないみたいです」

			「…………もう、いや」

			　あてが外れた玉城は、これから自分に起こるであろう出来事に顔を青ざめさせながら、地に四肢を投げ出した。

			　

			　28階層。温度は27℃になる。

			　さすがにこの辺りになると暑い。体感的には夏の手前。ずっと歩いたり戦ったりしているせいで、服は汗でびっしょりである。

			　体にへばりついて気持ちが悪い。

			「……替えの服、持ってくればよかったかな」

			「タオルならありますけど、使いますか？」

			　早瀬が、肩にかけていた大きめのショルダーバッグから、可愛らしいピンク色のスポーツタオルを渡してくれる。

			「よくこんなの持ってきてたな」

			「事前に『世界検索』で情報を集めて、必要だと思ったものは全部バッグに詰めてきたんです。男性物の服もありますよ」

			「わざわざ買ったのか？」

			「はい！　桂木くんの役に立ちたくて、ここに来る途中に！」

			「そっか。ありがとうな、風子」

			　感謝の意味を込めて彼女の頭を撫でる。早瀬は顔を真っ赤にしてうつむいた。

			「い、いえ、当然のことをしたまでですが……えいっ」

			　エキサイトした風子は俺に抱きつくと、その柔らかい頬を擦り付けてきた。

			「……ふわぁ。桂木くんの匂い……」

			「……風子？　汗臭いから止めておいた方が」

			「いいんです……。これ、着替えですのでどうぞ」

			「あ、ああ。でも、着替えるには風子が離れてくれないと……」

			「そ、そうですね。服は預かりますよ？」

			「ダメだよ、早瀬さん。汚れちゃうから私が預かるね」

			　風子を押し退けて、朱里が前に出てきた。

			「いえ、浜風さん。私のバッグは大きいですから」

			「ううん。手で持つから大丈夫だよ」

			「でも、それじゃあ浜風さんが戦えなくなりますから。まだ私は出番ではないので」

			「片手くらいふさがっていても、30階層程度の魔物なら倒せるから安心して私に任せて」

			「「……フフフフフフ」」

			「…………」

			　目の前で繰り広げられる仁義なき乙女の戦い。

			　……何でだろう。俺の服を美少女二人が取り合うという、男なら喜ぶシーンのはずなのに、全く心躍らない。

			「いやいや、二人に任せたら危ないでしょ。私が預かるわよ。ほら、じっとして」

			　後ろから玉城が俺の服を脱がしにかかる。彼女は冒険者服のボタンを外すと、脱がして手に取る。

			　なんというか、このやり取り、夫婦みたいだ。

			「玉城。ここからは俺がするから」

			「わ、わかってるわよ。さっさとしなさい。……私が殺されない内に」

			　よく見ると玉城は額に冷や汗をかいていた。それは彼女の背中に突き刺さっている二つの視線が原因だとすぐに悟った。

			「了解っと。じゃあ、頼むよ」

			　フォローしてくれた玉城があまりにも可哀想だったので、ささっと着替えて服を渡す。

			「ん。これでいいでしょ。早く進みましょ。あと少しで目標の30階層も越えるんだし」

			　玉城は何かから逃げるように早口でそう言うと、ツカツカと先へ進む。それを追尾するのは朱里と風子。

			　……あ、二人に両肩を掴まれた。

			「すまん、玉城。お前はシールドだから大丈夫。きっと耐えきれる」

			「……頑張れ、結愛。あんたならできる」

			　南無と念仏を唱えた俺を見て、リードレッドも真似をした。彼女は先ほど自分が朱里にされたことを、思い出しているのだろう。何をされたのかは頑なに教えてくれなかったが。

			　

			　31階層の階段部屋。

			　まだ誰にも踏(とう)破(は)されていない未開拓部屋である。

			　つまり、情報がない。

			　強大な力を過信して用意を怠るのは、三流がすることである。

			　玉城の魔力が全回復するまで魔法を使わせたくないという事情がある以上、朱里に風子と自分のぶんの体温を調節してもらうしかない。

			　リードレッドには二人の護衛についてもらい、俺と玉城が部屋の主と対戦する。

			　ただし、玉城のバカには魔法を使わせない。そこは俺がフォローをすればいいだろう。

			　状況によっては朱里とリードレッドにも参入してもらい、風子にも『破壊の真紅瞳』を使うように言ってある。

			「玉城、準備はいいか？」

			「ええ、もちろん」

			　玉城は両手の指と指の間に、この前購入した投(とう)擲(てき)用ナイフを挟んでいる。本人曰く、それで防御も攻撃も行うらしい。

			「よし……行くぞ！」

			　俺は扉を開けると同時に、玉城が先手必勝で十本のナイフを放る。それらは曲線を描いて部屋に鎮座していた何かへと飛来する。

			　そこにいたのは体から肉が削げ落ち、血走る眼だけが残った骨剣士(ボーン・ナイト)。

			　右手に禍(まが)々(まが)しい黒刀、左手に対極的な純白の刀が握られていた。

			「双剣使いか！　天風《ウインド》！」

			　俺は魔法で吹かせた風で玉城のナイフを加速させる。だが、剣士が両の刀を振るうと全て叩き落とされた。

			　そのまま立ち上がり、一直線に飛び込んでくる。

			「ちっ！　来るぞ、玉城！」

			「わかってるわよ！」

			　玉城は振るわれた黒刀をナイフをクロスさせて防ぐと、足で骨剣士を蹴飛ばそうとする。しかし剣士は、それを骨白刀を地に突き刺すことで受けとめた。

			「なっ！」

			　玉城は蹴った分の反作用で転けそうになる。骨剣士はそこへ黒刀をもう一度打ち下ろした。

			「天風《ウインド》！」

			　俺は風を黒刀に当てて軌道をずらす。玉城はその隙に転がるようにして逃れた。

			「…………！」

			　鋭い眼光が俺へと向けられる。対象がこちらへ変更されたみたいだ。

			　骨剣士は右半身に構え、中腰まで落とす――と、すでに剣先が目と鼻の先へと迫っていた。

			「うおぅ!?」

			　俺は腰を仰け反らせてかわす。骨剣士の放った突きは俺を捉えきれずに、勢いのまま目の前を通りすぎた。

			　間一髪で死を回避した俺は、そのまま土盾を骨剣士の四方に出現させた。

			「多重土層《マルチ・ガードナー》！　圧殺《クラッシュ》！」

			「あ、それ、私の技！」

			　玉城の文句を無視し、開いた手を握りしめた。

			　囲もうとする土盾を避ける為には、上へ跳ぶしかない。

			「…………！」

			　案の定、上空に退路を求めた骨剣士。しかし、それは想定済みだ。

			「リードレッド！　朱里！」

			「おうよ！」

			「はい！」

			　名前を呼んだだけで俺が何を望むのか理解した二人は、空中で身動きが取りにくい骨剣士へ攻め入る。

			「鬼火《オーガ・フレイム》！」

			　リードレッドは特有の魔法を三発同時に打つ。骨剣士はそれを二本の刀を器用に使って弾いた。

			　後方から拳が降りおろされていることも知らずに。

			「砕けろ！」

			　朱里の一撃は骨の体を持つ剣士の胸を砕いた。さらに、彼女は内部からの破壊を目論む。

			「斬風刃《ウインド・カット》！」

			「…………!?」

			　幾つもの風の刃が暴発し、奴の体は耐えきれずに飛散する。

			「やりました！」

			「いや、まだだ！」

			　宙で喜ぶ朱里を、リードレッドが制止する。

			　その様子を嘲(あざ)笑(わら)うように顎をケタケタと鳴らしながら骨剣士は再生した。

			「アンデッド……！」

			　魔力がある限り復活するアンデッド族の脅威を、俺たちは身に沁みて知っている。

			　このまま消(しよう)耗(もう)戦へと持ち込まれれば、この後のダンジョン攻略に影響を及ぼすだろう。

			　もう少し温存しておきたかったが致し方ない。あれを使う。

			「全員、そいつから離れろ！　そして、風子！」

			「はい！」

			「俺があいつの動きを封じるから、『破壊の真紅瞳《ブラッディ・レッドアイズ》』をお見舞いしてやれ！」

			「わかりました！　桂木くんの役に立ってみせます！」

			　風子は気合い十分だった。俺はそれを確認し、なんとか動きを止めるために、魔法を連続して発動する。

			「多重土層《マルチ・ガードナー》！　土鎖拘束《アース・チェイン》！」

			　土の鎖を体に巻きつけて骨剣士を地に固定し、逃げられないように周囲にも盾を置く。

			　だが、奴もしぶとく鎖を引き千切ろうと抵抗する。

			「させるかよ！　土鎖拘束《アース・チェイン》！」

			　もう一回、刀も使えないように腕ごと体に巻きつける。縦と横、共に土鎖で縛ると、もう骨剣士に為す術はなかった。

			「今だ！　やれ、風子!!」

			　風子へと合図を出す為に振り返ると、彼女の視線の先――直線上に幾重もの魔法陣が展開されていた。

			「赤光。今、破の魔弾と化して敵を滅せ」

			　紅色の輝きが増していく。魔法陣へと魔力が注がれ、それぞれが起動した。

			「『破壊の真紅瞳《ブラッディ・レッドアイズ》』！」

			　瞳から放たれた真紅色の光線。

			　始めこそ小さなものだったが、魔法陣を潜り抜けるにつれ、次第に巨大化していき、最後のそれを通りすぎた時には骨剣士を消すには十分な大きさとなっていた。

			「…………!!」

			　それは奴の断末魔ごと呑み込む。光が消えた時には、骨剣士は塵(ちり)一つ残っていなかった。

			「はぁ……はぁ……やりました……」

			　一気に大量の魔力を消費した為、息が荒くなってはいるが、風子も無事のようだ。

			　骨剣士に復活やそういった類いの変化は見られない。

			　いつも通り部屋の壁の一部が壊れて、次の階層へと続く道が出現するだけ。俺たちはそれを突き進めばいい。

			　――そう思っていたのだが……。

			「……これは……」

			　ダンジョンの最下層を攻略した場合のみ展開される、転移魔法陣。

			　俺たちを誘うように、ゆらゆらと淡い光を出して、現れた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－４『守護者と試練』

			　

			　転移魔法陣をくぐれば、すぐにボス戦となる可能性がある。

			　俺は風子に敵の情報を調べてもらっていた。

			　鋭い双眼で獲物をにらみ、凶暴な力を以て蹂(じゆう)躙(りん)する獣。

			　知性も兼ね備える化け物は、炎を巧みに操る。

			　時に陽炎のように人々を惑わし、時に業火で人間を焼き殺す。

			「……というのが、六魔将軍の一人。リリー・シュラハムだそうです」

			　風子は『世界検索』で見つけたダンジョンボスの特徴を教えてくれる。

			　今の話を聞く限り、昨晩リードレッドが言っていた予想も当たっているだろう。

			　彼女も確信を得たらしく、真面目な口調で話しかけてきた。

			「間違いねぇよ、勇者様。ここはリリーのものだ。この魔法陣に、あいつの魔力を感じる」

			「……どうしますか、大地様？」

			「ちょっと考えさせてくれ」

			　思ったよりも早い出現に驚きはしたが、俺もダンジョンについて詳しく知っているわけじゃない。

			　転移魔法陣だから、どこかにはつながっている。ここが最下層じゃあるまいし、まさか外に出るってことはないだろうけど。

			　モンスターハウスかもしれないし、ダンジョンボスかもしれない。

			「……玉城はどうすればいいと思う？」

			　俺は近くにいた彼女に意見を求める。

			「……確かに頼ってほしいとは言ったけど、桂木。あんた、わざと私ばっかりに絡んでいるんじゃないでしょうね？」

			　ジトリと疑いの目を向けてくる玉城。彼女は最近ずっとひどい目に遭っているので俺が故意にやっているのではないかと警戒しているみたいだ。

			「違う。この中で今まともな判断が出来るのはお前だけだと思ってな。今の朱里と風子は、俺の意思に反対する気配がないから」

			　最後の部分だけ彼女の耳に寄せて小声で言った。

			　朱里は風子に影響されて冷静さに欠けている。俺の意見は全肯定するだろう。

			　俺の気分を損なわないように、気に入られるようにと必死な感じだ。

			　そんなことしなくても俺は朱里のことが好きなのに。

			「……まぁ、そういうことなら構わないけど」

			　彼女にも思うところはあるのか、渋々だがアドバイザー役を引き受けてくれた。

			「桂木。あんたの今回の最大の目標はなに？」

			「幹山たちを殺すこと」

			「そうね。なら、ここで時間をかけるのはまずい。幹山たちが追い付く可能性もなきにしもあらずだし」

			「迷ってる暇はないってことか」

			　俺の返答に彼女は満足気に頷いた。

			「それにもし何かあっても、桂木が守ってくれるんでしょ？」

			「言ってくれるじゃねぇか」

			「こんな言い方をしたら悪いけど桂木。正直、あんたは別に死んでも構わないんだから、護衛も何もいらないじゃない。自慢の魔法もあるし」

			「ひでぇなぁ。でも、それが妥当だろうな」

			「なら、決定ね」

			「ああ。みんなも、聞いていた通りだ……って、どうした、朱里？　頬を膨らませて」

			「いえ、別に……。ただ結ちゃんと仲いいですねーと思っただけで、別に拗(す)ねたりとかしていません」

			　面倒くさい。最近の朱里はとてもかまってちゃんになっている。玉城や風子が仲間に加わってからは特に顕著だ。でも、そこが可愛い。

			　元々、朱里は小動物っぽかったし、こうやって甘えてくれるのは嬉しいものがある。

			「朱里。俺が好きなのは朱里だからな」

			「……じゃあ、私に聞いてくれても……」

			「それとこれとは別なんだ。俺はここにいる全員とずっと一緒にいたい。その為には正しい判断をする必要があるんだ。わかってくれ」

			「…………」

			　沈黙する朱里。雰囲気が暗くなりかけるが、頬を赤くさせて俺に擦り寄る風子と空気が読めない赤鬼によってそれは防がれた。

			「桂木くん……嬉しいです。一緒にいたいと言ってくれるなんて……」

			「うん。でも、全員だからな？」

			「わかっていますよ。……死んでも、あの世でも一緒にいましょうね……ふふ」

			「いや、勇者様は死なねぇから」

			　背筋をゾクリとさせられるような風子の発言に、リードレッドが的確なツッコミを入れる。

			　思わず噴き出してしまった。

			「な、何かおかしかったか？」

			「いや、悪い悪い。つい、な」

			　ふぅーと一度深呼吸をした。

			　気持ちを冒険者としての、復(ふく)讐(しゆう)者としての桂木大地へと切り替える。

			「……よし。じゃあ、行こうか」

			「あ、ポーションとエリクサーもらってもいい？」

			「ん。これでいいか？」

			　ポーチに入れていたポーションは全部、エリクサーは半分を玉城に渡した。

			　ポーションは体力と魔力。エリクサーは魔力の回復効果を持っている。

			　これだけあれば、よほどのことがない限りは問題ないだろう。玉城が非常時のために持っているものもあるしな。

			「玉城、今は何時だ？」

			「十一時。予定より早く進めているわ。あいつらが来るのは一時間後ね」

			　あと、一時間で三階層か。今までの速度を考えれば問題ないだろう。

			「魔法陣が使われているってことは、もしかすると上の階層には戻れないかもしれない。だから、しっかり水分補給をして、あと体を適温に保つように」

			「あんたはお母さんか。わかってるわよ。しっかりする」

			「なら、ＯＫだ。じゃあ、時間も勿体ないし」

			　俺は一通り装備を確認すると、魔法陣の前に立つ。

			「俺が先陣を切るから、少し間を空けてからみんなは来てくれ」

			「それなら、私も大地様と一緒に」

			「いや、飛んだ先に即死トラップがかけられていたらまずいから、俺一人で行かせてくれ。死んでもどうにかなるからな」

			　魔法陣の先は未知数だ。

			　部屋が毒で充満していたら目も当てられない。

			「でも……」

			「心配しなくても平気だ。それに、俺は朱里になにかあった時の方が悲しいよ」

			　俺は朱里の頭をなでる。

			　彼女は何か言いたげなそぶりを見せるも、飲み込んでくれたみたいだ。

			「わかりました。大地様がそこまで言うなら」

			「十分ほどあけてから来てくれ。それまでに、みんなが来やすい状況にしておくから」

			「ありがとうございます。お願いします」

			「気を付けてくださいね」

			「いってらっしゃい」

			「おう。行ってくる」

			　そう言うと、俺は魔法陣の上に乗る。

			　その瞬間、まばゆい光が俺を包み込んだ。

			　

			◆浜風朱里視点◆

			　

			「……そろそろオレたちも行くか」

			　桂木君が先行して、おおよそ十分が経った。

			　この辺りが頃合いだろう。

			「そうね。一応、全員、手をつないでおこう。なにがあるかわからないし」

			「うん。早瀬さんも、ほら」

			「し、失礼します」

			「これでいいな。オレの掛け声に合わせろよ？　せーのっ」

			　私たちはいっせいに飛び乗る。

			　すると、桂木君の時と同じように、光に包まれた。

			　そして、光が消えたかと思うと、今度は薄暗い空間にいた。

			「うおっ!?」

			「きゃっ！」

			「わっ!?」

			「ひゃう!?」

			　ドスン、ドスン、ドスン、ポスン。

			　三つの大きな音と一つの可愛らしい音を立てて私たちが転移した場所は、階段だった。

			　古びた容器に入れられ、壁に取り付けられた松明が、地面を照らしている。

			　階段は直線の短いタイプではなく、螺(ら)旋(せん)型だ。

			　おかげで全員が巻き込まれて転げ落ちるという最悪の状況は免れた。

			　その代わりに一番初めにこっちに移動したリードレッドさんが、上から落ちてきた私たちの衝撃で呻き声を漏らしていたけど。

			「……どうしましょうか？」

			　一番上で被害が少ない早瀬さんは、バッグの中に入れていた回復薬が壊れていないか、チェックしながら私に聞いてくる。

			「あっ、壁に矢印が書いてあるよ」

			「……本当ですね。桂木くんが書いてくれたのでしょうか？」

			「私たちのためにわかりやすくしてくれたんだよ、きっと」

			　彼女の問いかけに答えて、私は一段ずつ降りていく。後ろに結ちゃん、早瀬さん、リードレッドさんの陣形だ。

			「思ったより暑くないね」

			「はい。私はさっきまでより心地いいです」

			「結愛は魔法を使っているのか？」

			「ううん。なんでか知らないけど、ここはダンジョンの法則から外れているみたい。……どこか別のダンジョンに飛ばされたのかな」

			　こんな階段形式は初めてだし、明らかに先ほどまでの【灼熱の処刑場】とは雰囲気が異なっている。

			「桂木君は無事かな？」

			「ここに死体もないし、大丈夫じゃない？　それに無理するタイプじゃないから、ボス部屋見つけても待機しているでしょ」

			「それならいいんだけど……」

			「何はともあれ進まないとわからないし、行けるところまで行ってみようか」

			　結ちゃんの言葉で再度、ダンジョンを進行する私たち。

			　特に会話もなく、沈黙が場を制する。

			　別に仲が悪いわけではないけど、今回は早瀬さんもいる。彼女にあう話題がわからないのだ。

			　私も結ちゃんも本はあまり読まないし、リードレッドさんはこういう空気も気にしないタイプだろうからなぁ……。

			　結ちゃんならこういう雰囲気を嫌うから、どうにかすると思ったんだけど……。

			「……暇だし恋バナでもする？」

			　数分間ひたすらに階段を下っていたら、案の定、結ちゃんがそんな爆弾を投下した。

			　その話は禁句でしょう、と親友の頭を叩きたくなった。なぜなら、ここにいる同級生女子三人全員が、同じ人を好きなのだから。

			　でも、彼女のことだから、わかっていてわざとこの話題を選んだのだと思う。

			　互いの気持ちをはっきりさせるために。……多分。

			「恋バナ？　なんだそれ？」

			「リードレッドさんは知らないのかー。女の子同士で好きな人について話すんだよ。リードレッドさんは桂木のこと好きー？」

			「いや、恋愛感情はないな。尊敬はしているが」

			「なら、普通に流しておいてくれていいよ」

			「そっか。わかった」

			　結ちゃんはさらっとリードレッドさんを輪から外す。これで正真正銘、三人の直接対決になる。

			「あー、一つ勘違いしないでほしいんだけど、私は別に牽制しようとか思ってないから安心して。お願いだから、そんなに睨まないで！」

			　顔の前で手を合わせて結ちゃんは頭を下げた。

			　ヤダナー、全然睨ンデナンテナイノニ。

			「……嫌なら別にしなくてもいいんだけど……」

			「ここまできて引き返す人がいますか……玉城さん」

			　半ば呆れ気味に早瀬さんは息をついた。全くその通りだと思う。

			「だ、だって、予想以上に二人からの視線がキツかったから」

			「……それは私が浜風さんに敵対心を燃やしているからですね」

			　早瀬さんは気後れすることなく、ハッキリと言い切った。紅い眼が私を横目で捉えている。

			　でも、彼女はすぐに頬を弛緩させた。

			「……なんて、冗談です。確かに私は浜風さんが羨(うらや)ましいとは思っていますけど、嫉妬はしていませんから」

			「え、そうなの？」

			　……結ちゃん。そこでその反応はまずいと思うよ。

			　……本当は私も言いかけたけど。

			「はい。私は二番目でも、三番目でも構わないんです。少しでも私に愛を捧げてくれたら、どれだけ幸せなことか」

			　でも、と彼女は続ける。

			「アピールはしますし、その結果として私が桂木くんの一番になったら、我慢してくださいね」

			　早瀬さんは微動だにしない完璧な作り笑顔だった。

			　……これは宣戦布告だ。

			　私はそう受け取った。

			「……そんなことはないよ。だって、私が譲らないから」

			「フフフ。桂木くんも人ですから心は変わると思いますよ？」

			　きっと漫画なら火花が散っていること間違いなし。早瀬さんと私の視線が交(こう)錯(さく)する。

			　彼女は一歩も引かない。

			　だから私は、自分の優位性を示すために彼女にある事実を教えてあげた。

			「私……もう初めては済ませたんだ。桂木君と」

			「えっ……!?」

			　早瀬さんの表情が崩れる。彼女にとっても想定外だったようだ。

			　結ちゃんは顔を真っ赤にさせていた。もしかしたら、情事の時の声を聞かれていたのかもしれない。

			「だから、早瀬さんが追いつくのは、まだまだ無理かな」

			「な、なにもそれだけが必要なことではありませんから。私は私のやり方で、必ずあの人の隣にいきますから」

			「その隣にいる……私のことも忘れないでほしいんだけどなぁ……」

			「忘れていませんよ。むしろ、玉城さんの方を今は警戒しているくらいです」

			　結ちゃんの呟きに素早く切り返す早瀬さん。

			　その意見には同意できる。

			「え、なんで？」

			「なんでって……だって、結ちゃん。最近、ずっと桂木君と一緒にいるもん。楽しそうに会話してるし……」

			「お二人はあそこまで仲良くありませんでしたよね？」

			「それに桂木君は、結ちゃんとばっかり打ち合わせするんだよ？　この前なんかフォントラに勝つためとはいえ……キスまでしていたし」

			「…………へぇ」

			「あ、あれは不可抗力！　ああしないとあいつには勝てなかったし！　それに桂木も嫌々だったし！　てか、早瀬さん怖い！」

			　ブンブンと首と両手を同時に振るという、奇妙なことをやってのける結ちゃん。

			　よほど焦っているんだと思った。

			　この後はどうやってからかってあげようかな、と考えていると、後ろから声がかかった。

			「盛り上がっているところ悪いが、お前らさっきから足が止まっているぞ」

			「「「…………あ」」」

			　リードレッドさんの指摘で、私たちは居場所がさっきから全く変わっていないことに気づいた。

			　途中から熱くなりすぎたみたいだ。

			　それぞれが苦笑いして、そそくさと列をなして、進み始める。

			　それからは遅れを取り戻すように、黙々と階段を下りていく。

			　それがまた十数分ほど続いたところに、扉があった。その前には桂木君がいて、腰の剣を抜いた状態で、扉をにらみつけている。

			　どうやら扉の向こう側には、ダンジョンボスがいるみたいだ。

			　私たちも音を立てないように、静かに近寄る。

			「……みんな。戦闘準備を」

			　リーダーの声に各自が武器を手にする。私も短剣を取り出して逆手に持った。

			　一気に駆けて、扉をくぐり抜ける。

			　開ける視界。内装も今までと変わらない。

			　ただ、目の前に一人の女。いや、一匹のメスがいた。

			　熊のような大型の魔獣。

			　白色のふさふさとした毛並みは、まるで獣そのもの。

			　極めつけは顔だ。犬のような鼻。頬から生える髭。

			　体を私たち人間と同じように鎧で固めている奴は、間違いなく知性を持っていた。今までの魔獣とは違う。

			「……ようこそ、【灼熱の処刑場】最下層へ。あたしがあんたらをここまで招待してやった獣人族の長、リリー・シュラハムだ」

			　口角を吊り上げて鋭い犬歯を覗かせた。

			「まぁ、よろしくやろうや」
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			　リリー・シュラハム。

			　鋭い眼光で私たちを捉えたまま、後ろにいる同じ魔族のリードレッドさんに声をかける。

			「やぁ、アキナ！　久しぶりだね！」

			「よぉ、リリー。てめぇ、生きてたんだな」

			「ふん。誰があんたに戦いを仕込んでやったと思ってるんだい」

			　その発言に私は内心、驚きを隠せなかった。たとえ事前に強敵だと言い聞かされていても。

			　リードレッドさんの実力は身をもって知っている。

			　そんな彼女の師匠のような立ち位置に、目の前の化け物がいるとするならば……。

			　私は一層、集中力を高める。

			　すると、私たちの殺気の高まりに反応したシュラハムは三本指で私たちを指した。

			「その子たちが勇者様の付き添いで間違いないかい？」

			「オレも含めてだけどな」

			「へぇ……。あんたが下ったってことは、よっぽどの実力者みたいだね。あたしたちの勇者様は」

			　嬉しそうにシュラハムは腕を組んで頷いている。

			　だが、すぐにグリンと顔をこちらに向けると、牙を覗かせながら彼女は吠えた。

			「なら、この三人が勇者様の嫁候補で間違いないね？」

			「「「えっ!?」」」

			　シンクロする私たちの声。

			　突然の話題転換。しかも、それが私たちにとってはかなり重大な事柄だったので、なおさら驚いた。

			　どうして、今そんな話になるの？　そんな兆しなかったのに。

			「ん？　どうしたんだい？　もしかして、違ったかい？」

			「いや、その……」

			「あ、あはは」

			「んん？」

			　歯切れの悪い返事しか返さない私たちに、訝しげな視線を送るリリー。首をかしげると、急に合点がいったかのように手を叩いた。

			「そうか！　もうすでに嫁は決まっていたのか！」

			「どうしてそうなるの!?　まだ嫁は決まっていな――」

			「私が桂木大地の嫁です」

			「朱里ちゃん!?　さらっとなに言ってんの!?」

			「だって、考えてみて。桂木君は私が好き。私は桂木君が好き。両想いだもの。お嫁さんの条件を満たしているのは、私だけだよ？」

			「くっ……。なんか微妙に筋が通っているから反論しづらい……！」

			「待ってください、浜風さん。私も嫁の一人です」

			「何を言っているのかな、早瀬さん？　奥さんは一人だけでいいんだよ？」

			　そう、一人の男性に愛を注いでもらえる女性は一人だけ。これは誰もが知っている常識だ。

			　そういう意味も込めて彼女に言ったのだけど、通じなかったみたいだ。早瀬さんは勝ち誇った笑みを浮かべていた。

			「……浜風さん？　何か勘違いしていませんか？」

			「勘違い？」

			「私はさっきも言いましたが、二番目、三番目でも構わないんです。そしてこの世界には、私たちが暮らしていた日本とは違う文化がある。それは一夫多妻制。このロスタルジアでは一人の男性が何人もの女性を妻として迎えることができる。そうですよね、リリーさん？」

			「ああ、そうだよ。だから、もうすでに三人とも勇者様のものになっているかと……」

			「そう！　まさにそうです！」

			「あ、早瀬さん！　違います！　私が！」

			「二人とも一回落ち着きなさい！」

			「いたっ!?」「きゃっ！」

			　頭部に鈍い痛みが走る。結ちゃんが私と早瀬さんに、拳骨を落としていた。

			「二人とも雰囲気に騙されたらダメだよ。私たちはダンジョンボスと対(たい)峙(じ)しているんだから」

			「いいねぇ、その気構え。もう立派な戦士ってわけだ」

			「それはどうも」

			　結ちゃんはすぐに構えなおす。よく見れば、気が抜けていた私たちを守るようにして、桂木君とリードレッドさんは立ち位置を取っていた。

			「楽しく話しているところ悪いが、リリー・シュラハム。一つ提案がある」

			「なんだい？」

			「戦わずに話し合いで解決するという手段はあるか？」

			　桂木君が確認を取るように言うと、リリーは獰(どう)猛(もう)な獣の笑いをしてみせた。

			　雰囲気がガラリと変わる。上から潰してくるようなプレッシャーが、ズシリとかかっていた。「ないね。無駄に希望は与えられたくない。あたしを倒せなかったら、見込み違いだったってことさ。それに言うだろう？　絆を深めるには、こぶしをぶつけるのが一番だってね」

			「戦闘狂(リードレツド)の師匠はやっぱり戦闘狂か」

			「違いないね。……て、言っても、それは勇者様だけの話さ。そこの三人にはこいつをプレゼントだ。幻影炎幕《ミラージュ・カーテン》」

			「ちっ。詠唱省略か！」

			　私と結ちゃんは急いで、その場を離れようとする。だけど、追いかけるように青白い炎が飛んできた。それが頭上ではじけると、紫色のベールに包まれる。

			「な、なんですか、これ？」

			　わかってはいたけど、早瀬さんも捕まっていた。

			「魔法による結界？」

			　ベールを叩いたり、短剣で切ろうとしても傷ひとつつかない。

			「幻影炎幕《ミラージュ・カーテン》。あたしの固有能力さ。炎は空気を揺らし、陽炎となってあたしたちに幻を見せる。そして条件を満たすまで、幻覚から目を覚ますことはない」

			「なんでこんなことするのよ！」

			　結ちゃんが文句を言いながらナイフを突き立てるが、幕はそれをひらりひらりとかわす。まるで生きているみたいに。

			「あたしは勇者様とサシで勝負がしたいのさ。あんたらがいたら手出しするだろう？」

			「あたり前でしょ！」

			「威勢のいい子だね。でも、安心しな。あんたたちもしっかり相手してやるから。幻覚の中のあたしが、ね」

			　まくしたてるように彼女は続ける。

			「いいかい？　魔族を従える勇者の隣に控える者には、相応の実力と彼を想う気持ちが必要となる。その両方が備わっているか確かめるだけさ。リードレッドも手を出すんじゃないよ」

			「どの口が言うんだよ……。さっきから一つも隙を見せねぇくせによ」

			「あたしもまだなまっていないってことさね」

			　桂木君たちとリリーは向かい合って、動かない。いや、動けないのだ。

			　互いの手を予測して、それをつぶしあって、膠着状態になっている。

			　リリーに視線を向けたまま桂木君は声を上げる。

			「朱里！　玉城！　風子！　こっちは心配するな！　だから、さっさ倒して帰ってこい！　それまでに、こっちも片付けておくからよ」

			　その言葉には期待がかかっていた。信頼が込められていた。

			　ならば、その期待に応えなければならない。彼と共に歩む者として。

			「任してください。絶対に負けませんから！」

			「はっはっは！　いいねぇ、言うねぇ！　それならさっさとおっぱじめようか！」

			　気分よさげに笑うリリーは、掌を重ね合わせるように叩く。

			「我の名において、契約を発動せよ。光の王精霊。彼の者達に試練を授けよ。乗り越えし者には褒美を、乗り越えざりし者には罰を与えろ――迷宮回廊《ラビリンス・ゼロ》」

			　彼女が詠唱を完成させると、ふと力が抜けて私は意識を手放した。

			　

			　気がつくと、真っ暗な闇だった。

			　天井も、側面も全て黒で埋めつくされている。

			「……ここは？」

			『あたしの固有能力「幻影炎幕《ミラージュ・カーテン》」と闇系魔法「迷宮回廊《ラビリンス・ゼロ》」を組み合わせた空間さ』

			「どこっ!?」

			　私の独り言に反応するリリーの声が聞こえて辺りを見回すが、彼女の姿はどこにもない。

			『あたしの姿を捜しても無駄だよ。ここにはいない。今から第一の試練を受けてもらう』

			「第一の試練？」

			『そう。それは――』

			　バッと目の前がライトアップされる。

			　私は突然の目映い光にやられないように目を腕でかばう。やっと目が慣れて照らされている場所を見た。

			　私は、自分の目を疑って、まばたきを繰り返す。

			　スクリーンが現れていた。問題はそこに映し出された映像。

			「……どうして……これが……？」

			　私たちがいた元の世界――私立荻野宮学園の校舎があったのだ。

			　呆然とする私の反応を見て、どこからか監視しているリリーは笑い声をあげながら、告げた。

			『第一の試練。元の世界で勇者様を――惚れさせろ』

			　桂木君を惚れさせる。

			　リリーが告げた第一の試練の攻略条件だった。

			『これはあたしが朱里、シールド、風子の記憶を探って作った別世界だ。あんたが「開始」と言えば試練は開始される』

			「……そんなことができるの？」

			『ああ』

			　リリーから短い返答が返ってくる。

			「成功条件と、内容を教えてもらえる？」

			『あんたが勇者様――桂木大地を自分に惚れさせることができたら攻略完了だ。ただし、告白して付き合えなかった場合は、初めからやり直しとする。中身はあたしよりあんたらの方が詳しいはずだよ。あたしはこの学校？　とやらに通ったことないしね』

			　……なるほど。

			　ざっくりとまとめれば、恋愛シミュレーションゲームのようなものと捉えたらいいのかな。

			　私がプレイヤーで桂木君が攻略対象。

			　……なんだ、簡単だ。

			　私が気持ちを伝えて桂木君と付き合えばいい。たったそれだけ。

			　こんなの試練でもなんでもない。大方リリーは、前の世界の外見の桂木君を愛することができないと思っているのだろう。

			　なら、それは大きな間違いだ。

			『これは三人が、それぞれ別々の空間にいると考えておくれ。試練は同時進行だ。もちろん内容は一緒だよ。試練をクリアした奴から第二の試練を受けてもらう。それも無事通過したらあんたを認めよう。いいね？』

			「……うん、構わないよ」

			『よし。こっちはいつでも問題ない。おいで？』

			「お言葉に甘えて！　開始！」

			　合図となるキーワードを口にするとスクリーンが発光し、閃光が私を包んだ。

			　

			　

			「ここはっ……!?」

			　閉じていたまぶたを開けると、そこは間違いなく、少し前まで私たちが勉学に励んでいた荻野宮学園の教室だった。

			　私は忙しなく視線をさ迷わせる。すると、見たくもない光景が飛び込んできた。

			「桂木ぃ。掃除当番なんだから、しっかり雑巾で床ふけよ！」

			　桂木君が鮫島のいじめにあっている。頭を掴まれて、顔を直接床に擦り付けられているのだ。

			　……なにをしてるんだ、こいつらは。

			　腹の底から燃え上がる怒りに、わなわなと肩を震わせる。

			「どうかした？　朱里ちゃん？」

			　心配してくれた七(な)奈(な)美(み)んが声をかけてくれる。彼女も辛そうな表情をしていた。対照的に、もう一人の親友の結ちゃんは、楽しそうに眺めている。

			　助けなくちゃ。私が助けないといけない。私以外に、彼を理解してあげられる人はいないから。

			　私はいても立ってもいられなくなって、桂木君の元へと駆け寄る。邪魔な鮫島たちを押し退けると、彼の口から雑巾を取って投げつけてやった。

			「んぷっ！」

			　私に突き飛ばされてバランスを崩した鮫島の顔を見事に直撃する。

			「……おい、浜風。お前、なにやってんだ？」

			　額に青筋を浮かび上がらせて、鮫島はドスの利いた声でそう尋ねた。

			　桂木君を庇うように、前に立った私は言う。

			「桂木君の気持ちを味わわせてあげようと思って」

			「お前……ふざけてんのか？」

			「それはこっちのセリフだよ。どうしてこんなことするの？」

			「そいつがクズだからだよ。わかっているだろ？　そいつは何の役にも立たない欠陥品だ。壊しても誰も悲しまない」

			「そうそう。浜風もそいつから離れた方がいいぜ？」

			「てか、マジでどうしたんだよ、急に。……もしかして、桂木のことが好きになったとか？」

			　教室内が悪意に染まった笑いで満ちていく。

			　ギリっと歯を食い縛った。

			　桂木君のことを何にも知らないくせに。どうしてそんなことが言えるんだ。

			　…………許せない。

			「……黙れ」

			「あん？」

			「黙れって言ったのよ。それ以上、桂木君を悪く言ったら容赦しない」

			　目の前でふんぞり返っている男を睨み付ける。

			　これは警告だ。これより踏み込めばお前の命はない、という。

			　だけど、鮫島にはそれが理解できなかったみたいだ。

			「……浜風。お前もそいつと一緒にいじめて欲しかったのか？　変人趣味の持ち主だったって訳か。なぁ、そう思うよな？」

			　鮫島はバカにしたように笑い声をあげる。同意を求められたことによって、教室中に嘲(ちよう)笑(しよう)が響きわたった。

			　本当にやかましい。

			　だから、その口を黙らせてやった。

			「あがっ……？」

			　一瞬にして懐に入り込んだ私は、突き上げるようにアッパーカットを繰り出す。常人の域を越えた力は容赦なく襲いかかった。上体が浮いた鮫島は、天井で頭を強打する。グシャッ!!　と鈍い音がして、力なく落ちてきた。

			「……さ、鮫島？」

			　馬原が鮫島に声をかけるが返事はない。血だけが流れ出ていて止まらない。

			「う、うわぁぁぁぁぁ!?」

			　誰かが悲鳴をあげた。

			　私は近くにいた取り巻きたちの顔を掴んで、机に叩きつけた。

			　何度も何度も。

			　だらりと腕の力が抜けて垂れたのを確認すると、自らの手は汚さず、ただ自身より低能の者を見て優越感に浸っているだけの連中の元へと放り投げた。

			「……次は誰？」

			　殺気を全身に張り巡らせる。この言葉を引き金にクラスメイトたちは教室から我先にと出ていく。

			　そんな奴らには興味ない。……それよりも。

			　くるりと振り返り、床に倒れている桂木君へと近寄る。彼は驚いて口をパクパクとさせていた。

			　それも仕方ない。人が死ぬところを見たことがないのだから。

			「悲観することはないよ、桂木君」

			　私は桂木君を抱きしめる。

			　愛しい、愛しい桂木君。

			「え……あ……」

			　ろれつが回っていないせいで、上手く言葉を発せていない。

			　体が小刻みに震えている。桂木君は私や結ちゃんを許してくれる、優しい人だ。もしかしたら、心の隅に罪悪感を感じてしまっているのかもしれない。

			　なら、私が不安を取り除いてあげないと。

			　母が子をあやすようにして、胸に桂木君の顔を埋めるくらいに抱きしめる。

			「安心して、桂木君。もう誰もあなたを傷つける人はいない。もし何かあったら、私が桂木君を守ってあげるからね」

			　ぎゅっと、ぎゅっと。ずっと、ずっと。

			　だけど、それに反して桂木君は私を突き飛ばした。

			「え？」

			　予想していなかった衝撃に、思わず尻餅をついてしまう。顔を上げると、腕を真っ直ぐに伸ばした姿の桂木君がいた。

			　その顔はびっしりと満遍なく、恐怖で埋めつくされていた。向けられる視線には侮蔑の意が混ざっている。

			　…………なんで？

			「お、お前……何して……」

			「桂木君を助けようとしているんだよ？」

			「違うだろ！　お前がしたのは殺人だろうが!!」

			　殺人。ああ、そうだ。

			　確かに私は人を殺した。

			　……だけど。

			「それがどうかした？」

			「!?」

			「だって、こいつらは桂木君に、死ぬより辛い思いをずっとさせてきたんだもの」

			「お、お前、なに言って……」

			「だったら、死んでも文句言えないよ。これまで犯してきた罪の代償なんだから」

			　私は両手を広げて、桂木君へと歩み寄る。

			「好きだよ、桂木君。大好き」

			　私の気持ちを知れば、桂木君も私を受け入れてくれる。

			　そう思っていた。

			　けれど、突きつけられたのは残酷な暴言だった。

			「来るな!!　このバケモノが!!　気持ち悪いんだよ!!」

			　桂木君は、怖さに心を囚われ、顔を歪めていた。

			　顔じゅう涙でくしゃくしゃにして、私が一歩進めるたびに後ずさる。

			「ど、どうしたの、桂木君？　私はあなたのみか」

			「近寄るな!!」

			　完全な拒絶。

			　……どうして？

			　私はこんなにも桂木君のことが好きで。桂木君のためなら尽くしてあげられるのに。

			　桂木君が復(ふく)讐(しゆう)したいほど恨んでいる鮫島たちを消した。クラスメイトへの牽制もした。そして、あなたに素直な想いも告げたのに。

			「桂木……君……」

			「やめて！　朱里ちゃん！」

			「きゃっ」

			　それでもなお近づこうとする私を横へと突き飛ばしたのは、全く想定外の人物。

			　てっきりクラスメイトたちと一緒にいなくなったと考えていた、七奈美んだった。

			「七奈……美ん？」

			「桂木君！　こっち！」

			「……あ、ああ！」

			　七奈美んは桂木君の手を引っ張ると、急いでこの空間から出ていく。

			　ああ……いかないで、桂木君。

			　どうして……どうして……？

			　そこで不意に意識が途切れた。

			　

			「……戻ってきたの……？」

			　気がつくと、ついさっきいた場所が映されている画面の前にいた。

			　校舎は立体ではなく平面で。周囲をぐるぐると見回してもあの黒い壁だけ。

			「失敗したんだ、私……」

			　……とんでもないバカだ。

			『来るな!!　このバケモノが!!　気持ち悪いんだよ!!』

			　桂木君の声が繰り返される。彼の言葉が矢となり胸に突き刺さった。

			　いきなり人を容赦なく殺す、なんて真似をすれば、そんな風にも言われちゃうよね。

			　先程より冷静になった今は、自分でも失敗だったと悔いている。

			　この試練の桂木君は私の気持ちを知らないし、私を好いてくれているわけでもないのだ。

			　私は、焦っているのかもしれない。

			　何に？　決まっている。結ちゃんに、だ。

			　彼女は私の親友。だから、いいところは全部理解しているつもりだ。

			　結ちゃんみたいな可愛くて、明るい子に言い寄られたら、桂木君の気持ちも揺らぐかもしれない。

			　その情景を思い浮かべてしまう。彼の隣で結ちゃんが楽しそうに会話していて、私は一歩後ろでうつむいている。

			　……そんな未来は嫌だ。

			『これはあたしが朱里、シールド、風子の記憶を探って作った別世界だ。あんたが「開始」と言えば試練は開始される』

			　繰り返されるアナウンス。

			　わかってる。すぐに行く。

			　このままノコノコと負けるわけにはいかない。

			「……今度こそは必ず……！」

			　パンと頬を叩いて気合いを入れ直すと、私はまた作り出された世界へと飛び込んだ。

			「…………っと」

			　またあの変な感覚に襲われて、気がつくと荻野宮学園だった。

			　目の前は、さっきまでとなんら変わらない光景。

			　一度、深呼吸をする。

			　こうでもしないと、私はまた同じ過ちを繰り返してしまうだろうから。

			　……この桂木君は偽物。助けても意味がない。本物の桂木君はすでにこれ以上の痛みを味わっている。

			　そう自分に言い聞かせた。

			「……七奈美ん」

			「どうかした？　朱里ちゃん？」

			　私と同じように視線をずっと床へ向けている七奈美んの耳元で、こっそり呟いた。

			　この中で最も信用できるのは彼女だ。異世界での結ちゃんは桂木君のことが好きだからいいけど、まだこっちの結ちゃんは、味方としては人数に加えられない。

			　その点、七奈美んがずっとこのいじめを良くないものと思っていることを、私は知っていた。

			「……ねぇ、ここから出ない？　私、ちょっと気分が……」

			「……うん。私もうんざりしてたところだから。いいよ」

			　思った通り、七奈美んは同意してくれた。聡明な彼女はすぐに行動に移す。

			「結ちゃん、結ちゃん」

			「ん？　どうかした、七奈美ん？」

			「朱里ちゃんがちょっと気分が悪いみたいだから、保健室に連れて行ってくるね」

			「あ、うん、わかった。このまま帰れば？　もう放課後なんだから」

			「ありがと。じゃあ、そうするよ。朱里ちゃん、荷物持てる？」

			「う……うん」

			　私は体調が悪いふりをしながら、七奈美んにカバンを取ってもらうとおぼつかない足取りで教室を出た。

			　七奈美んには背中をさすってもらいながら同伴してもらう。

			「……もう大丈夫かな？」

			「……うん。それとね、あとで……少し話したいことがあるんだけど……」

			「私は別に構わないよ。服だけ着替えたら、そっちに行くね」

			「ありがと、七奈美ん。……校門から出るときに見られたら面倒だから、また演技、お願い」

			「はいはーい」

			　七奈美んは間延びした返事をしてくれる。

			　彼女もあの場から逃れることができて、スッキリしたみたいだ。

			　私は桂木君を見捨ててきたから……胸が痛むけれど。

			　これからのことを考えれば我慢できる。しないといけない。

			「……待っててね、桂木君。絶対に、助けてみせるから」

			　

			「はい、七奈美ん。ジュース」

			「ありがとう」

			　七奈美んはクッションの上に、私はベッドの上に座り、アップルジュースを一口含む。

			　胸につかえていたものが一緒に流れ落ちることを期待したけど、そんなことは当然起きなかった。

			　コップが空になったところで、私は早速、本題を切り出した。

			「七奈美ん、お願いがあるの」

			「ん？　なーに？」

			「私、桂木君が好きで……付き合いたいの。それに協力してほしい」

			　そう言って私は頭を下げた。

			「……え、え!?　ど、どういうこと、朱里ちゃん？　私、何が何だか……」

			　七奈美んは想像した通りの慌てようだった。

			　深呼吸をして心を落ち着かせている。

			「と、とりあえず朱里ちゃん、顔を上げて。このままだと変な緊張感が……」

			「ご、ごめんね。でも、真面目な話だから、ちゃんとしておかないとって思って」

			　七奈美んの言葉に甘えて頭を上げると、複雑な表情の彼女がいた。

			「……朱里ちゃんに直接こんなことを聞くのは失礼かもしれないけど……」

			「な、何かな？」

			「その……どうして急に桂木君と恋人になりたいなんて……思ったのかなぁって」

			「…………好きに、なっちゃったんだもん」

			　七奈美んに聞かれた至極当然な問いに、私は答えていく。

			「理由をって言われると困るんだけど、本気で好きなの」

			「……本心なんだね？」

			「うん。私自身が感じて、決めたこと」

			　言い切って、七奈美んと視線を重ねる。

			　気持ちを込めて、絶対に逸らさない。

			「……いいよ、協力してあげる」

			　七奈美んはポンと私の肩に手を置いて、可愛らしいウインクをしてくれた。
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			「ほ、本当に!?　本当に七奈美ん、手伝ってくれるの？」

			「嘘なんか言わないよ。……でも、私からも条件があります」

			「な、なに？　出来ることならなんでもするよ？」

			「そんなに大変なことじゃないよ？　私は朱里ちゃんの恋のお手伝いをするけど、それは作戦とかを考えるだけであって、大切なことは私の手を借りずに、朱里ちゃん自身ですること。いい？」

			「……大切なこと？」

			「そ、大切なこと。それが何なのかは教えないから、自分で考えてね」

			「やだなぁ、七奈美ん。それくらいは私にだってわかるもん」

			　七奈美んが言っているのは、きっと告白のことだろう。自分の想いは自分で伝えろと、そう言っているのだ。

			　……大丈夫。桂木君へは何度も告白してきたから。

			　きっと自分の口から伝えられると思う。

			「うん、それなら問題ない！　桂木君をメロメロにしちゃおうよ！」

			「メ、メロメロって……。……ううん、そうだよね……頑張る。私、何したらいいかな？」

			「うーんとね……まずは好感度をあげないといけないから、毎日の会話は欠かさないこと。いきなり告白されても、桂木君も怪しんじゃうだろうから。それと――……」

			「ちょ、ちょっと待って！　メモ持ってくる！」

			　次々と作戦を口にする七奈美んにストップをかけて、私は机の引き出しから使っていないメモ帳を取りだす。

			　私と七奈美んの第一回作戦会議は、気がつけば日付をまたぐまで続いていた。

			　

			「桂木君！」

			「…………」

			　まずは会話が成り立たないと意味がない。その為にも話しかけ続けることが大事、無視されても根気よく話さないといけない。

			　これが七奈美んの意見だ。

			　私もそれに同意した。会話はコミュニケーションをとる上で、一番の方法だと思う。

			　私が桂木君に話しかけるのを見た結ちゃんに心配されたり、クラスが騒がしくなったりしたが、今はそんなのは後回しだ。

			　桂木君と笑いあいたい。そして、私のことを好きになってほしい。

			　その一心で私は学校にいる間、可能な限りの時間を桂木君との触れあいに充てた。

			　その甲斐もあってか、一週間が経ったある日、やっと桂木君が返事をしてくれたのだ。

			　あの時は嬉しさの余り、泣きそうになった。

			　それからは、会話というには程遠いかもしれないけど、少しずつ私の相手をしてくれるようになった。

			　私がこうして桂木君と会話することによって生じる鮫島からのいじめも、ほとんどなかった。

			　七奈美んが上手く立ち回ってくれているんだろうと思う。本当に感謝だ。

			　それからさらに一ヶ月という時間が流れて、私はついに告白をすることにした。

			　以前とは違って桂木君とは、ちゃんと会話が出来ている。

			　ある程度の好意は持ってくれているはずだ。

			　そう意気込んで、ついに桂木君を屋上に呼び出した。

			　後は、私の溢れる想いを告げるだけ。

			「好きです！　付き合ってください……！」

			　改めて気持ちを伝えることに対して、思ったよりは緊張しなかった。

			　向こうの桂木君に、何度も何度も自分の想いをぶつけてきたからかもしれない。

			「…………」

			　見つめる桂木君は何も喋らない。

			　だけど、少しずつその顔が歪んでいく。

			　嬉しさではないのは、私にもわかった。

			「……ふざけんなよ……」

			　怒りだ。今、桂木君の胸に広がっているのは怒りだ。

			　敵意のある視線が私へと向けられている。鋭い眼光が私を貫く。

			　だけど、それも一瞬のことで、桂木君は自分を落ち着かせようと、短い息を吐いた。

			　この間、私は一歩も動くことができなかった。

			「……俺はお前とは付き合えない。お前を好きになれないし、なる気もない」

			　明らかな拒絶の意を示した返答。

			　それが頭に響いて、中身を咀(そ)嚼(しやく)するまでにかなりの時間を要した。

			　それでも、落ちてくれない。喉につっかえている。

			「桂木君。その……どうして私がフラれたのか教えてもらってもいいかな？」

			　会話も少しはしてくれるようになっていたから、思い上がっていた。彼は私のことを少しずつでも好きになってくれていると、勘違いしていた。

			　私が桂木君を好きな気持ちを伝えれば、彼はきっとわかってくれると思い込んでいた。

			　周りから可愛いと言われ、ちやほやされていることに対する自負もあった。

			　なのに、全て一刀両断。

			　私は頑張って笑顔を作って、鮫島たちに浴びせる時のように冷たい目をした桂木君に尋ねる。

			「……そんなこともわからねぇのかよ」

			　彼は表情を強張らせた。鋭く細められた目が私を射ぬく。

			「なんでって……お前、その理由がわからない限り、付き合うなんて到底無理だ」

			「…………」

			「じゃあ、聞くけど……お前は今まで虐(しいた)げられていた男からいきなり告白されて、『付き合いましょう』って言えんのかよ。俺はまだ、お前から謝罪すらされていない。それでもお前だったら『付き合いましょう』って言えんのかよ……！」

			「…………あ」

			　桂木君に言われて、やっとそこまで思考が行き渡った。

			　ロスタルジアでの生活に慣れていたし、桂木君はそんな素振りを見せなかったから、頭から抜け落ちていた。

			　そうだよ……桂木君にとって、私は恨む立場にあるんだ……。

			　自分の愚かさを思い知った。

			　……そういえば、私、……こっちでも、あっちでも、まだ桂木君に謝っていない……。

			　それなのに自分を好きでいて、愛してだなんて……バカみたいだ。

			　……もしかしたら、七奈美んが言っていた大切なこととは、『謝罪』のことだったのかもしれない。

			「おい」

			「……あ、はい」

			「もう用が済んだなら帰っていいか？」

			「う、うん。ごめんね、迷惑かけちゃって……」

			「今さらどうでもいいから。……あ、あと本当に俺のことが好きなら、この告白のことは誰にも言うなよ。またいらん顰(ひん)蹙(しゆく)を買うことになるから」

			　それだけ告げると、彼は屋上から出ていった。

			　朱色の夕陽が射し込む静寂に、情けない女の嗚咽だけが残っていた。

			　

			「…………あ」

			　鮮やかな風景は消えて、私を囲むのは殺伐とした黒い壁。

			　まただ。またこの場所に戻ってきてしまった。

			　私は二度目の失敗を犯してしまったんだ。

			　試練の記憶を振り返る。言うまでもない。

			　私の失敗した要因。

			「私は……桂木君に謝っていない」

			　唇を噛みしめる。

			　何よりも先にしなければならなかったことを、私はしなかったのだ。

			　桂木君は私のことを好きだと思い込んでいた。

			　無意識のうちに、ひどいことをした記憶を頭から消していた。

			　でもきっと、彼は鮮明に覚えているはず。

			　現実の桂木君が何も言わないのは、彼が私を好いてくれているから。

			　私は桂木君の愛に甘えてしまっている。

			「……みんなはどうしているんだろう」

			　結ちゃんは私よりも賢いし、うまくやっているかもしれない。

			　早瀬さんはそもそも桂木君に嫌われていなかったし、あっさりとクリアしている可能性もある。

			　もし……もしダメなのが、私だけだったら？

			　どんどん思考は深く、深く沈んでいく。

			　頭の中がぐちゃぐちゃになって……浮かんでは泡のように消えていく、桂木君の笑顔。

			　そして、勝手に妄想が最悪の結末を描きあげていく。

			　彼の向ける笑顔の先には私じゃなくて……。

			「ああ……あぁ……」

			　力が抜けて、壁にもたれ掛かる。

			　私は、私は――。

			「……今まで何をしてきたんだろう……」

			　ポツリと漏らす。

			　もう今の私には、この試練を受ける気力も、資格も、なかった。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－５『ベストアンサー』

			　

			◆玉城結愛視点◆

			　

			「何これ……？」

			　私は呆気に取られていた。目の前に写し出される荻野宮学園の映像に。

			『これはあたしが朱里、シールド、風子の記憶を探って作った別世界だ。あんたが「開始」と言えば試練は開始される』

			「別世界って……。じゃあ、この映像の中で私たちは試練を受けるってこと？」

			『そうさね。ああ、大丈夫。あんたらがこの中で死ぬことはないから』

			「そう。……で、どうやってこれを作り上げたの？」

			　ていうか、勝手に記憶の中を探るな。

			『あたしの固有能力「幻影炎幕《ミラージュ・カーテン》」と闇系魔法「迷宮回廊《ラビリンス・ゼロ》」を組み合わせた空間さ』

			「その固有能力ってどんな力なの？」

			『………………』

			　……だんまりか。

			　そう簡単に教えてはくれないよね……。わざわざ自分の力を明かすバカなら六魔将軍なんて務まらないだろうし。

			「とにかくやるしかないか……。内容を説明してくれない？」

			『あんたが勇者様――桂木大地を自分に惚れさせることができたら攻略完了だ。ただし、告白して付き合えなかった場合は、初めからやり直しとする。中身はあたしよりあんたらの方が詳しいはずだよ。あたしはこの学校？　とやらに通ったことないしね』

			「初めからやり直しっていうのは、何度もリプレイ可能ってわけよね？」

			『………………』

			「沈黙は肯定って受け取るわよ」

			『………………』

			　……さっきから無口になるのが増えた気がする。

			　それに今の説明だと攻略条件が甘くない？　定義も曖(あい)昧(まい)だし。

			「ねぇ、リリーさん。ちゃんと詳しく説明してくれるとありがたいんだけど？」

			『あんたが勇者様――桂木大地を自分に惚れさせることができたら攻略完了だ。ただし、告白して付き合えなかった場合は、初めからやり直しとする。中身はあたしよりあんたらの方が詳しいはずだよ。あたしはこの学校？　とやらに通ったことないしね』

			「……さっきと変わってない気がするのは仕様ですか？」

			　喧嘩売ってるのかと思ってしまう対応。

			　前の世界ならクレームが殺到して、いわゆるクソゲー認定されるに違いない。

			　惚れさせる条件も自分で判断しろってことなの？

			　本当にこの試練を踏(とう)破(は)する必要があるのか、勘ぐりたくなる。

			　大体、桂木を惚れさせる意味があるのかな。本当の恋愛シミュレーションゲームなら逆で、私たちが攻略対象になって、元の桂木に惚れるようなつくりにしないと意味がな…………。

			「…………ん？」

			　ちょっと待って。何だろう、今の違和感。

			　……そうだよ。リリーさんが言った「愛」は、私たちが持たないといけないものなのだ。

			　つまり、これは……。

			「私たちの愛を試す試練」

			　……言ってて、すごく恥ずかしいけど。

			「でも、それが正解っぽいよね」

			　となると、悪いけど、あの二人には期待できない。

			　自分たちの感情に正直に突っ走っていきそうだし。

			　私がこの試練の突破口を開かないと……。

			　しつこくもう一度、説明を求めてみた。

			「……ごめん、全く意味がわからないからもう一回説明頼んでもいい？」

			『あんたが勇者様――桂木大地を自分に惚れさせることができたら攻略完了だ。ただし、告白して付き合えなかった場合は、初めからやり直しとする。中身はあたしよりあんたらの方が詳しいはずだよ。あたしはこの学校？　とやらに通ったことないしね』

			　返ってくるのは定型文。

			　どうやら、一度チャレンジしてみるしかなさそうね。

			　今までの考えをまとめると、「攻略することに意味はないけど、その過程に意味がある」……ってこと、かな。

			　リリーさんは桂木と戦う前に『相応の実力と彼を想う気持ちが必要』って言ってたし、攻略条件もそれに当てはまっている。

			「……とにかく、やってみるしかないか」

			　桂木も戦っている。文字通り、命を懸けて。

			　私も負けてられないでしょ！

			「開始！」

			　私は光の中へと身を投じた。

			　

			「……本当に学校だ……」

			　再び光に覆われた私がいたのは、荻野宮学園そのものだった。机も黒板も時計も、内装は完全に一致している。

			　放課後を知らせるチャイムが鳴る中、私は腕を組みながら机の上に座っていた。

			　隣には朱里ちゃんと七奈美んがいて――ちょうど目の前でいじめられている桂木を見下すような位置だった。

			「うっ……」

			　視界に入った光景を見て、私は罪悪感に胸を痛めた。そして、当時の自分を疑った。

			「桂木ぃ。掃除当番なんだから、しっかり雑巾で床ふけよ！」

			　鮫島と取り巻きが桂木をいじめていた。桂木の口に雑巾をくわえさせて、顔ごと床に押しつけて擦り付けていた。

			　……どうして。どうして私はこんな場面を、平気で眺めていたのだろう？

			　嘲り笑って、一緒になって彼を虐(しいた)げるなんてことができたんだろう？

			　……バカは私じゃないか。

			　すぐさま助けようとする……手前で踏みとどまる。今ここで下手に動くのは危険だからだ。

			　これは私たちの記憶を元に再現された過去の話。

			　今さらやったって、本物の桂木はもうこの屈辱を味わっているんだ。

			　……だけど、だけど。

			　頭に浮かぶ桂木の言葉と笑顔。抱きしめてくれた温もり。

			　それをまた裏切るの？

			　そんなのは嫌だった。

			　だから、勇気を振り絞って声にした。

			　――桂木、と。

			　私が名前を呼ぶと、教室内が一時停止を掛けられたのかと錯覚するほどの、静寂が訪れた。

			　この狭い空間にいる全員の視線が私に注がれる。

			「……玉城。どうしたんだ？」

			「……何が？」

			　声が上ずらないように気を付けると、喉からはこんな短い言葉しか出なかった。

			「クズのことを名前で呼ぶなんて……珍しいと思ってな……」

			　……え？　と声が漏れそうになるのを必死に堪える。

			　私が桂木のことを名前で呼んだことは、そんなにも少なかったのだろうか。

			　今は毎日のように桂木という名前を発している。そのたびにほんのりと温かい気持ちになれる。

			　その気持ちを守りたい。

			「いや、さっき桂木が担任に呼ばれてたの忘れててさ。なんか連れてきてくれ……だって」

			　嘘だ。でまかせだ。

			　それでいい。誤魔化せ。この場を切り抜けられたら構わない。

			　しばしの沈黙が流れて鮫島が舌打ちをした。

			「せっかく興が乗ってきたのに……。おら！　行けよ！」

			「うっ!?」

			　倒れている桂木の腹を蹴りあげると、鮫島はバッグを持って教室から出ていった。

			　それを皮切りに、ぞろぞろと出ていくクラスメイトたち。

			「結愛ちゃん、バイバイ」

			「結ちゃん、気を付けてね？　あの人、何をしてくるかわからないから」

			　朱里ちゃんの忠告を聞くと悲しくなった。

			　違うの、朱里ちゃん。

			　桂木は優しくて、心が強い人なんだよ。

			　あなたがこれから好きになる人で、あなたを誰よりも愛してくれる人なんだよって伝えたかった。

			「……うん、ありがとう。バイバイ」

			　朱里ちゃんと七奈美んは元気よく手を振って、廊下を走っていった。

			　多分、鮫島の元へ向かったんだろうな。この時の朱里ちゃんは、鮫島のことが好きだと言っていた。

			　かっこよくて、文武両道。性格も桂木以外には優しいいい奴だ……というのが朱里ちゃんの言い分だった。

			　でも、猫を被っているだけだと私は知っていた。……今さら言っても後の祭りかもしれないけど、彼女にもいつか話さないといけない。

			　ふぅ……と長い息を吐いた。これでこの教室にいるのは、私と桂木だけ。

			　彼はまだ床に這いつくばったままだ。

			　この頃の私は、いじめる側の代表格の一人……だったと思う、客観的に見ても。

			　そんな奴に慰めの言葉をかけられたら、桂木はどんな気持ちになるのだろう？

			　バカにされた？　ありがたい？

			　わからない。残念ながら私はそんな経験がないから予測もできないし、見当もつかない。

			　やってみた結果に対応するだけだ。

			「……よし」

			　小さな声で自らに気合いを入れ直して鼓舞する。

			　いざ、出陣だ。

			「……桂木」

			「………………」

			「……大丈夫？」

			「…………っ!?」

			　桂木は信じられないものを見るように大きく目を開いていた。しかし、すぐに睨みを利かせる。

			「……なんだよ、お前。頭でも打ったのか？」

			「あー、うん。ちょっと朝、壁にぶつかったら良心に目覚めたの」

			「……何言ってんだ、お前」

			「……乙女が恥ずかしさを誤魔化してるってわかんないの？」

			「何でそんな偉そうなんだよ」

			「あ、ごめん。そんなつもりはなかったんだけどね……」

			　私はしゃがみこむとポーチの中からタオルを取りだそうとして、制服を着ていることに気づく。

			　……まぁ、学校の中であんな服来てたらおかしいしね。

			　タオルはないけど、毎日欠かさずに持っていっていたハンカチがあるはずだ。

			　ポケットから水色のチェックのハンカチを取り出し、切れて血が出ている桂木の口に当てる。

			「大丈夫、桂木？　痛くない？」

			「………………」

			「……桂木？」

			　予想していた反応が何も返ってこなかったので、もう一度彼の名前を呼んでみる。

			　その声で現実に引き戻されたらしい桂木は、私の手を払った。

			「…………何してんだよ、お前」

			「桂木が怪我していたから手当てを」

			「だから！　何でお前がそんなことするんだよ！」

			　明らかな怒気を孕んだ叫び声。それは至極、まっとうな反応だから、私も逃げるつもりはなかった。

			「ごめん。私が今までしてきたこと、全て謝ります。ごめんなさい」

			　私は数歩下がって頭を下げた。

			「っ!?　やめろよっ！　何で急に謝るんだよ!!」

			「気づいたから。自分が犯してきた罪に」

			「何言ってんだよ……。わけわかんねぇよ……！」

			「それでいい。許してくれなくてもいい。でも、今は手当てさせて。化膿したら困るでしょ」

			　私は払いのけられたハンカチを、また桂木の口元へと運ぶ。でも、それを彼は奪い取ると自分で血を拭った。

			「…………ちっ……」

			　そのまま桂木は、ハンカチをズボンのポケットに仕舞い込む。

			「……借りだと思わねぇからな」

			「気にしないで。そんなつもりはないもの」

			「…………」

			　桂木は面白くなさそうに、白けた視線を私に送ってきた。

			「なぁ、お前」

			「玉城結愛。好きなように呼んで」

			「……お前は本気で俺に悪いと思ってるのか？」

			「うん、そうだよ。気が済むまで何度でも謝ろうか？」

			「なら、一発殴られろよ」

			　桂木は口角を端までニタリと開けて下卑た笑みを浮かべる。向こうの顔ならニヒルな笑みで見とれてしまうが、こっちだとぷよぷよと肉がついているせいで全くかっこよくなかった。そのギャップに、思わず苦笑してしまう。

			「バカにしてんのか？」

			「ううん。ただ、全然かっこよくないなと思って」

			「やっぱりバカにしてんじゃねえか！」

			　ロスタルジアでのやり取りを思い出して微笑ましく思ったのも束の間。憤慨した桂木が、感情に任せて拳を突きだしてくる。

			　遅い。

			　ロスタルジアで戦闘を経験したからなのか、桂木のパンチは、私にはとても鈍くみえた。手にナイフがあれば何本突き刺せるだろうと思えるほどに。

			　避けるのも容易だった。

			　でも、逃げちゃダメなんだ。

			　私は彼から視線をそらさずに避ける選択を放棄する。

			　だけど、いつまでたっても痛みが私を襲うことはなかった。

			「……なんで避けねぇんだよ」

			　ポツリと漏れる桂木の言葉。

			　桂木は歯を食いしばる。ギリッと歯軋りの音が聞こえた。

			「桂木は私を殴るなんてことしないと思ったから」

			　彼の突き出した手は中途半端に伸びて、行先をなくしていた。

			「……っ。なんだよ、それ！」

			「ごめん。でも、元から避ける気はなかったんだ。じゃないと、桂木に私の気持ちが伝わらないから。……本当に謝りたいっていう気持ちが」

			「いきなりそんなことを言われても……わかるわけがねぇだろうが！」

			　……叫ぶ彼の胸の中には、どんな感情が渦巻いているのだろう。

			　ついこの前まで自分をゴミ扱いし、いじめていた憎い相手。そいつに１８０度態度を変えられても……私なら信じられない。裏に絶対何かがあると疑う。

			　桂木もきっとそうだ。

			　困惑。疑念。憎悪。そんな気持ちが蔓延っているんだと思う。

			　そんな負の感情は私が振り払ってあげたい。

			「……うん、だから構わない。今はわからなくても、少しずつでいいから、私のことを信じてほしい」

			「うるさい！　それ以上喋んなよ！」

			「やめない。桂木と学園生活を楽しみたいから」

			「楽しみたい？　学園生活を？　どの口が言うんだよ！　あれだけ罵(ののし)って、暴力を振るって……今さら楽しみたい？　ふざけんな!!」

			「ふざけてなんかないよ」

			「金輪際、二度とこんなことするなよ。俺に関わるな」

			「嫌だ」

			「わかった。許す。これでいいだろ。もう話しかけてくんな」

			「違う。許してほしくて謝ったんじゃないから。あなたと笑いあいたいから謝ったの」

			「――!!　もういい!!」

			　繰り返される押し問答に痺れを切らした桂木は、自分のバッグを背負って駆け足で去ろうとする。

			「待って！」

			「…………」

			　私の制止に桂木は足を止めた。

			「……桂木。辛いことがあったら、溜め込まなくていいんだよ？　私に打ち明けて？」

			「………………」

			　桂木は特に何の反応も示さずに教室から出ていった。

			　足音が聞こえなくなるのを確認すると、私は天井を仰ぎ見る。

			「……ファーストコンタクトとしてはまずまずだった……かな？」

			『はい、仲直り』とはいかなかったけど、印象は与えられたはずだ。桂木のことだから、今もきっと悩んで、考えているはずだ。

			　高望みはしない。私から歩み寄れば、いつか必ずわかってくれると思えるから。

			　……さて、状況の簡単な分析が終わったところで……。

			「……これ、片付けないとなぁ……」

			　私は、列を崩している机や椅子を見て、ため息をついた。

			　今は委員長としての務めを全うするとしようかな。

			　教室内の掃除を終えた私が寄ったのは職員室。

			　危険な可能性は全て潰さないといけない。

			　職員室へ赴き、私は担任教師に事情を話した。

			　鮫島にどんなことを聞かれても、昨日は桂木の成績について呼んだと話すこと。桂木の今の状況を打破するために、協力を惜しまないことを約束してもらった。

			　鮫島が理事長の孫という立場にあったため、先生も対処に困っていたようだ。

			「……桂木、待っててね」

			　まずまずのスタートダッシュを切った私は、気分良く寮の自室へと戻った。

			　

			「……うーん」

			　部屋の隅に位置する自分の机に座っていた私は、大きく伸びをした。

			　机にはノートを開いている。だが、あまり埋まってはいない。

			　私は勉強そっちのけで、桂木の立場を改善する方法を考えていた。

			　進捗は今のところ芳しくないけど……。

			「……これもあまり役に立たないしなぁ……」

			　冒険者服やウエストポーチは、この部屋へと転送されていた。中身もそのままだ。

			　……そういえば、これらがあるってことは魔法って使えるのかな……？

			「氷風《フリーズ》」

			　詠唱してみるが、何の効果も現れない。魔法が使えれば大分違うんだけど……。

			　こればっかりは仕方ないか……。

			「対処法は思いつかないんだけど……それこそほとぼりが冷めるまで……」

			「なーに、やってんの？　結ちゃん」

			「いや、これからどうしようかなって……」

			　……ん？

			　私の顔を上から覗いているのは、親友の朱里ちゃん。

			　……朱里ちゃん？　なんで!?

			「うわっ!?」

			　私は驚いて背もたれに体重をかけてしまい、頭から床に倒れた。

			「いったぁ……」

			「だ、大丈夫？　結ちゃん？」

			「あ、う、うん。なんとかね」

			　朱里ちゃんが手を貸してくれる。私はそれを掴んで立ち上がった。

			「そう？　頭、打ったみたいけど……」

			「大丈夫、大丈夫。ちょっと打っただけだから」

			　桂木にシールドとして使われた時のダメージに比べればなんともない。

			　あいつ、【灼熱の処刑場】での一件の後、本当に私をシールドとして使ったのだ。どれだけ必死だったか……。何回かは攻撃をもらったし……。

			　……あのバカ。

			「……結ちゃん？」

			「あ、うん？　どうかした？」

			「いや、急に笑いだしたから、どうしたのかなーと思って」

			「……別に何でもないよ」

			　桂木とのやり取りを思いだし笑いしていたなんて言えない。

			「そ、それよりさ、朱里ちゃんはどうして私の部屋に来たの？　てか、鍵開いてた？」

			「うん。不用心だなぁ、結ちゃんは。と、そうじゃなくて……これです！」

			　朱里ちゃんが出したのは後ろ手に隠していたノートだった。ほとんど文字で埋めつくされていたが、一部空きがある。

			「……この古典の和訳……教えてほしいなぁって」

			　くてん、と首を横に倒して、彼女は得意のおねだりのポーズを取る。

			　手取り足取り古典どころか他にも色々と教えてしまいそうなくらいの可愛さだ。

			「……はぁ。仕方ないなぁ、朱里ちゃんは」

			　親友の頼みとあらば断るわけにはいかない。桂木の対応策にも少し行き詰まっていたところだし、気分転換に丁度いいかもしれない。

			　これからについて話しておきたいこともあるしね。

			「いいよ。ほら、こっちに来なさい」

			「はーい！　結ちゃん、愛してるー！」

			　私は対鮫島作戦ノートを閉じると、棚に立ててある古典のノートを取り出した。朱里ちゃんは手慣れたもので、折りたたみ式の丸テーブルを組み立てている。

			　教えて、と言うのは大体は写させてということ。でも、彼女の場合は、しっかりと理解するまで解説を求める。ズルをするのは嫌いなようだ。これはまぁ、個人の考えだと思うけどね。

			「……朱里ちゃん」

			　私は冷蔵庫のグレープジュースをコップに注いで、ノートとノートの間に置いた。

			「なーに？」

			　彼女がそれを一口含む。

			「……もし私が桂木のこと好きって言ったら、どうする？」

			「ぶっ!?」

			　まるで漫画のワンシーンのように、朱里ちゃんはきれいにジュースを噴き出す――前になんとか口を押さえていた。

			「……手、洗ってきていいよ」

			「だ、大丈夫！　噴き出してないから、ギリギリセーフ！　って、それよりも！」

			　興奮気味にパンと手を叩いた。

			「結ちゃん！　明日、病院に行こう！　やっぱりさっきの衝撃で頭おかしくなってる！」

			「もしって言ったでしょ？　それに私は正常だよ！」

			「なら、悪趣味だね！」

			「……ちょっとそれは酷いんじゃない？　あいつにもいいところはたくさんあるし……」

			「好きなんだねー」

			「え、あ……」

			「やっぱり」

			　朱里ちゃんはポンポンと背中を叩くと、慰めるような口調で話しはじめた。

			「結ちゃん、桂木はやめといた方がいいよ。ほら、うちのクラスにも、他にいっぱいいい人いるよ」

			　それが少し癪に感じたので、意趣返しに出る。

			「鮫島とか？」

			「……それはダメかな？」

			「なんで？　クラスで一番人気だと思うんだけど」

			「も、もう！　知ってるくせに！」

			　朱里ちゃんは顔を赤くしてうつむいてしまう。

			　彼女が好きなのは鮫島であって桂木じゃない。

			　それが気に入らない気持ちもあれば、正直、安心もしてしまう。

			　ここならば桂木を独り占めできる。私は別に、朱里ちゃんや早瀬さんほどではないけれど、桂木には私だけを見てほしいと思ってしまう時がある。

			　向こうの桂木は朱里ちゃんのことが好きだから。私はなれても二番目。

			「……ねぇ、朱里ちゃん。……私ね、本気で桂木のことが好きなんだ」

			「やっぱり今日何かされたんじゃ……」

			「されてないよ。私、知っちゃったんだ。あいつのいいところや魅力をいっぱい……」

			　いじめる側だった私を、受け入れてくれた桂木。仲間のためなら死ぬことをいとわない桂木。なんだかんだでワガママに付き合ってくれる桂木。

			　そういうところは、きっとここの桂木にも眠っているはず。

			　……そうだ。ここの桂木も、あっちの桂木も中身は一緒なんだ。

			「ついこの間まであいつを傷つけていた私が言うのはおかしいって、わかっているんだけどね」

			「……ううん。結ちゃんはおかしくないよ。だって、そうしないと……私たちにもいじめの対象になる未来があったかもしれないもん。仕方がないよ」

			「ありがとう。でも、その考え方を私はもうやめる。鮫島に何をされようが構わない。それでね？　しておきたいことがあるんだ」

			「しておきたいこと？」

			「うん。だから、朱里ちゃんにも話しておこうと思って」

			　そう言って私は話を切り出す。これは必要なこと。桂木を助けるために。そして彼女を巻き込まないために。

			　朱里ちゃんも私の真剣な雰囲気を察知したのか、顔つきが真面目になった。いつもの可愛らしいマスコットじゃない。

			「まずはね――」

			　私はそんな親友に、今後の私について話した。

			　

			「おはよう、桂木！」

			『!?』

			　クラスに激震が走った。あれだけ騒がしかった教室が一気に静まり返る。

			　クラス中の視線が背中に突き刺さっている気がするけど、これはまだ想定内。

			　私は桂木の隣の席に腰かけた。

			「……なんで黙ってるのよ。挨拶、返してくれないと私が恥ずかしいんだけど」

			「……あ、すま……」

			　呆気にとられていた桂木は謝罪の言葉を口にしかけて、途中で止まった。

			「……お前。昨日の話、聞いてたか？」

			「私、都合の悪いことって一日で忘れる性質なんだ」

			「ふざけてんのか？」

			「おっと、ここで叫ぶのはナンセンスだよ。冷静になろ？」

			「……ちっ」

			　桂木は多数のクラスメイトがいることを思い出したみたいで、舌打ち一つで済ませてくれた。

			　うん、ここまでは順調だ。

			　二時間目。

			「桂木っ！」

			　三時間目。

			「桂木ー」

			　昼休み。

			「桂木ー。ご飯食べよー」

			　私は毎時間、桂木にアプローチを掛けた。そのたびに鬱陶しがられて無視されるけど、ここは空気を読まずに突撃する。

			　今は昼休み。私は桂木の返答を聞く前に、手を掴んで連れ出す。

			「ちょっ、おま……うおぃ!?」

			　ステータスで強化された筋力を持つ私からすれば、抵抗など無に等しいものだった。

			　桂木が転けないように気をつけながらも、ずんずんと突き進む。

			　本来なら生徒の立ち入りは禁止であるが、昨日協力を仰いだ担任教師から鍵は預かってある。鍵穴にピッタリと填まったそれを回してドアを開けると、透き通る青い空が現れた。

			　屋上。ここが私と桂木の二人だけの世界になる場所。ここから私たちの生活が始まる。

			「桂木」

			「なんだよ？　てか、手、離せ」

			「やだ」

			　さらに私はぎゅっと握りしめた。桂木の手はひんやりと冷たくて気持ちが良かった。

			「――倒そう、鮫島を」

			「は？」

			　意味のわからない言葉に反応して、桂木は顔を上げた。

			　本人は我慢しているがわかる。

			　その眼はあの日、私を殺した時、あるいは、ラッセルのギルドで幹山たちの名を聞いた時のように、悪どい薄ら笑いを浮かべていた。

			　それだけで返事なんて聞かなくてもわかる。

			「今日を新たな船出にしよう。私たちの学園生活をもう一度、ここから始めよう」

			　桂木を惚れさせる。それが今回の目的。そのためにまず私は、桂木からの信頼を得なければならない。それにおいて、最も可能性が高いのは、鮫島を敵と認識して共闘することにあると考えた。

			　だから、私は提案する。桂木ならば必ず乗ってくると信じて。

			　初めは私を憎みながらでも、それこそ罵(ば)倒(とう)しながらでも構わない。

			「……おい、玉城」

			「なに？」

			「お前……本当にそんなことができるのか？」

			　食いついた！

			　桂木にはやっぱり鮫島を倒したいという心があった。

			「できるよ。桂木が頑張れば、十分にできる」

			「俺が……頑張る？」

			　私は首を縦に振った。

			「目には目を、歯には歯を。力には力を」

			「……真っ向勝負を挑めと？」

			「そう。鮫島に一対一で勝負して勝つの。そうすれば桂木をバカにする奴はいなくなるよ」

			「それ、本気で言ってんのか……？」

			「私は本気だよ」

			　桂木を見つめ返す。しばらく互いに視線をそらすことはなく、先に折れたのは桂木だった。

			「……わかった。お前に鮫島を倒す気があると仮定しよう。お前のメリットはなんだ？」

			「何度も言ってるよ。桂木と一緒に学園生活を過ごしたいって」

			「……それを信じろって言う方が難しいと思うが」

			「それもわかってる」

			　私は桂木の手を両手で包み込んだ。逃がさないため。向き合ってもらうため。

			「じゃあ、０から築いていけばいいでしょ」

			「……どうやって？」

			「それはわからない」

			「は？」

			「だって、そうでしょ？　桂木の信頼をどうやったら得られるか、私にはわからないもの。だから、教えてほしい。桂木のこと。たくさん、たくさん、私は知りたい」

			　桂木は黒い瞳を右往左往させる。私の言葉は彼の心に届いただろうか。狼狽えた様子こそなかったが、考えてくれている雰囲気は感じられた。

			「……わかった」

			　そして、待ち遠しかった一言が発せられる。自然と私は笑顔になった。

			「じゃあ、私と！」

			　――一緒に鮫島を倒すために頑張ろう、と改めて言おうとしたところで、制止を掛けられた。

			「お前、勘違いしていないか？」

			「…………え？」

			「俺は、お前の作戦に乗る価値がないことがわかったって言ったんだ」

			　桂木は力の抜けた私の手を、邪魔な虫を払うかのように振りほどく。

			「……どこがダメだったのかな？」

			　声が震えているのがわかる。

			　だけど、今の私にはこの感情の濁流をせき止めるだけで限界だった。

			「確かに俺は鮫島のことが憎い。極端に言えば、殺したいほどに」

			「だったら」

			「だけどな」

			　彼は、悲しげな目をし、どこか遠くを眺めているかのように空にさ迷わせた。

			「無理なんだよ。俺みたいなクズじゃ。受け入れるしかないんだよ、この現実を」

			「…………」

			　辛そうに。とても辛そうに、桂木は自分で自分のことをクズと言った。

			　握る拳に爪が食い込むほどに。

			　だって、それは彼自身が鮫島の主張を認めていることになるのだから。

			「どれだけ努力をしたと思う？　どれだけ試行錯誤したと思う？　お前に！　俺の何がわかる!?」

			　やめて。痛い。それ以上聞かせないでほしい。言わないでほしい。

			　……だけど、私も引けない。

			「……やってもいないのに諦めるのは」

			「そういう問題じゃない！　勝てないんだよ！　どう足掻いたって!!」

			　息が荒くなったために肩を大きく上下させ、桂木は吐き捨てる。

			「……それにお前のことも信じられない。何なんだよ。急に正義感に目覚めやがって……」

			「そ、それは」

			「もう……俺のことは放っておいてくれ……」

			　その言葉は疲弊しきっていた。長らくの軍役からようやく解放され、精根尽き果てた兵士の様子を彷彿とさせた。

			　こんなに傷だらけになった人を、さらに苦しめようとしている。

			　もちろん、その先には喜びの未来が待っていることもわかっている。

			　胸が締め付けられる。

			　……心を鬼にしろ。そう自身に暗示をかけた。この桂木は本物じゃない。あくまで、リリーが作り出した幻影。

			　本物の桂木が苦しみを味わう訳じゃないんだ。

			「……嫌だ。……私は諦めない。桂木が私を信じてくれて、一緒に鮫島を倒そうと思ってくれるまで、諦めない。諦めなければ必ず実るってことを証明する」

			「……もう、好きにしてくれ」

			　半ば呆れ気味のため息をして、桂木は屋上から出ていこうとする。

			　私は、今彼に言っておかなければならないことを、とっさにまとめて告げた。

			「私はずっとここで待ってる。昼休みも放課後もずっと待ってる。桂木なら来てくれると信じて」

			「…………しつけぇよ」

			　桂木は屋上を去っていく。

			　バタンとドアが閉められる音がすると、私は腰が抜けたかのようにぺたんと床に座り込んだ。

			　仕方がない。それだけのことをやってきたんだ。こうなっても文句は言える立場じゃない。

			　それに桂木の気持ちも少しだけ知ることができた。

			　そして、改めてわかった。

			　やっぱり桂木のことは何にも知らなかったんだということが。

			　落ち込むよりも前に進め。

			　私が出来ることは桂木を信じること。私が彼を信頼していないのに、向こうが心を開いてくれる訳がない。

			　有言実行すればいい。諦めない姿勢を見せつければいいんだ。そうすれば桂木もいつかはここに来てくれるはず。

			　……これからは毎日、屋上でお弁当かなぁ。

			「……どうしよ、これ」

			　手元に残った二つの弁当箱。捨てるのも勿体ないし、自分で食べようか。

			　私は屋上に誰も入ってこられないようにドアにもたれ掛かる。

			　今日の昼食は、少ししょっぱかった。

			　

			「うーん、おいし……いわけないよね」

			　自作のお昼ご飯の感想を呟くと弁当箱の蓋を閉じた。また今日も、未開封の弁当箱の上にそれを重ねる。

			　あの日からすでに二週間が経っていた。

			　初めの一週間は私から話しかけても、無視こそするが逃げないでくれていた。

			　なのに、今週に入ってから、休み時間になるとすぐに教室から出ていき、終了間際に戻ってくる。放課後は鮫島に桂木ごと時間を奪われる。

			　そのせいで彼との進展がない。

			　クラスメイトたちも一時の気の迷いと受け取ったらしい。委員長としての役目を果たそうとしていたのだろうと言われていた。

			　だから、特に私への直接的な問題は起こらなかった。

			　桂木はまたいじめられる日々へ。私は皮を被って優等生を演じる毎日へ。

			　これじゃあ、何も変わらない。

			『諦め』という感情は厄介で、思考がそこに終着してしまっている。納得し、その現状を受け入れてしまった末にたどり着く想いだ。

			『諦め』を受け入れた人の心を動かすのは難しい。

			　私はこうして宣言通りに、昼休みと放課後に屋上で待っていることしかできない。

			　腕時計を見ると、五時限目の授業開始の五分前だった。そろそろ教室に戻らないと、遅刻になってしまう。

			「今日も来なかったから×(バツ)……と」

			　私はポケットから小さな手帳を出すと、本日の日付欄にバツ印を書きこんだ。

			　これはあの宣言をしてからつけることにした、桂木観察日記である。

			　私はこの世界に来てから、桂木のことを何にも知らないんだということを、改めて実感していた。

			　だから、日記をつけることにしたのだ。

			　なにより私自身が知りたいと思ったから。

			「……どうやったら桂木は動いてくれるかな……」

			　全く明るいビジョンが見えない。

			　私はそんな現状と、それを打破できない自分の不甲斐なさに、失望してため息をついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　12月８日　××

			　桂木のお弁当は、必ずいつも決まった惣菜だ。鮫島によって全て踏みつけられるからだと思う。案の定、ゴミ箱へと捨てられた。でも、満足した様子の鮫島が去った後、予備のパンを出していた。思わず笑ってしまった。

			　12月９日　××

			　12月10日　××

			　12月11日　××

			　12月12日　××

			　

			　12月15日　××

			　鮫島による暴力が、今日は一段と酷かった。だけど、私は止められない。あんな言葉を言われては、私から動くことはできない。歯がゆい。

			　私はどうしたらいいんだろう？

			　

			　12月17日　××

			　最近、疲れが取れない。体が怠い。微熱があった。これくらいなら大丈夫だと思って、学校へ行ったら、昼休みまでに限界が来て倒れてしまった。初めて桂木との約束を破ってしまった。もう、どうすればいいかわからなくなってきた。

			　

			　12月18日　××

			　熱が下がったので学校へ行くと、机の中に昨日の授業の内容がキレイにまとめられたルーズリーフが入っていた。七奈美んだろうかと思い、聞いたら、彼女はそうだよ、と言っていたけど……少し動揺していた風にも思えた。なにはともあれ、感謝だ。

			　今日も桂木は屋上に来てくれなかった。

			　

			　12月19日――――×

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ダメか……」

			　パラパラとページを捲って、今日の日付にひとつ目のバツ印を入れると、私は手帳を閉じた。

			　もう一ヶ月だ。

			　あの異世界ではどれだけの時間が経っているのだろう。まさか一ヶ月丸々って訳じゃないと思うけど、もしかすれば桂木は鮫島と遭遇して一人で戦っているかもしれない。

			　それはダメだ。危険すぎる。

			　早く私たちがクリアして彼のもとへ向かわないと。

			　……でも、今の私にそれができるのかな。

			「結ちゃん！」

			「……え、あ、はい！」

			　不意に名前を呼ばれて、意識がこちらへと舞い戻ってくる。その張本人である七奈美んが心配そうに尋ねてきた。

			「大丈夫、結ちゃん？　何度呼びかけても返事をくれないから」

			「う、うん。ごめんね。ちょっとボーッとしちゃって」

			「もうっ、こんなに寒いのに毎日外にいるから……。熱も引いたばかりなのに」

			「ううん。大丈夫、平気」

			「それならいいんだけど……」

			「それより七奈美ん。何か用だった？」

			「あ、うん。今日の放課後、各クラス委員長が集まる会議があるんだって。場所は三階の多目的室だから早く来てねって言ってた」

			「わかった。伝言ありがとうね」

			　私はそれだけ聞くと教室を出ようとした。だけど、七奈美んに止められる。

			「結ちゃん、どこに行くの？」

			「職員室だよ？」

			「でも、もう先生来るし、授業も始まるけど……」

			「大丈夫、大丈夫。どうせ担任の授業だしね。私が用があるのは、その担任だから」

			「……どんな用事？」

			「朱里ちゃんを通じて聞いていると思うけど、少しでも彼の負担を減らしてあげたいから……かな」

			　私は以前朱里ちゃんに、桂木への想いと今後について話した。

			　それを聞いた彼女は、放課後、鮫島が桂木に話しかける前に遊びに誘うなどの協力をしてくれていた。朱里ちゃん曰く、一石二鳥だそうだ。

			　私は鮫島はやめておいた方がいいとアドバイスしたが、それなら私も桂木を認められないと反論されてしまい、ぐぅの音も出なかった。

			　何はともあれ、朱里ちゃんのおかげで放課後のいじめが減った。

			　私はクラス委員の会議が開かれる場所を、この教室に変更してもらおうと考えた。そうすれば鮫島もこの教室を出ざるを得ない。

			「じゃあ、ちょっと行ってくるね」

			　そう言って今度こそ教室を出る。

			　その時、ちらっと見えた七奈美んは、何かを決意したような眼差しを桂木に送っていた。

			　

			「それでは会議を終了します。礼」

			『ありがとうございました』

			　最後の締めの挨拶をしてお開きになった委員会。

			　議題内容は「学年会」という荻野宮独自の行事だ。各クラスが演劇をする、一年間の思い出作りのようなイベントで、春休みに入る前に開催される。最優秀の作品は、新入生へのＰＲ動画としても使用される。

			　よって、今から一週間後に脚本を提出。セットもたった二ヶ月で仕上げるという急ピッチだ。その間に冬休みを挟むとはいえ、時間が足りないのは周知の事実である。負担と責任が委員長に掛かるので、憂鬱になった。

			「はぁ……」

			　書類をバッグにしまおう――としたところで、弁当箱が一つ足りないことに気がついた。

			「屋上に忘れて来ちゃったかぁ……」

			　その事実が私の気分をさらに悪化させる。最近、屋上の扉を開けるのが億劫になっていたからだ。

			　怖い。

			　桂木がいないのが。

			　ただ、空虚な世界が広がるのが。

			『諦め』たい。

			　けど、最後の一線は譲っちゃいけない。

			　その狭間に誕生した恐れ。

			「……うじうじしても仕方がない！」

			　ドアノブに手をかける。

			　たった二メートルにも満たない扉が、何倍もの大きさに見えた。

			「……信じよう」

			　ガチャリ。無機質な音を立てて、ドアが開かれた。

			　反射的に閉じていたまぶたを、ゆっくりと開けていく。

			　いつも私が座って食事をしている場所に目をやると、先客がいた。

			「かつ……らぎ……」

			　そう桂木。

			　マフラーを首に巻き、白い息を吐きながら、摩擦で温めようと手を擦りあわせている。

			「……あ、やっときた」

			　私に気づいた桂木が、横に置いてあった弁当箱の包みを持って、こちらへ近づいてくる。

			「か、桂木。なんで？」

			「なんでって……それは……」

			　桂木は恥ずかしそうに頬をポリポリとかいた。

			「その……俺も子供だったというか……悪かった。あの時、大声で怒鳴ったりして」

			「あ、う、ううん。あれは私が無神経で」

			「そうじゃないんだ。俺、あの時……お前に的確な指摘ばかりされて……悔しかったんだ。それでお前に八つ当たりしてしまって……本当にごめん」

			「い、いや、私は別に気にしていないから」

			「それでも謝っておきたい。それともう一つお願いがある」

			　桂木は頭を下げた。思いの丈を、真剣さを、一気に伝えてくれる。

			「俺はあいつを倒したい。でも、自分に力がないのはわかっている。努力もする。何でもする。今より苦痛なことなんてないから！　だから、俺に力を貸してください！　お願いします！」

			　……え？　え？　え？

			　私としては全然大丈夫なんだけど。というか、元からそのつもりだったから、わざわざお願いされたことに困惑してしまう。

			　桂木からこうやって頼りにされるのは嬉しいし、そんな思いをしていたなんて知らなかったし。そんなことを言ってくれるのは私を信用してくれたからで……あ、どうしよう。

			　私、泣きそうだ。

			「か、桂木！」

			「な、なんだ？」

			「私、ずっと桂木をここで待ってた！」

			「……その件に関しては、本当に悪かった。俺が意固地になっていたから……すまなかった」

			「毎日毎日、すごい寒かった！」

			「ああ、だか」

			「だから！」

			　私はバッと両手を広げて、なるべく平静を装って要求を告げた。

			「……だからその分、今、温めて……？」

			　顔が熱い。絶対に真っ赤になっている。恥ずかしいからそんなに見ないでほしい。

			「え、えっと……いいのか？」

			「……ん。早くして、寒い」

			「あ、ああ……」

			　桂木は恐る恐る腕を伸ばして、私の腰に回してくれる。私はぽすんと体を預けた。

			　温かい。安心する。このままでいたくなる。

			「た、玉城？」

			　初めて名前で呼んでくれた。それだけでニヤケが止まらない。

			「い、痛くないか？」

			「なんで、そんなこと訊くの？」

			「その……こういうことをするのが初めてだから……って言わせんなよ、恥ずかしい」

			「嬉しい。じゃあ、私が桂木の初めてだ」

			「……玉城。そういうのは他の男に言わない方がいいぞ」

			「よくわからないけど……わかった」

			　桂木が言うからには止めておいた方がいいんだろう。次からは気を付けよう。

			「ところで……まだこのままか？」

			「……うん」

			「……そうか。もうとことん付き合うから満足したら言ってくれ」

			「りょーかい」

			　私はぎゅっと腕に加える力を強くする。

			　ようやく満足して、それから離れたのは、さらに十分が経ってからだった。

			　

			　屋上で私と桂木は隣り合わせに座っている。寮へ帰宅しても良かったけど、誰かに目撃されると面倒くさいことになってしまう。

			　まだそれは好ましくない。

			「そういえば、桂木はどうして急に私のとこに来てくれたの？」

			「……今日、玉城が委員会に出席している時に、佐(さ)島(じま)に呼び出されて……教えてもらったんだ、玉城の頑張りを。それで……どうかしたか？」

			「いや、べ、別に頑張りって……おほん、それで？」

			「あ、ああ。怒られたんだ。弱虫って」

			　まさかの言葉に驚く。

			　弱虫って……。七奈美んがそんなことを言うなんて想像できない。

			　ていうか、私がいない内にそんなことが。

			　でも、親友のありがたい手助けには、心底感謝だ。今度、何か奢らなきゃ。

			「俺は、自分がやってきたことを思い返して……何も残らないことに気付いたんだ。前に進むこともせず、諦めて、ただ受容する弱虫がいるだけで。それで、まず何をしたらいいのか考えたら……玉城の顔が思い浮かんだ。バカな俺はやっと気づいたんだよ」

			「そっか、そっか」

			　私が子供の独白を見守るような温かい目でいると、桂木は少し顔をムッとさせた。

			「……なんだか嬉しそうだな、玉城。俺は結構、恥ずかしいんだけど……」

			「うーん、だってさ。一番初めに私の顔が思い浮かんだんでしょ？　それって桂木が私のことを心に留めておいてくれたからで……。そういうのって、やっぱり嬉しいじゃん」

			　桂木も胸の内をさらけ出してくれたので、私も本心を素直に打ち明けた。

			　すると、桂木は面食らったのか視線をそらした。

			「どうかした？　私がこんなこと言うの意外だった？」

			「い、いや、そういう訳じゃなくてな。……まぁ、いいや。あと、弁当。佐島から聞いたけど、俺のために作ってくれたんだよな？」

			「うん。桂木っていつもパンばっかりだったから、たまには栄養のあるものを食べさせてあげないと健康に悪いし」

			「そこまで気を遣ってくれて、本当にありがとうな。すごくおいしかった」

			「それなら良かった。作った甲斐があったよ」

			「……なんか変な感じだな。お前とこんな話をするなんて」

			「……確かに。でも、これからは毎日付き合ってもらうからね。私にお願いしてきたのは桂木なんだから」

			「なら、玉城は俺の師匠か」

			「うむ。頼りたまえ、弟子よ」

			「…………」

			「……」

			　ちょっとした笑いが起きた後、沈黙が広がる。

			　なんか変に意識しちゃって会話が続かない。

			　ど、どうしよう。そもそもこの姿の桂木とはまともに話したことがないからなぁ……。

			　とにかく何か話さないと気まずい！

			「か、桂木」

			「なんだ？」

			「その……桂木は鮫島を倒したいってことでいいよね？」

			「ああ、そうだ。負けたくない。このまま屈するのは嫌だ。あいつに勝つためなら何でもする」

			　桂木の中での決意はかなり固まっているみたいだ。

			　それなら私もやりやすい。

			　やる気に満ち溢れる視線を向けられて、スイッチを切り替える。相手に失礼だと思ったから。

			「……わかった。じゃあ明日から早速始めましょう」

			　明日は終業式。

			　午前までしか授業がなく、多くの生徒が寮へ戻り帰省の準備をする。

			　幸いにも明後日から冬休みに入るので、一般生徒は自由登校である。とは言っても、私は企画書を仕上げないといけないけど。

			　それはともかくとして、この時期は他の生徒は実家に帰るのだ。

			　この二週間が勝負だ。ここでどれだけの基礎を作れるか。

			「……よし、決めた！　明日から特訓するよ！　放課後にここへ来るように！」

			　勢いよく立ち上がるとビシッと桂木を指す。彼は苦笑いをして、頷いた。

			「わかった……よろしくな？」

			　桂木は手を差し出してくれる。私はそれを握りかえす。

			「うん、よろしくね」

			　こうして私たちの「対鮫島同盟」は結成された。

			　

			　本日は快晴。冬休み真っ只中。

			　私たちは我らが拠点、屋上にいた。ここは鍵を持っている私以外は自由に出入りすることができないので、非常に便利な場所である。

			　つまり、どんなことをしてもバレないのだ。

			「うぉぉぉぉ！」

			　日の光を浴び、汗をきらめかせながら桂木はずっと同じ練習をしていた。

			　内容は簡単なもので、私の腕に綱を巻き付けて、桂木がそれを引っ張る。それだけだ。

			　ただし、桂木には一本背負いの形でさせている。

			「どーしたの、桂木。私、一歩も動いていないよ！」

			「くっ……らぁぁぁぁ！」

			　緩みかけていた綱がピンと伸びる。あいつが精一杯力を入れている証拠だ。

			　……それでも私は動かないけど。

			　この練習の目的は力を付けさせること。

			　私を動かすことができれば、一般人を相手するには事足りるだろう。

			　さすがにそれは難しいだろうけど、これには他の理由もある。

			　初めに圧倒的な差に慣れさせることで、他の何かと力比べをした際に桂木に自信を付けさせるためだ。

			　また、男が女に力で負けているというのは、恥ずかしく考える人もいて……。

			「……くそっ！」

			　桂木はそれに当てはまる性格の持ち主だった。

			「あと十分で一度休憩にするから、気合いを入れてこー！」

			「おう……！」

			　桂木は全体重をかけて綱を引っ張る。もちろん私は微動だにしなかった。

			　

			「はい。お疲れさま。これドリンクとタオル」

			「サ、サンキュ……」

			　仰向けで寝転がった桂木の顔の上にタオルを被せて、横に冷えたペットボトルを置く。

			　そのまま隣に腰をおろすと、桂木も上体を起き上がらせた。

			「……はぁ……全く動かねぇ……。どんな筋肉してんだ？」

			「触ってみる？」

			　私は小さなちからこぶをつくってみせる。桂木はそれを指でつつくと、案の定疑問を口にしてまた倒れこんだ。

			「その腕のどこに筋肉があるんだ？」

			「乙女の秘密」

			　口に人差し指を当てて、いたずら気に微笑む。

			「……そういうのズルいぞ、お前」

			「ん？　何か言った？」

			「いや、なんにも」

			　桂木はスポーツドリンクを飲むことで、会話を中断させる。

			　その時、ドアを三回ノックする音がした。

			「はいはーい。ちょっと待ってねー」

			　動けない桂木に代わって私はドアまで向かい、関係者にだけわかる合言葉を確認する。

			「女神さまの名前は？」

			『ミーシア』

			「名前を」

			『佐島七奈美であります！』

			「入ってよし！」

			『ありがとうございます！』

			　私が鍵を外してドアを開けると、白いワンピースを着てピシッと敬礼をしている七奈美んがいた。腕には大きなバッグを持っている。

			「七奈美ん……それは」

			「お昼ごはん作ってきました！」

			『おおー！』

			　私と桂木の声が重なる。

			　何を隠そう七奈美んも、実家に帰らずに私たちへの協力を申し出てくれたのだ。

			　元々、七奈美んは例のいじめに参加していなかったし、お弁当で胃袋を掴んだので、桂木はすぐに折れた。今は普通に話せるレベルまでたどり着いている。

			　彼女は毎日お昼ごはんを作ってきてくれて、そのまま私たちの練習に参加するのだ。「今日は結ちゃんに言われた通りに、軽めのサンドウィッチとサラダにしてきたよ～」

			　バッグから取り出された弁当箱には、色とりどりの具材が挟み込まれた白いパンが詰め込まれていた。

			　どれもすごく美味しそうだ。桂木は早速、手を出している。

			「うまい！」

			　さっきまでの疲れはどこへ行ったのか。美味しそうに口一杯に頬張る桂木。

			「そう言ってもらえると作った甲斐がありますね」

			「佐島の飯は何でも美味しいよなー」

			　そんな感想を述べて、次々に口に放り込んでいく桂木。それを見て、少しイラっとした私は、ぎゅっと腹の肉を摘まんでやった。

			「いつっ!?　な、なにするんだよ、玉城！」

			「……別に。さっさと食べて練習再開するわよ。あと食べ過ぎはダメだからね？　しばらくは減量します」

			「え、でも、動いた分は食べないと……」

			「わかった!?」

			「お、おう！　わかった、わかった！」

			　私の鬼気迫る雰囲気に押された桂木は、何度も首を縦に振った。そんな私たちのやり取りで七奈美んはクスクスと笑う。

		

	
		
			[image: p_165.jpg]
		

	
		
			　……完全に私の反応を楽しんでるなぁ、七奈美ん！

			「七奈美ん、怒るよ！」

			「ごめん、ごめん。でもね」

			「でも？」

			　七奈美んは一拍おいて、私の言葉に続く形で答えた。

			「でも、結ちゃんをからかうの、たのしくなってきちゃった」

			「やめて!?　あ、桂木もこっそりと食べようとしない！」

			　そんな会話をしながら、お昼を楽しく過ごした私たちは十分後に午後の特訓を始めるのであった。

			　

			　屋上での秘密特訓が濃密に凝縮された二週間が終わった。

			「……見違えたわね、桂木……」

			「本当に……」

			　私と七奈美んは目の前にいる青年を見て、ありのままの感想を述べた。

			　冬休み最終日ということで、改めて今までを振り返ってみたけど。外見的な意味で、桂木は以前の桂木とは違っていた。

			　ビフォーアフターの差がすごい。

			　さすがにロスタルジアほど変化しているわけじゃない。それでも着実に成果は表れている。

			　顔の丸みはなくなり、ぽっこりと出ていたお腹は見事に引っ込んでいた。腕の周りを覆っていた脂肪は筋肉に変わっている。

			「ああ、自分でも疑っているよ」

			　ポンと自分の腹を叩く桂木。

			「まさか目線を下ろした時に、視界に腹が入らなくなるとは思っていなかった」

			「努力の結果だね」

			「……そうだな。あれだけやって何も成果なしだったら、俺泣いてる」

			　桂木の言うこともごもっともである。なぜなら、私は、ぶっ倒れる限界まで特訓を詰め込んだから。

			　ランニングに筋トレ、実戦練習など。異世界の桂木でもキツそうなメニューを組んだのだ。

			「まぁ、何はともあれ明日が楽しみだ」

			「転校生と間違えられるかも」

			「七奈美んの言う通りかもね。私、間違えられるに一票」

			「私も結ちゃんに同じく」

			「俺も……って、賭けにならないな、これじゃあ」

			「いいんじゃない？　それだけ今の桂木が前までと違うって、三人とも実感できてるってことだからさ」

			「そう考えると何か楽しみになってきたよ」

			「明日からはもっと厳しくしていくんだけどね」

			「あれ？　おかしいな？　体中が急に痛くなってきた」

			「じゃあ、私がほぐしてあげるわ。ほら、腕を貸しなさい」

			　組んでいた桂木の腕を無理やり剥がして、後方へ思いっきり引っ張る。真っ直ぐ伸ばした状態で肘の部分に手を置いた。

			「ちょっ、玉城、それやば!!　そっちには曲がらなっ!?」

			「二人とも仲良しだね～」

			「でしょ？」

			「いや、待て！　これはどう見ても暴りょぁぁぁ!?」

			　その後私は、桂木が軟体動物みたいにへなへなと腰砕けになるまで、体をほぐしてやった。

			　

			「……くそ……。体のあちこちから悲鳴が……」

			「あんたがあんなこと言うから悪いの。それよりさっさと作戦会議するから、こっち来なさい」

			「……どこにあんな力があるんだ、こいつ。今時、暴力系ヒロインは流行らないぞ」

			「桂木君。なにか仰いまして？」

			「目が笑ってない！　怖い！　わかったよ、すぐ行く！　ほら、佐島も」

			「は～い」

			　私とのじゃれあいの後、七奈美んにマッサージをしてもらっていた――七奈美んから言い出したので止められなかった――桂木は文句を言いながらも、こっちへやって来る。

			　最近、七奈美んに桂木が取られないか不安になってきた。

			「どうしたんだよ。今度は頬膨らませて」

			「……別に。それよりもこれ読んでみて」

			　今後のことを書きつらねた紙を二人に渡す。各自が鮫島を倒すまでの役目と手法を書いておいた。

			「……すごいな、玉城。よくもまぁ、こんなに」

			「桂木に勝ってほしいからね。頑張っちゃった」

			「そ、そうか。ありがとうな、玉城」

			「ふふっ。気にしてないわ」

			「うわ～あまあまだよ～」

			　七奈美んが顔を両手で覆いながら、私たちの状態を率直に表現した。

			　

			　始業式。私たちは三人揃って登校した。仲良く、腕を組み合って。

			　とは言っても、腕を組んでいるのは私と桂木だけで、七奈美んは喋っているだけ。

			　あくまで、これは馬原を焚き付けるためのものであって、桂木とイチャイチャしたいからではない。

			　断じて違う。

			「だから、七奈美ん。私を温かい目で見るのやめて」

			「だって、結ちゃんの顔。すごくニヤついているから」

			「え、嘘!?」

			「嘘」

			「七奈美ん!!」

			「二人ともちょっと静かにしような。さっきから注目の的だからな」

			　談笑しながら階段を上がる。特に止まるわけでも、呼吸を整えるわけでもなく、普段通りに教室に入った。

			　すると、いつぞやを思い出す静けさを再現したクラスメイト。桂木を目にとらえると、ヒソヒソと声が上がる。

			「あ、あいつ誰だ？」

			「玉城の彼氏か？　でも、あんな奴いなかっただろ？」

			「もしかして転校生？」

			　見当外れな予想に、七奈美んは必死に笑いを堪えながら自分の席へ。私と桂木は教壇に登る。皆の前に立つ形で、桂木は力強く宣言した。

			「俺……桂木大地は玉城結愛と付き合っている！」

			「……なっ」

			『えぇぇぇぇぇぇ!?』

			　あちこちで沸き上がる驚(きよう)愕(がく)の声の大合唱。誰も彼もが行動を停止させていた。その中で鮫島だけがこちらを睨んでいる。それも強者の余裕なのか。

			　……そうやっていられるのも今の内だ。桂木が必ず倒す。

			　――反撃の開始だ。

			　

			　宣戦布告をしたあの日から更に二週間が経った。

			　あれ以来、桂木へのいじめは鳴りを潜めていた。

			　これには二つの理由が考えられる。

			　第一は桂木の変化。外見が今までとは明らかに違うのだ。太ってもいなくなり、ひ弱なイメージがなくなった。そのおかげで奴らは手を出しにくくなったのだ。

			　だけど、これで抑えられるのはあと数日間が限界だ。

			　そこで、第二の理由でもある私と七奈美んの存在が関係してくる。

			　クラスでも上位カーストに位置する私たちがピッタリとくっついているので、迂(う)闊(かつ)に手が出せないのだ。少なくとも私と七奈美んがいる間は。

			　だけど、それも限界だろう。潮時だ。だからこそ、仕掛ける。

			「……少しだけ緊張してきた」

			　桂木は落ち着きなく、手を握ったり開いたりを繰り返している。

			　彼にとっては初めての、本気の実戦になる。

			「大丈夫。今の桂木はあいつくらいには負けないよ。それに呼び出すのは馬原だけだし」

			「私たちも、わざわざ引き付けるためのアピールしてきたもんね」

			　七奈美んが言っているのは、私と桂木の行動のこと。休み時間はずっと喋っていたし、ボディタッチを多くしてみたり。七奈美ん付きで昼食に誘ったりもしていた。

			　ずっとすごかった。馬原(えもの)の熱い視線が。

			「じゃあ、内容を再確認するよ。まず、七奈美んが馬原にこれを渡して」

			　私がポケットから取り出して、彼女に託したのは偽のラブレター。

			　今回は、あいつの好意を利用する。

			「結ちゃんが、桂木君に脅されているって話をすればいいんだよね？」

			「うん。馬原が桂木と七奈美んの発言のどちらを信じるかなんて、聞くまでもないから」

			　理由は後付けで構わないんだ。重要なのは、どっちが信用できるか、だから。

			「でも、本当に来るのかな？」

			「問題ないわ。上手く助ければ、私の中で馬原の株が上がる可能性がある。何よりあいつのプライドが、逃げることを許さないだろうから」

			「う～ん……やっぱり私には少しわからないんだけど……」

			「俺はわかるけどな。男って単純だから。女の子の前だとカッコつけたくなるんだよ」

			「ま、同じ男である桂木も理解しているんだから、その辺りは安心して。で、ラブレターを受け取った馬原を呼び出した場所に、私と桂木が待機」

			「んで、俺が戦って勝てばいいんだな？」

			「そう。簡略化すれば、こんなところかな」

			　作戦を再確認し終えると、私はすっと腕を伸ばす。それがなんの意味か察してくれた二人も手のひらを上に重ねた。

			「ここまでやるんだから目指すは勝利だけだよ。まずは一勝！　頑張るぞ！」

			「おう!!」

			「おー！」

			　私たちの掛け声は空高く舞い上がって、青く晴れ渡った空へと吸い込まれていった。

			　

			　屋上。ここで私たちは待機。七奈美んに連絡をもらってから、手紙に書いておいた待ち合わせ場所へと向かう予定だ。

			「……あと、ちょっとか」

			　桂木は自分の腕時計へと視線を落として、そう言った。

			　刻一刻と決戦の時に近づくにつれて、胸の鼓動は高まっていく。緊張しているのではない、高揚しているんだと思う。

			　それは桂木も同じだと予測する。

			　だってさっきから、この状況を楽しんでいるかのように、笑っているんだもの。

			　準備体操をしている当の本人は、気づいているのかはわからないけど。

			「ん、メールだ……」

			　手に握っていた携帯が振動するのを感知した私は、今しがた届いたそれを開く。

			　差出人は七奈美んで、馬原がこちらへ向かったということが記載されていた。

			　パタンと画面を閉じて、顔を上げる。

			「……そろそろ来るよ、桂木」

			「……わかった」

			　私からその旨を聞くと、桂木は屈伸を始める。それが震えを誤魔化すためにやっていることはバレバレだった。

			　……だって、手がこんなにも震えているんだから。

			「た、玉城？」

			「なによ。桂木が緊張してるから解いてあげようっていうのに」

			　手に手を重ねる。普段は温かいのに、今は冷たい。

			　彼の心情を語っているようだ。

			「安心して。私は離れないから」

			「…………」

			「ここで失敗しても、私はずっと桂木から離れないから大丈夫だよ」

			　私には桂木が何を不安に思っているのかがわからない。

			　初めての喧嘩が怖いのか、失敗することが不安なのか。

			　きっと他にもあるだろう。

			　だからこそ、少しでも私がそれを減らしてあげたい。支えてあげたい。純粋にそう思ったらいてもたってもいられなくなって、気がつけば桂木を抱きしめていた。

			「……なんだよ、それ。お前って本当に変な奴だよな」

			「別に変人でも構わないよ。桂木と一緒にいられるなら」

			「……今からラブレター使って男を呼び出す奴の台詞じゃねぇよ……ったく」

			　桂木は私の頭に手を置くと、少し乱暴にぐしゃぐしゃと撫でた。

			「ありがとうな。もう何度言ってるか、わかんねぇけど」

			「これからもまだまだ言ってもらうつもりだから。その辺り、よろしく」

			　離れると、パンと背中を叩く。

			　桂木がそれに言葉を返すことはなかったけど、別に構わない。

			　だって、今からの行動で示してくれるだろうから。

			「よし！　行くよ、桂木！　初陣だ！」

			「おう!!」

			　私たちの逆襲が始まる。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－６『逆襲』

			　

			　告白の定番といえば校舎裏、夕暮れの教室、無人の屋上など。

			　私は校舎裏をチョイスした。

			「玉城!?」

			　待ち合わせ場所に着くと、標的はすでにそこにいた。

			　私の顔を見るなり、血相を変える。それもそのはず。

			　私は今、桂木に捕らえられた演技をしているから。

			「馬原！　助け！」

			　助けを求める振りの途中で、桂木に手で口をふさがれる。そのまま引き寄せられた。

			「お、おい！　桂木！　お前、何やってんだよ！」

			「うるせぇ、静かにしろ！　こいつが悪いんだよ！　俺を裏切るから！」

			「お前が無理やり玉城を付き合わせているだけだろうが！」

			　怒号が飛び交う。

			　馬原の頭にも血が上り始めているはずだ。

			　私は後ろ手で、トントンと桂木の膝を二回叩いた。

			　挑発をかける合図。

			「そう思うなら、俺からこいつを奪ってみろよ！　できるだろ!?」

			「なっ……」

			「まさか俺が怖いって言うんじゃないだろうな？　それでも俺は構わないぞ。ただ玉城は俺のものだ！」

			　……一瞬、それでもいいかなぁと顔が緩みかけた自分を殴りたい。

			　こんな状況なんだから、気を引き締めないと！

			「お願い！　馬原！」

			　悲鳴で追い討ちをかけると、ついに馬原が動いた。

			「……くっそがぁぁぁ!!」

			「来たか！」

			　桂木は私の自由を確保するために、馬原の拳を腕で払い受けた。

			　私は邪魔にならないように、すぐにその場から離脱する。

			　それを確認した桂木は左前蹴りを放つ。空いていた脇腹にクリティカルヒットし、踏ん張りが効かなかった馬原はあっけなく後ろへ吹き飛ばされた。

			「がっ、は……!?」

			「終わらせねぇよ！」

			　桂木は倒れた馬原を上から踏み下ろす。何度も、何度も。

			　そのたびに呻き声が聞こえるが、それも徐々に消えていき、泣き声に変わった。

			「ひ……やめて……」

			「うるさい。黙ってろよ」

			　桂木は馬原の髪の毛をつかみ上げると、顔に平手を入れる。

			「い、いた……!?」

			　パシンッ！

			「ご、ごめ……」

			　パシンッ!!

			「も、やめ……」

			「俺がそう言ったとき、お前はやめたことがあったか？　ないだろ？　なら、わかってるな？」

			　桂木は今度は拳を握りしめ、大きく振りかぶった。次に何をされるかわかってしまった馬原は、命乞いをする。

			「ご、ごめんなさい！　何でも、何でもするから！　やめて！　お願いします!!」

			　好意を寄せる私の前でも、なりふりかまわず泣きわめいて助けを請う。

			　せめて、私に逃げろとか言えないのか。だから、私の気持ちも傾かなかった。

			　……まぁ、今は逃げろって言われても、この場面をカメラに収めないといけないから、続けるけどね。

			「言質いただきっと」

			　私はスマホのカメラ機能を閉じる。フォルダを確認すると、ばっちり撮れていた。

			「た、玉城？　な、なにして……」

			　馬原は事態が呑み込めていない。だから、私は教えてやった。

			「馬原。あの告白。全部嘘よ」

			「……へ？」

			「私、あんたのこと嫌いだし。全てあんたを誘(おび)きだし利用するため」

			「そ、そんな……」

			　表情が絶望へと染まっていく。

			　生気を失った顔だ。

			「桂木。そのまま離したらダメだよ。今からやらなきゃいけないことがあるんだから」

			「ああ、そうだったな」

			　コキッと桂木は首の骨を鳴らした。それだけで馬原の体が震えた。

			「じゃあ、最後の締めをしましょう」

			「レッツ調教タイム、だな」

			　桂木が馬原に手を伸ばす。

			　その後、馬原が命令を聞き入れることを約束するまで、私刑は続けられた。

			　

			　馬原を従えた翌日。

			　運命の時が来た、と言っても過言ではないだろう。

			　本日最後の授業は演劇の役割決めなど、学年会の準備に割かれている。

			　委員長である私は、黒板に役割の決まった生徒の名前を書き連ねていく。

			　裏方が埋まったところで、いよいよ本命のキャストだ。

			「じゃあ、今から役者を決めたいと思います。まず、物語の軸である主人公とヒロインを決めたいんだけど……今回は他薦に限定します。やっぱり大事だからね。というわけで、誰かいませんかー？」

			「はいはーい」

			「はい、朱里ちゃん」

			「主人公はやっぱり、鮫島君がいいと思います！」

			　朱里ちゃんはやはり鮫島を推してきた。彼女には作戦のことを伝えていないから仕方ない。むしろ、予想通りに動いてくれて感謝すべきだろう。

			「だ、そうよ、鮫島。候補に入れていいわね？」

			「ああ、構わない。それと俺からもヒロインに浜風を推薦しよう」

			「それじゃあ、まずは二人ね。他にはいないの？」

			　教室内を見渡すが、他に手を上げる素振りをしている子はいない。私たち的にも、これ以上増えるのは望ましくない。でないと、戦いに運べないから。

			「いないみたいだね。なら、最後になってしまうけど、私からも一人だけ推薦させてもらうね」

			　みんなに告げて、黒板にその名前を力強く書く。ざわざわと後ろが騒がしくなる。

			　そんなのはもう慣れた。

			「私は、桂木大地を主人公に推薦します」

			「なら、俺も玉城結愛をヒロインに推薦しよう」

			　桂木は鮫島と同じ言い方で私を推薦する。

			　もちろん、鮫島がそれに突っかかった。

			「おいおい、玉城。本気か？」

			「何がよ？　私は桂木が相応しいと思ったから推薦したんだけど」

			「こんなブサイクが主演をやれるわけないだろ。豚の演技なんか見たら、不愉快になってしまうからな」

			　笑いがどっと沸いた。七奈美んが顔をしかめている。貶された桂木は……冷静さを欠いてはなさそうだ。

			「いや、お前みたいな心の汚い奴こそ、観客を不愉快にさせると思うぞ。ほら、魂が乗り移るって言うし」

			　席から立ち上がった桂木は、鮫島を嘲り笑う。

			「人をいたぶるのが趣味な鮫島(クズ)には出来ないと思うが」

			「……偉くなったもんだな。調子に乗ってるんじゃないか？」

			「いや、そんなことはないさ。ただ俺はどっちが上なのか、どうやってわからせてやろうかなって考えているだけだ」

			「……なら、わからせてやろうか？　いつも通りに」

			　鮫島がそう言うとクラスの男子たちが次々と立ち上がる。その様子を見て、桂木は笑った。

			　見事に嵌(は)まってくれている、と。

			「俺は別にそれでもいいけど……残念だなぁ。天下の鮫島が俺一人相手するのが怖いなんて」

			「てめぇ、あまりふざけたことぬかすと」

			「全員で押さえつけるのか？　よっぽど弱虫なんだな。お前が言う豚すら一人では倒せないんだから。なぁ、佐島？」

			「なっ」

			　ここで予想外の名前を出されて驚く鮫島。

			　私たちの中では、プロット通りに事が進んでいる。

			「そうだね。見ててちょっと情けないと思っちゃうかなぁ……」

			「…………っ!!」

			　七奈美んの発言を聞いた鮫島は、羞恥に顔を真っ赤にした。

			　手を握りしめ、肩を怒りに震わせていた。

			　鋭い眼光が桂木を貫く。

			「……いいだろう。お前のお望み通り、俺一人で相手してやる。挑発に乗ってやるよ」

			「事実を述べただけなんだけどな。まぁ、いい。それで？　ここで始めるのか？」

			「いや、今から俺がお前の死に場所を用意してやるから待っておけ。もう二度と、楽しい学園生活なんて過ごせると思うなよ」

			「その言葉。そっくりそのまま返すよ」

			「……ちっ！」

			　舌打ちをして鮫島は教室を出ていった。宣言した場所を確保しに向かったのだろう。

			　その考えは的中して、数分後に鮫島は柔道場の鍵を持って帰ってきた。

			　

			　場所は変わって柔道場。鮫島が自慢の権力を使って担任教師から許可をもらい、今は貸し切り状態だ。奴の提案により、戦いはここで行われることになった。

			　中央に対(たい)峙(じ)する桂木と鮫島。それを囲む私たち。

			　審判役は観客全員だ。

			「……クズ。お前が俺に喧嘩を吹っ掛けるなんて、夢にも思わなかったぞ」

			「ああ、俺も思ってなかったよ。あのままずっと屈し続けるもんだと思っていたけど……負けっぱなしは嫌なんでな」

			「勝てるとでも？」

			「勝つさ。俺は諦めないから」

			　そう言って桂木は笑う。それが気に入らない鮫島は、冷めた視線をぶつけていた。

			「……いいだろう。叩きのめしてやるからかかってこい」

			「…………」

			　言葉に乗る形で桂木が床を蹴った。

			「疾っ！」

			　鮫島は一直線に突っ込んだ桂木の顔を捉えようと、横フックを打ち出す。それが視界に入った桂木は体位を落として、勢いを殺さないようにスライディングをした。

			「ふんっ！」

			　だが、鮫島はそれをジャンプでかわし、伸ばされた桂木の足を踏みつけた。

			「くあっ!?」

			　ダメージをもらった桂木だったが、そのまま体を起こして、鮫島の足を掴んで横に倒す。

			「ぐっ!?」

			　肩から床に叩きつけられた鮫島。衝撃に声を上げるものの冷静さは失っておらず、桂木の拘束から逃れた。

			「……マジかよ」

			「見たかよ、あの動き……」

			「……嘘でしょ」

			　各々の感想を述べるクラスメイトたち。私と七奈美んはしてやったりと表情を綻ばせた。

			　桂木はずっと私と対戦してきたので、鮫島の攻撃も簡単に見えているはずだ。

			　そこに必死に食らいつく根性を身につけたから、余程のことがない限り、負けない。

			「うらぁ！」

			　両者立ち上がる。先に体勢を整えて特攻を仕掛けたのは、鮫島だった。

			「ひざまずけばいいんだよ！　お前みたいな奴は！」

			　襟首をつかみ、軸足を払い背中からの一本背負い。

			「お前にも同じ景色を見せてやるよ！」

			　投げられる前に桂木は、鮫島の手首に爪を食い込ませた。

			「っ!?」

			　思わず手を離す鮫島。空中へ放り出された桂木は背中から床に落下するが、ちゃんと受身をとった。

			「ゆ、結ちゃん。今の……大丈夫かな？」

			「大丈夫。私がどれだけ投げてきたと思っているの？　受身だけなら一級品だよ」

			　実戦期間において、私はすきあらば投げ技を仕掛けていた。それは受身の回数を増やすためだ。受身はこういう展開になった時、必ず役に立つから。

			　桂木も痛いのを嫌がって、一番最初に覚えた。

			「だから、安心して。あいつを応援しよ？」

			「そうだね。頑張れ、桂木君！」

			　七奈美んが跳ねながら桂木に声援を送る。

			　それに反応したのか、徐々に他のギャラリーも、声を出し始めた。

			「いっけー！　鮫島！」

			「桂木なんか叩きのめせ！」

			　戦いも応援も、ヒートアップしていく。

			「……負けるな、桂木!!」

			　私もまた、彼を応援する一人としてエールを送った。

			「クズがぁ！」

			「うるせぇよ！」

			　正面からの取っ組み合い。押されているのは――

			「なんだと……!?」

			　――鮫島だ。

			「どこにこんな力が……！」

			「お生(あい)憎(にく)様、俺のコーチは怪力女なんでね！　お前程度には負けない！」

			　桂木は鮫島に膝をつかせようと、押し潰しにかかる。だが、鮫島も意地を見せて腕に捻りを加えた。

			「くそっ！」

			　下手をすれば折れる可能性もある攻撃だったので、桂木は仕方なく追撃を諦めて腕を振りほどく。

			　一旦、互いに距離を取った二人。しかし、ここで違いが表れてしまう。

			　それは、経験に基づいているであろう次の行動だ。

			「休みはやらない！」

			　すぐさま立ち直った鮫島は、一気に距離を詰める。それはさながら、近代化されたスポーツ空手のようだ。

			　左半身に構えた鮫島は、基本通りにきれいな左ジャブを打ち込む。

			　左、右で繰り返される１(ワン)・２(ツー)の流れ。

			「ごふっ……!!」

			　鮫島の左拳が入る。思いの外重たかったのか、桂木の体が後ろへとぐらつく。

			「桂木君っ！」

			　七奈美んが悲鳴をあげた。顔を手で覆ってしゃがみこむ。周りからは、勝利を確信した歓声が聞こえる。

			　鮫島も、次弾のストレートを繰り出すために右腕を引いた。歪んだ笑みを浮かべて。

			　甘い。

			　桂木はあえて左ジャブを顔面に受けた。

			　私にはわかる。桂木の目が生きているから。しっかりと見開いて、次の鮫島の攻撃を待っている。力を蓄えて。

			　狙うは、カウンターだ。

			　放たれる右ストレート。桂木は避けずに、さらに一歩奥に踏み込む。同時に右拳を打ち出した。

			　鮫島の突きは、桂木の頬をかするだけに終わる。

			　今度はこっちの番。鮫島は避けられない。勢いよく振り抜かれた拳が鮫島の顔に着弾した。

			「うぶるっ!?」

			　ふわりと舞い上がって後方へと吹き飛んだ鮫島。勢いは止まることなく転がっていく。

			　これは奴の慢心が引き起こした結果。

			　桂木は獲物を狩るハンターのごとく駆け寄る。

			　鮫島の足をつかみ、移動手段を奪うとそのまま放り投げる。

			　全身を強打した鮫島は動けない。

			　桂木がマウントをとった。打ち出される拳の連打。

			「ぁああああああ!!」

			　手は休まることを知らない。

			「くっそがぁぁあ！」

			「んぐっ！」

			　鮫島が相打ち覚悟の突きを放つ。桂木の鳩尾へ刺さったそれが、わずかに攻撃を止めさせた。鮫島はその一瞬をつき、桂木の体を退かせて地獄から逃れる。

			　今なら桂木に畳み掛けるチャンスのはずだが、鮫島も見てとれるくらいに疲労していた。

			　攻勢に出ても返り討ちに遭うだろう。だから、奴の性格ならこうするはずだ。

			「お前らぁ！　このクズをぶち殺せ!!」

			　――とね。

			　ルールなんて無視。クラスメイトを必ず使うと思っていた。

			　残念だったね、鮫島。

			　それは悪手だ。

			「調子に乗るんじゃねぇぞ、ゴミクズ！」

			　喧嘩っぱやい男子が桂木目掛けて飛びかかる。

			　桂木までたどり着く前に、私がそれを蹴り飛ばした。

			「…………は？」

			　その男は壁に頭をぶつけると、そのまま気絶して倒れた。

			　私は二人の前に立って、デッドラインとなる。

			「これ以上進んだらあいつと同じことになるけど……それでもいいならかかってきなさい？」

			『…………』

			　あんな惨状を見せつけられて、名乗りを上げるバカがいるはずがない。

			　……いや、二人だけ例外がいる。

			「……玉城……。てめぇ……」

			「…………」

			　木(き)島(じま)と馬原だ。

			「お前、何してんだよ!!」

			「こっちのセリフよ。今は桂木と鮫島の二人の戦いの時間でしょ。どうしてあんたたちがでしゃばるの？　そんな必要はないわ」

			「ちっ……。そんなこと言われて止まると思ってるのか？」

			　木島は自慢の腕の筋力を見せつける。完全に油断している。私はバカバカしくて笑った。

			「できるよ」

			「どうやって？」

			「こうやって」

			　腕を上げてパチンと指を鳴らす。これが合図。

			　本人もわかっているはずだ。ちゃんと命令したから。

			　木島は私が何か仕掛けてくると考えているようで、視線が指につられている。

			　今がチャンスだ。

			「あああ！」

			「ぐぅっ!?」

			　馬原の拳が、木島の顔面に突き刺さる。木島は思いも寄らなかっただろう。

			　まさか仲間内で裏切りが起こるなんて。

			「なっ!?　何してるんだお前ら!!　さっさと俺の言うことを聞け！」

			　予想外の出来事は動揺を生む。動揺は隙を作る。

			　そして、私は桂木に、その隙を逃すなとずっと言い続けてきた。

			　桂木は最後の力を振り絞って、駆ける。

			「余所見なんて……余裕だな？」

			「うっ!?」

			　桂木は鮫島の懐に入り込んだ。まず、肘を腹部にめり込ませる。

			「かっ……はっ……！」

			　鮫島の体がくの字に折れ曲がる。ひたすら練習してきた技だ。

			　彼の体はもう条件反射のように最後までやり遂げるだろう。

			　足をさばく。

			　ふわりと鮫島の体が舞う。

			「味わえ!!　俺の痛み、苦しみ。その全てを!!」

			　積もり積もった心の叫び声と共に、そのまま床へと叩きつけた。

			　スパァン!!　と気持ちのいい音がする。

			　決まった。

			　脳天から叩き伏せられた鮫島は、動くことができない。

			「はぁ……はぁ……はぁ……！」

			　興奮の収まらない様子の桂木。

			「あ……ぐぁ……」

			　鮫島は倒れながらもしつこく桂木の腕を握りしめる。それを彼は容易く振り払った。

			　ずっと自分を縛り付けていた鎖を、千切り払うように。

			「……しかと焼き付けておけよ。最底辺の景色を」

			　その言葉を聞いて、彼の下で倒れている男は気を失った。

			　誰もが認める勝利。

			『…………』

			　訪れるしばしの静寂。それはすぐに破られる。

			　喜びを我慢できなくなった私の声で。

			「桂木ぃぃー!!」

			「っ！　ちょ、玉城！」

			　私はただ立っている桂木に飛び付く。彼はフラつきながらも私を受けとめてくれた。
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			「やったね、桂木！　倒したよ、鮫島を！」

			　改めて告げられる事実にクラスの半分が驚き、もう半分からは恐怖の声が上がった。

			「嘘だろ……」

			「クズが勝った……」

			「おい、これまずいんじゃないか……！」

			　自分は関係ないと柔道場から立ち去る輩もいた。それに続いて次々と出ていくクラスメイト。

			　最終的には私と桂木、倒れた鮫島と木島の四人。……七奈美んは気を遣ってくれたのか、いなくなっている。

			　再び静けさが舞い戻る。勝者は赤くなった自分の手をじっと見つめていた。細かく震えを刻んでいる。

			「……玉城」

			「ん？　なぁに？」

			「……俺、勝ったんだよな？」

			「……うん、勝ったんだよ」

			「鮫島を倒したんだよな？」

			「そうだよ。桂木が自分の手で鮫島を倒したんだよ」

			　桂木は大きく息を吸い込む。

			　それを腹の底から沸き上がった喜びと一緒に、外へと吐き出した。

			「……そっかぁ……」

			　私は、はち切れんばかりの笑顔を見せてくれる桂木の横顔を眺めて微笑んだ。

			　

			「……なんだろ、桂木。わざわざこんなところまで呼び出して……」

			　……それにしてもさっきの桂木……かっこよかったなぁ……。

			　鮮明に残っている、きれいな一本背負い。何度も倒れても諦めずに立ち向かった桂木を見て、往生際の悪さも向こうの世界と変わらないと思った。

			　興奮冷めやらぬまま物思いに耽っていたからだろうか。後ろから近づいてきた人物に、気がつかなかった。

			「玉城！」

			「ひゃう!?」

			　頬に冷たいものを当てられて、変な声を出してしまう。それを聞いた桂木は、思いきり笑っていた。

			「……こんな寒い時に冷えているジュースとか、わざと？」

			「いや、こっちは……クク……俺ので、お前のは……こっち……ププ」

			「わ、笑うな！」

			　私は桂木からホットコーヒーを奪い取る。

			　タブを押し開け、流し込んだ少し苦いコーヒーが、冷えきった体に染み渡る。ちょうど半分くらい飲み終えたところで、桂木が本題を切り出した。

			「……なぁ、玉城」

			「ん？」

			「今日の出来事って……夢なんかじゃないよな？」

			「当たり前でしょ。何バカ言ってるの」

			「……じゃあ、明日からはもう……俺、クズなんかじゃないよな？」

			「明日からじゃなくて、今までも桂木はクズじゃなかったよ。私たちがバカだっただけ」

			「……そうか、そういう奴だよな……お前。だから、俺も……お前が……」

			　後半が尻すぼみして聞こえなかった。

			「ん？」と短い言葉で聞き返すと、桂木は私の顔をじっと見つめていた。

			　目が合うと顔を手で隠すようにしてうつむく。

			「……あー、絶対そうだわ。ダメだ、俺。もう無理だ」

			「だから、何が？」

			「聞いても後悔すんなよ？」

			「しないからさっさと言う。男でしょ？」

			「……それもそうだな」

			　桂木は一度小さく深呼吸をしてから、背筋を伸ばした。トレーニングのおかげでたくましくなった体を真っ直ぐ立たせると、そのまま腰を曲げて――愛の言葉を告げてくれた。

			「好きだ、玉城。お前のことが誰よりも。お前の笑顔も、涙も、全部俺が独り占めしたい。お前の隣で守っていきたい。――好きだ」

			「――――っ」

			　初めは何を言われたのかわからなかった。けれど、少しずつ紐解かれていって、胸に沁み渡っていく。温かな気持ちが伝播する。

			　どれだけこの言葉は甘美だったろう。どれだけその言葉を望んでいただろう。

			　喜びに心が震える。

			　目から熱い涙が流れていく。何度ぬぐいさっても、どんなに堪えても、止めることができなかった。

			　私は桂木が好きだ。

			　誰よりも好きだ。

			　この高ぶる気持ちが何よりの証拠だ。抑えきれない。胸が張り裂けそう。

			　でもこの気持ちを、一度も伝えていない。

			　なら、伝えよう。

			　目の前で慌てふためく最愛の人に。

			　私は思いっきり桂木に抱きついた。

			「うわっ」

			　桂木は突然の衝撃を支えきれず、そのまま倒れこむ。

			　無防備な唇が見えた。

			「た、たまっ――」

			「――――ん」

			　自分の唇を重ねる。

			　二度目のキス。今度は自分の想いを自覚して。

			　……ああ。キスって、こんなに幸せになれるものなんだ……。

			　やがて、ゆっくりと離す。

			　そして、私も彼に打ち明けた。

			「好きだよ、桂木……。私も……ずっと好きだったよ……!!」

			　また溢れ出す涙。桂木は私の頭を胸に寄せて、抱き締めてくれる。

			「……あ……雪……」

			　桂木は何気なく、そう呟いた。頬にひんやりと感じる心地よい冷たさ。

			　今年、初めての雪が降っている。

			　まるで、私たちを祝福するかのように。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－７『シールド』

			　

			「うわっ!?」

			　咄(とつ)嗟(さ)の出来事に対応できずに、呆気なく地面へ落ちた。

			「いったぁ……」

			　打った場所をさすりつつ、辺りを見回す。見覚えのある空間。

			　……うん、ここは【灼熱の処刑場】だ。

			　でも、どうしてここにいるのだろう？

			　さっきまでは確かに桂木に……その、だ、抱き締められていたはずなのに……。

			　急に視界が暗くなったと思ったら、いきなり落下したんだから混乱するのも当然だろう。

			　……あ、試練をクリアしたからなのかなぁ。

			「おめでとう、シールド。あんたが初めての成功者だよ」

			　パチパチと鳴る拍手の音とともにリリーが現れた。やけに静かだと思えば、リードレッドさんがいない。

			「アキナならいないよ。ここはまだ迷宮回廊の中だからね」

			「……リリーって読心術でも使えるの？」

			「それだけ視線をさ迷わせていたら、誰でも察しがつくと思うがね。それより準備はいいかい？」

			「準備？　何の？」

			「あんた、まさか忘れたのかい……？」

			　呆れた風にため息をつき、肩をすくめるリリー。

			　んん？　なんだっけ？

			　服装は……冒険者用に変わってる。ウエストポーチも戻ってきてるし……ああ。

			「そっか。第二の試練か」

			「思い出したかい。ま、あれだけ一生懸命男に尽くしていたら、そりゃ頭から抜けていても仕方がないかもね」

			　……恥ずかしい限りだが、リリーの指摘通りだ。桂木を鮫島に勝たせてあげることに必死だった。それこそ、あの学園でのことが第一の試練であることも忘れかけるほどに、没頭していた。

			「……まぁ、いいさね。それより始めよう。うずうずしているんだ」

			　リリーは右拳を胸前、左拳を顎から直線上の位置に置く。体は左半身。その腕と足にはプロテクターが付けられている。

			「……クリア条件は？」

			「あたしを倒す。ただ、それだけだよ」

			「そっか、そっか。なら――早速」

			　私は手のひらを叩きつけて魔法を行使した。

			「氷地冷凍《ホワイト・アース》！」

			　手を中心に円の形に凍っていく地面。一面が銀世界と化す。もちろん、地と接しているものも全て対象だ。足からリリーをも蝕んでいく。

			「……ふふっ、可愛らしい魔法だねぇ」

			「なんですって？」

			「こんなちっぽけな氷で、あたしの動きを封じられると思ったのかい？　だとしたらナンセンスだよ。あんた、あたしがどんなダンジョンのボスか知っているだろう？」

			　リリーはそう言うと大きく息を吸い込んだ。

			　そして、次の動作で吐いたのは息じゃない。

			　炎だ。

			「火炎放射《ボルケニオン》!!」

			　口から噴射される高温の炎が、私の氷を溶かしていく。銀世界はあっという間に、殺伐としたものに上塗りされた。

			　リリーの使う魔法は火系魔法。

			　そうだ、だって彼女は。

			「【灼熱の処刑場】の……ボス……」

			　火系魔法のプロフェッショナル。

			「ふふっ。どうやってあたしを倒す？」

			　私の攻撃は奴には届かない。

			　どうする？　魔法無しでも倒せる？

			　わからない……けど、やるしかない。

			　ポケットの中を探って、ナイフの本数を確認する。

			「お、動くかい？」

			「……そうそう。実は一つ質問があるんだけど？」

			「なんだい？　答えてあげようじゃないか。あんたが一番乗りだったご褒美にね」

			「それはどうも。この迷宮回廊《ラビリンス・ゼロ》の中での出来事は、現実の体に影響とかはないわけ？」

			「傷つくのが怖いのかい？」

			「うーん、まぁ、そんなとこかな。ほら、女の子だし」

			「命を懸けた戦いが、そんな甘いものだと？」

			「つまり、影響有りと」

			「この第二の試練だけだがね。本番さながらの緊迫感がないと、意味が薄まるから」

			「随分、丁寧に教えてくれるじゃん」

			「あたしはあんたらの実力を測れたなら、それでいいのさ」

			「わかりやすくて、好きだよ。そういうの」

			　私とリリーは構え直す。初めと変わらない好戦的スタイル。

			「遠慮なく！」

			　私は足元から取り出したナイフを三本投げる。

			　あの殺人筋力による肉弾戦になる前に、ダメージを与えたい！

			「氷風《フリーズ》！」

			　ナイフに氷の風を当てて、先を氷で大きくさせる。

			　リリーはそれを、腕を振って軽く弾くが、その動作を引きだせただけで十分！

			「多重氷層《マルチ・ガードナー》！」

			　私はその隙に四方に氷盾を展開した。

			「圧殺《クラッシュ》!!」

			「炎拳・舞！」

			「ちっ！」

			　彼女の足元から炎がゆらゆらと燃え上がり、氷の盾は簡単に溶かされる。相性が悪いとここまで分が悪い戦いになるのか。

			　ろくに近づけないままリリーの間合いに飛び込んでしまった。

			「飛んで火に入る夏の虫ってね！　炎拳・纏(まとい)！」

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》！」

			「そんなのじゃ止められないよ！」

			　前方に作り上げた氷の盾を綺麗に粉々にされ、高熱を持った拳が、私の腹部に突き刺さる。

			「がっ……！」

			　私はされるがままに吹き飛び、壁へと叩きつけられた。

			　ズキズキと鈍い痛みがある。骨が折れているのだろう。

			　このままじゃ、まずい。

			　魔法だけじゃなく、身体的にも能力に差がある。こんなコンディションで勝てるわけがない。

			　急いでポーチからポーションを取り出して飲み干す。

			　これで傷が癒える――そんな考えは甘かった。

			「……痛みが……引かない……？」

			　体中の痛みが無くならない。

			　量が足りないの？　持ってきている回復薬を全て飲む。

			　効果は…………ない。

			　どうして？　落ち着いたらすぐにわかるようなことなのに、追い詰められていて、私は冷静な思考が出来なかった。

			　代わりにリリーが教えてくれる。

			「当然、ポーションとエリクサーは、この空間において意味を成さない」

			「そんな……」

			　これで勝率はさらに大きく落ち込んだ。

			「さぁ、うちひしがれている場合じゃないよ！　次はこっちから行くからね！」

			　リリーは手のひらをこちらへ向けて呪文を詠唱した。

			「業火が包む、そなたを喰らう、罪に焼かれろ。地獄火柱《ヘル・バーナー》！」

			「っ！　氷膜《アイス・オゾン》！」

			　命の危険を察知して、全身を包むように球状の氷の膜を発動させた。その刹那、私の足元から、炎が一直線に伸びた。

			　まさに罪人を処刑する地獄の炎。

			「うぁぁぁぁぁ!!」

			　全魔力を注いで防ぐことに集中する。意識が朦(もう)朧(ろう)とする。

			　やっと炎が途絶えた時には、もう魔力は枯渇状態だった。

			　フラりと膝をつき、そのまま倒れこむ。

			「ほぅ、耐えたか。……と言っても、虫の息だけどね」

			「はぁ……はぁ……」

			　挑発の言葉に一つも返すことができない。かなり追い詰められている。

			　……どうする？　どうやったらこの状況を切り抜けられる？

			　必死に考える。思考を働かせるんだ。

			　桂木だってどんな場面でも諦めずに潜り抜けてきた。

			　力を貸して……桂木……！

			　そう思った時、自分の指に付けられている金属輪が目に入った。

			　………………あ。

			　鳥肌がたった。爆発する思考。勝利までの道筋が立てられていく。

			　どうして私は忘れていたのだろう。こんなに大切なものを。

			　いける。……これなら勝てる。

			「また助けてもらうね、桂木……」

			　私は立ち上がり、好きな人との思い出の品の発動鍵を唱える。

			「主のために属者は死せよ。魂の譲渡。死魔の指輪」

			　効力が発動され、指輪が青白く輝く。そこを起点に魔力が体中に注がれる。

			　この力は一体、誰のものか。言わずもがな。

			「あんた……何をしたんだい？」

			　私の魔力が増大したことを察知したリリーが、警戒心から目を鋭くさせる。

			　隠すことでもないので種明かしをしてあげた。

			「これは死魔の指輪。片方が主、片方が奴隷役となって――」

			「そんなことはわかっているよ！　だが、どうして、そんなものを……あんたが主の方の指輪を持っているんだい!?」

			　死魔の指輪。効力は主の指輪、奴隷の指輪のそれぞれを、別々の人がつけることによって発動される。

			　主の指輪をはめている者が呪文を口にすると、奴隷の指輪をはめている者の魔力を全て奪うことができる。

			　魔力を全て奪う＝奴隷の者は気絶するということだ。

			　これはダンジョンでの使用を目的として作られた。つまり、これを使うということは、奴隷役の者に死ねと言っているも同然なのである。

			　だから、リリーは驚いたんだと思った。

			「どうしてって……桂木がこっちを渡してくれたから。それにあいつ、死なないし」

			「だからって、そんなことができるかい!?　あんた、勇者の女だろう!?」

			「女が男を立てるなんて風潮はもう古いよ。今は共に支えあわなきゃ」

			　私はナイフを構える。

			　ここからは間違っちゃいけない。

			　今からするのは賭けだ。

			　形勢を逆転するために最有力の手を、一瞬のチャンスのために封印するのだから。

			　でも、やるしかない。

			　逃げることは許されない。なにより私自身が許さない。

			　迷うな。やり遂げろ。

			「――恋する乙女を、ナメるなよ」

			　どんな手を尽くしてでもこいつに勝つ！

			「あんたも愉快な奴だ。そうだったね。敵を前にして、見下すなんて慢心もいいところだ」

			「そうそう。じゃないと、痛い目見るよ」

			「あんたの言う通り、だぁ！」

			　ボールを投げる要領で、リリーが次々と火の玉を撃ち込んでくる。

			　私はそれらを必死にかわし続けていた。

			「いつまで遊ぶつもりだい!?」

			「うっさいわね！　これも作戦の内よ！」

			　無駄な魔力は消費しない。この程度の攻撃なら、なんとか避けることができる。

			　何度も桂木から魔力を貰うわけにもいかないしね。

			「とは言っても……っと！」

			　火球の三連弾。飛び込むようにして前転する。外れた球(たま)は、壁にぶつかり爆発した。

			「さすがにこっちも攻めないとね！」

			　取り出したナイフを投(とう)擲(てき)する。それらは左右から、リリーへと向かう。それに追随する形で私も飛び出した。

			「ふっ！」

			　リリーは両手で器用にナイフをさばいていく。その間に内へ入り込み、腹部へ拳を叩き込んだ。さらに、そこから魔法を放つ。

			「間接的に無理なら直接ってね。凍冷槍《フリーズ・ランス》！」

			　手に顕(けん)現(げん)した氷の槍が、リリーの腰を貫く――ように思われた。

			　しかし、彼女にはかすり傷一つ見当たらなかった。まさか……溶かされた？

			「おいおい、戦闘中に熟考は危険だぞ？　それもこんな間合いで！」

			　頭上から振るわれた太い筋肉。咄(とつ)嗟(さ)に腕をクロスさせて防いだが、膝をついてしまった。前蹴りが炸裂する。

			「きゃっ!?」

			　力いっぱい蹴り飛ばされ、吐き気が込み上げる中、思い切り腕を引いた。

			　私のナイフの柄には、細く頑丈な、ピアノ線に似た糸が巻き付けられている。

			　だから、リリーに弾かれ地に落ちたナイフも、腕の動きに連動して回収される。

			「はぁぁぁ！」

			　気合を入れるリリーの体の色は、赤みを帯びていく。焦げるような音がして、高熱を持っているのがわかる。

			　さっきの氷の槍はこれにやられたのだろう。

			「さて、次はこっちの番だよ。火球《ファイア・ボール》」

			　そう言う彼女の両手に火の玉が現れる。

			「……また的当てでもするの？」

			「そうさね。だけど、今度は一味違うよ。ほら、こんな感じで」

			　彼女は二つの『火球』をぶつけた。すると、互いに吸収しあい、ワンサイズ大きな『火球』が出来上がる。

			「火球《ファイア・ボール》」

			　また同様の動作を繰り返す。一回り大きくなった。リリーはそれを反復する。ついには彼女の体の半分はあるサイズにまで成長した。

			　熱気がこちらまで届いている。

			「次はこのボールでやろう。逃げてみな」

			　豪腕から『巨大火球』が放たれた。私はすぐさま後ろへと跳ぶが、地に接触した際の爆風に吹き飛ばされる。

			「まだ終わっちゃいないよ！」

			　上空に浮いている十数個の『火球』が、四方八方から次々と撃たれる。

			「三重氷層《トリプル・ガードナー》！」

			　急いで氷の盾を張るが、体のコントロールを奪われていた私は、全てを避けることができなかった。

			「あづ……！」

			「そら！　もう一発大きいのだ！」

			　いつの間にか作られていた『巨大火球』が襲いかかる。私は『三重氷層』を展開して受け止める。だけど、向こうも勢いが止まらない。火が収まっていくのと同時に氷も溶かされていく。

			　その間にも彼女は新たな魔法の詠唱を始めていた。

			「炎の帝よ。汝(なんじ)、我が王道を妨げるものを焼き焦がせ」

			「っ!?」

			　まずい。帝級を受けるのは非常にまずい。何としてでも呪文を完成させるわけにはいかない。

			　しかし、迫る『火球』がそれをさせてくれない。

			「泣き叫べ、悪しき下等種。黒き焦土の糧となれ」

			「あぁ！」

			　ようやく消えた『火球』。

			　開けた視界には腰を落として、腕を引いたリリーの姿。腕には灼熱の炎が巻き付いていた。

			　その構えの意味することを察知して、すぐに自身の周りを氷層で囲む。

			「――災禍の炎渦《カオス・スパイラル》」

			　突きだされた拳から、帝級魔法が撃ち出された。

			　圧巻だった。

			　いとも容易く防壁を突破した業火は、私を焼き殺しにかかる。

			　私も何度か追加で氷系魔法を発動するが、ほとんど意味をなさない。

			「あ…………」

			　地獄からやっと解き放たれた私は、倒れることしかできない。

			　立ち上がろうにも力が入ってくれない。

			　よく見れば左腕が焼けただれて黒炭となって分断されていた。もはや、血も蒸発しきっている。痛みも認識できていない。

			　不幸中の幸いか、右腕は辛うじて動いてくれた。それを見て、私は笑う。

			「なんだい、笑いやがって。気持ちが悪い」

			「……いいえ。まだこっちは使えるから生活はできそうだなって……」

			　言葉を上手く発することができなくなっている。これでは魔法も上手く唱えられないかもしれない。

			「……もう手はなさそうだね。なら、終わらせようか」

			　リリーの魔力が炎となって、轟音を上げながら彼女の体に巻き付く。濃縮されたそれは威力を増大させ、彼女の腕に移動する。

			「いや……まだ終わってない……」

			　私は小刻みに震える指先を、リリーへと向けた。彼女には最後の悪あがきに思えたのだろう。また嘆息する。

			　リリーが一歩、一歩とこちらへ歩み寄る。腕はさっきの魔法と同じように、螺(ら)旋(せん)状の真っ赤な炎に纏(まと)われている。

			　あれが撃たれればゲームオーバーだ。

			　そんなのは嫌だ。

			　だから、だから、私は――

			「……バーン」

			　――指から放った『凍冷弾《フリーズ・ガン》』で、リリーの胸を撃ち抜いた。

			「かはっ……!?」

			　彼女の集中が切れると炎は霧のように消えて、その代わりに真っ赤な鮮血が散った。

			　今までずっと隠してきた。

			　いつか必ずチャンスが巡ってくると信じて使わなかった『詠唱置換』。

			　あの階層でこれを手に入れていた私は、『銃を撃つ』動作をすれば『凍冷弾』を発動するように設定していた。

			　最初の手合わせで普通に戦っても勝てないと思ったから、あえて出さずにとっておいた能力。

			　使っていたらリリーは警戒するだろうから、賭けにでた。

			　そして、私は賭けに勝った。

			「あ、あんた……一体、何を!?」

			　リリーの足元には、血溜まりがつくられていく。ぽっかりと空いた穴から、止めどなく赤い液体が溢れだす。

			「教える義理なんてない！」

			　立ち上がれ！　駆け抜けろ！　私の足！

			　あのバカの隣にいるためには、この程度の力の差しかない奴に、負けるわけにはいかないのよ！

			「やっ！」

			　服の内側に仕込んでいたナイフを投(とう)擲(てき)する。その後にまた指で銃の形を作って、何度も撃つ素振りをする。合わせて『凍冷弾』が放たれる。

			「また……！」

			　ナイフに追随して迫る氷の弾を、彼女は払いきれなかった。肩と足に一発ずつ食い込んだ。

			「ぐっ……！　まさか、あんたのそれって!?」

			「さぁ、何かしら、ね！　氷地冷凍《ホワイト・アース》！」

			　距離を詰めながら、ポーチからあるものを取り出すと、もう一度、床一面に氷を張る『氷地冷凍』を発動して、動きを封じにかかる。

			「くっ！　その手は通じないって言ってるだろう！」

			　リリーは胸をのけ反らせて息を吸うと、大きな口を開けて、炎の息吹を吐こうとした。

			「火炎放――」

			「それを待ってたぁ!!」

			「――あがっ!?」

			　ズキリと走る痛みを堪えるために歯を食いしばる。全力で地を蹴り、一気に詰め寄った。

			　そして私が『氷地冷凍』を使えば、リリーは『火炎放射』を使うと予測していた私は、右手に持っていたそれを精一杯、開かれた大口へとぶちこんだ。

			「ごぷっ!?」

			「しっかりと味わって！」

			　下から掌底を顎へ向けて叩き込む。口の中に投げ入れた物ごと噛み砕かせた。

			　耐久性がほとんどないそれが獣人の彼女の牙に耐えられる訳がなく、あっさりと粉々になって彼女の喉を通った。

			「あ、あんた、何を!?」

			「……これをあなたの口へと入れたの」

			　私はポーチからリリーに与えた品を取り出して、見せた。

			　自分が食べさせられた物の正体を知り、彼女の顔は青ざめる。

			　なぜなら、それは彼女の命を狩るのに十分すぎる代物だったから。

			「そ、それは……水晶石!?」

			「そ。しかも、フォントラ仕立て。あなたと同じダンジョンボスだったあのキザ野郎のね」

			「フォントラの……だと？　あ、あんたがあいつを倒していたのかい!?」

			「止(とど)めを刺した……が正しいかな。その後はわかんないんだけど……ま、それは置いといて、ここで問題です」

			　私は水晶石を仕舞うと、わざとらしく人差し指を立てて、クイズ番組の司会者のような演技をする。

			　興奮して喉の痛さなど忘れてしまっていた。

			「体が耐えきれない魔力が体内に注がれました。その人はどうなるでしょうか？　回答をリリーさん、どうぞ！」

			　私は勝利を確信して笑う。今の私はきっと桂木に負けないくらいに、悪い笑顔をしているのだろう。

			　でも、それも悪くない。

			「……爆発」

			「正解！」

			　そう言って私はさらにリリーから距離をとる。

			「……あたしの負けか」

			　元々の魔力量が大きいのだろう。すぐに爆発することはなく、彼女は実に悔しそうに唇を噛んだ。でも、同時に嬉しそうでもあった。

			「ごめんね、私も負けてられないからさ」

			「ああ。最後に一つ。訊いてもいいかい？」

			「なに？　さっきのお礼に答えてあげる」

			「あんたが勇者様の隣にいる理由は『好きだから』かい？」

			　リリーの問いは気が抜けるようなものだった。緊張が解けてなくなり、笑ってしまう。

			「うん、そうだね。私は桂木が好きだよ。それもあるけど、もう一つ」

			　それは桂木が普段、私だけに言うこと。私だけができる役目。

			　きっとあのバカはそんなつもりで言っていないんだろうけど、そんなの知るか。

			　私は私のやりたいように、私が望む道を行く。

			　だって。

			「私は、あいつを守るシールドだから」

			　だから、笑って、胸を張って、そう答えた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－８『友達から』

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			　朱里たちがリリーの魔法に捕らえられ、崩れ落ちる。

			　すぐにでも駆け寄りたかったが、動けば殺されるのがわかっているのでグッとこらえる。

			　今のリリーから溢れる闘志は、間違いなく一般人が受ければ失神してしまうレベル。

			　血が騒いでいるのだろう。獲物を前にした魔物として。

			「俺をご指名だったな」

			「そうさ。あたしは殺す気でかかるから、そっちもそのつもりでね」

			「いいぜ。やってやろうじゃねぇか」

			　俺は動きにくい外套を脱ぐと、リードレッドに放り投げる。

			　戦いはもう避けられない。

			「リードレッド！　朱里たちを安全な場所へ頼む」

			「わかった！」

			　彼女は炎のベールに包まれた彼女たちを抱えると、俺から離れた場所に陣取った。

			　これで朱里たちに被害がいくことはない。

			　ダンジョンボスを相手にしながら、周囲のことを考える余裕なんてないからな。

			　二度戦って、どちらも一度は死に至っている。

			「気の利くいい男だねぇ」

			　軽口は余裕の表れか、それともただ楽しんでいるのか。

			　どちらにせよ、こちらが緊張していることを知られたくはない。

			　なので、俺も冗談で返してみせた。

			「あいにく、獣趣味はないんだ。わるいな」

			「あたしも心に決めた男がいるんでね。……さて、始めるとするか」

			「そうだな。約束したから、お前を倒すよ、リリー」

			「だったら、男らしくかかってきな、勇者様」

			　リリーはゆったりと安定感のあるフォームを取ると、両手をくいくいと曲げてジェスチャーする。

			「あんたの実力、あたしに見せておくれ」

			「たっぷり思い知らせてやるよ！」

			　言葉の通り、まずは俺が使える最大級の魔法を撃ち放つ。

			「虐殺の嵐《バーサク・テンペスト》！」

			　鉄をも切り裂く風が猛威を振るう。

			「災禍の炎渦《カオス・スパイラル》！」

			　地獄へと誘う炎の渦が呑み込もうとうねる。

			　二つの帝級魔法がぶつかり合い、爆発を起こした。

			　立ち込める煙。

			　灰色の壁をぶち破るように、リリーは突っ切ってきた。

			「おらおらおらぁ！」

			　自分より能力において勝る相手と戦う時、最も大切なことはなにか？

			　どんなに怖くても、敵から目を離してはいけないこと。

			　視界から得られる情報は多い。

			「炎拳・纏(まとい)！」

			　炎をまとったこぶしを、がむしゃらに振り下ろしてくるリリー。

			　動きは素人のようなのに、的確に俺の意識の範囲外にある個所を狙い撃ちしてくる。

			「うおぉぉ！」

			　俺は必死に重い一撃を逸らす。

			　皮膚を焼き焦がすような熱さに、顔をしかめる。

			「どうした、どうした！　最初の勢いはどこにいったんだい!?」

			「うるっせよ！」

			　わざと大振りして、距離を作る。

			「多重土層《マルチ・ガードナー》！　飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　リリーの頭上に土層を展開させると、風の刃で砕き、岩石の雨を降らせる。

			　これでわずかでも動きを止められるはず！

			「一撃食らってもらうぞ！」

			　俺は飛び出すと、一直線に剣を突く。

			　ロスなく、少しの隙も逃さない！

			「いいねぇ！　その気概！」

			　リリーは降り注ぐつぶてを剛腕でひと薙ぎすると、呪文を唱える。

			「火球《ファイア・ボール》！」

			　撃たれる炎が俺の体を燃やす。

			　だけど、今ここで引くわけにはいかない。

			　いくら能力や力を得たとしても、中身は一般人だった俺のままなんだ。

			　そんな俺が勝つためには、多少の無理は必要不可欠！

			「我慢は得意なんだよ！」

			　服に火が燃え移ろうが関係ない。

			　おかまいなしに突っ込んだ俺の剣は、リリーの腹部に突き刺さる。

			　だが、感じた手ごたえは思っていたものには程遠い。

			「なっ!?　剣が溶けて!?」

			「あんたたちは本当に似た者同士だね！」

			「がっ!?」

			　振り回された巨大な腕を避けきれず、後ろへと吹き飛ぶ。

			　受け身も、ダメージを減らすこともできなかった。

			　もろに喰らった右腕が脱臼して、指先まで感覚がおぼつかねえ。

			「なんつー破壊力だ……くそが」

			「部下になったら、心強いだろう？」

			「言ってくれるぜ。勝つ気満々なくせによ！」

			　退いている暇はない。

			　恐怖を飼いならせ。もう何度も死地をくぐり抜けてきただろうが。

			　無理やり骨をはめ込むと、ブラブラと手を振った。

			　俺にはバトルセンスはないが、考えることはできる。

			　力で真正面からぶつかりあうか？

			　――経験の差でねじ伏せられるだろう。

			　魔法で一気に叩くか？

			　――『虐殺の嵐』も相殺された。確実ではない。

			　いったいどうすれば……？

			「だから、敵を前にして思考にふけるんじゃないよ！　あんたらは！」

			「おおっと！」

			　巨体を揺らし、接近してきたリリー。

			　俺はわざと自分から踏み込んで、突き出された拳を交差するようにかわす。

			　入れ替わる立ち位置。

			　頭の中でリプレイされる剣が溶ける残像。

			　俺は物理的な攻撃ではなく、魔法を選択した。

			「飛風刃《ウインド・スライス》！」

			　放たれた風の刃が、リリーの背中を刻み込む。

			「ぐあっ!?」

			　鮮血が飛び散り、リリーが初めて苦し気な声を上げる。

			「通った！」

			　体毛の深さと分厚い脂肪に遮られたせいで傷は浅いが、確かにダメージは与えた。

			「やってくれる！」

			「はっ！　いつまで強気でいられるかな！」

			　道が見えたなら、あとは突き進むだけ。

			　避けられないゼロ距離での帝級魔法。

			　活路はそれしかない。

			「火炎放射《ボルケニオン》！」

			　口から噴射される炎を転がって回避すると、俺は魔法を使ってリリーの死角へと飛び込む。

			「天風《ウインド》」

			　そして、また『飛風刃』でダメージを負わせる。

			「ちょこまかと、小賢しい！」

			　何度も、何度も、しつこく攻撃を続ける。息をつく暇も、攻勢に出る余裕も与えない。

			「天風《ウインド》！」

			　加速。加速！　加速!!

			　人体の限界を超えた速さに、骨が軋む音がする。

			　胸が圧迫されて、呼吸も苦しい。

			　それでも魔法を解かない。

			　俺が勝つ道はここにしかないのだから。

			「ちっくしょうがぁ！」

			　目と目が合う。

			　逆上した、血走った双眼が、俺への殺意をはっきりと伝えてくれる。

			　だから、俺も真正面から迎え撃つ構えをとった。

			　グッと地面を踏みしめる。最後の加速のために。

			　そして、小さく息を吸いこんだ。

			「災禍の炎渦《カオス・スパイラル》！」

			「天風《ウインド》！」

			　放たれた炎の渦が俺の影を飲み込む。

			　俺がいた場所を灼熱が通過していく。

			　加速して避けた俺は右足を軸にぐるりと回転し、リリーの背後を取った。

			　そして、到来する激痛に耐え抜くため、唇を切れんばかりにかみしめた。

			「ウインド、スライスっ！」

			　風の刃と共にリリーの体内へと手を侵入させる。

			　刹那、尋常ではない熱さが骨の髄(ずい)まで襲い掛かってきた。

			　いたい、あつい、いたい!!

			　気を抜けば、意識ごと持っていかれそうだ。

			　ほとばしる激痛に、叫び声を上げそうになる。

			「……バーサク」

			　唇が切れて、口に血が垂れてきた。

			　広がる鉄の味を痛みと一緒に呑み込んで、俺は勝ちを得るための魔法を唱えた。

			「テンペストぉぉぉぉ!!!」

			　そして、俺の意識は途絶えた。

			　

			　鮮明によみがえる悪夢のような過去。

			　暴力を振るうのは、三人の男女。

			　幹山に徳原、須崎。

			　なぜか、この三人の顔がはっきりと映し出されていた。

			　こいつらは、俺をいらだちのはけ口としか考えていない。

			　鮫島は精神的苦痛も織り交ぜてくるが、こいつらの頭の中には暴力しかない。

			　頭を抱えて倒れ伏す俺。

			　蹴り、こぶし、踏みつけ。

			　……これはきっと夢だ。

			　痛みはないはず。

			　なのに、嫌な汗はやまない。

			　幹山が大きく足を振りあげる。

			　そのかかとが眼前に迫ったというところで、目が覚めた。

			「……あれ？　玉城？」

			　視界には、リリーの魔法に捕らわれていた玉城がいた。

			　心配そうな面持ちで、俺の顔を覗き込んでいる。

			「おはよう、桂木」

			「玉城？　なんで、ここに……ていうか、倒れてたのか、俺」

			「そうよ。この部屋で倒れてたからびっくりしたけど。まさか誰かにやられたんじゃないかって」

			　それはない……はずだ。

			　俺はリリーに『虐殺の嵐』を打ち込んで……あれ？

			「俺、リリーを倒したんだよな……」

			　じゃあ、なんで俺は倒れているんだ？

			　……ダメだ。記憶があいまいで、わからねえ。

			「まさか……俺、負けたのか？」

			「それは違うぜ、勇者様」

			「リードレッド……」

			「勇者様は勝った。それはあいつも認めているからな」

			　赤鬼の視線の先には、悔しさと喜びが半々という、表現しがたい顔をしたリリーが座っていた。

			　その身体には、さっきまでの戦いでついた生々しい傷はもうない。

			「本当か？　もうノーダメージっぽいんだけど」

			「……自分で回復魔法をかけたからね」

			「でも、最後の攻撃は魔法じゃ治らないんじゃ」

			「最後の魔法は撃たれなかったのさ。勇者様の魔力が切れてね」

			「はぁ、どういうことだ？」

			　魔力が切れるほど、魔法をみだりに使った覚えはない。

			　すると、何やら思い当たる節があるようで、玉城が「あっ」と声を漏らした。

			「私が死魔の指輪を試練の最中に使ったんだけど、それが原因かも」

			　そう言って、玉城は街で買った指輪を指す。

			「そうさ。勇者様がとどめを刺そうとした瞬間、シールドがそれを使ってね。おかげで、あたしは死ななかったってわけだよ」

			「そんな偶然が……」

			「でも、負けは負け。それは認めるよ。あんたの勝ちだ、勇者様」

			　リリーが降伏宣言をする。

			　それを聞いて、やっと肩の荷が下りた気がした。緊張が解け、ホッと胸をなでおろす。

			　そういえば……。

			　周囲を見渡すが、他の彼女たちの姿は見当たらない。

			「リードレッド。朱里たちは？」

			「あいつらなら、まだ試練を受けてる最中だよ」

			「なに？　でも、玉城は意識があるってことは……」

			「そそ。こういうこと」

			　Ｖサインを作る玉城。

			「私も勝ったし、リリーって案外弱いんじゃないの～？」

			「ったく、調子に乗って。誰が、その身体を治してやったと思ってるんだい？」

			「それは感謝してるわよ。ていうか、傷つけたのもリリーなんだから当然の処置よ、当然の」

			　玉城は自慢げだった。

			　舌打ちをするリリーだったが、すぐにニヤリと白い歯を見せると、玉城に何があったのかを事細かく説明し始めた。

			「あたしはシールドの愛の力に負けたのさ」

			「そうそう。……んん？」

			「『私は、あいつを守るシールドだから』」

			「ああああ!!　やめてよ、恥ずかしい！　決め顔もやめぃ!!」

			　恥ずかしくて顔を手で隠す玉城。

			　いや、聞いてるこっちも恥ずかしいんだけど。

			　ニヤニヤとこっちを見ているリリーはまだ止めない。

			「なら、学園でのことを話すか？　シールドはもうかいがいしく世話を焼いて、最後は二人でキスまでして――」

			「ダメって言ってるでしょ！　もう一回ぶっ殺すよ!?」

			「でも、嘘は言ってないだろ？」

			「そ、それは……」

			　言葉に詰まる玉城。

			「そ、そんなことより二人！　二人は今、どんな感じなの？」

			「一人はそろそろ第二の試練もクリアしそうだよ。もう一人は……ダメだ。完全に戦意を喪失している。ほら……終わったみたいだよ」

			　リリーがそう言うと、同時に眩しい光が放たれる。

			「……終わった？」

			　まず目覚めたのは紅い瞳を持った少女、風子だった。

			　まだ意識が朦(もう)朧(ろう)としているみたいだ。

			「お疲れさま、早瀬さん」

			　玉城は彼女の手を取り、引っ張って立ち上がらせる。

			　労いの言葉をかけ、肩をポンポンと叩いた。

			「玉城さんも、お疲れさまです」

			「も……ということは？」

			「はい！　私も合格しました！」

			　笑顔で告げる風子。

			　……彼女がクリアしたならば。

			　これで脱落者が決まってしまった。

			「……どうかしましたか？」

			「……ううん。なんでも。それより……早瀬さんは、どうやってクリアしたの？」

			「ふふっ、そうですね。桂木くんとは普通に仲良くなって、普通に付き合うことになりました。ああ……あれが現実になればいいのに……えへ、えへへ……」

			　試練での出来事を思い返している風子は、完全に意識がトリップしていた。

			　だが、あの様子なら問題ないだろう。

			　俺も風子を労ってやるべきなんだろうが、それよりも大切なことがある。

			　俺はだるい体に鞭を打って、立ち上がる。

			　その瞬間、光が発した。

			　朱里を囲っていた魔法の幕は消え去り、意識を取り戻す。風子よりも意識ははっきりとしていた。

			　だが、すぐに違和感を覚える。

			　その正体は朱里の瞳にあった。彼女の瞳は禍(まが)々(まが)しく濁っていたのだ。

			　死んでいるのではないかと錯覚するほどに。

			「朱里……？」

			　もう一度、確認するように、朱里の名前を呼ぶ。

			「………………」

			　やっぱり返事はない。空っぽの器のようだ。

			　まさに死者のような、生気の感じられない目。

			　朱里の表情が酷かった。

			　地獄を、悪夢を、絶望を、突きつけられたように彼女は、見るのも辛くなるような顔をしていた。

			　どうしたものかと戸惑っていると、玉城が耳元で囁いた。

			　その距離は、吐息がわかるほどに近い。

			「……朱里ちゃんのこと。どうにかしてあげて」

			　それだけ言うと、玉城は気合いを注入するつもりなのか、俺の背中をバシンと叩いてリードレッドの方へと行ってしまった。

			　それにより、十分にやる気を刺激された単純な俺は、足先を問題の少女の元へと向ける。

			「……朱里……」

			「桂木…………君」

			　朱里は俺の顔を見て、消え入りそうな声を出した。

			　どうやらこんなに近づくまで、俺の存在に気づいていなかったみたいだ。

			「……桂木君」

			「そうだ、どうかしたか？」

			「桂木君」

			　彼女はぺたぺたと俺の体に触れる。その手は徐々に上がっていき、頬へと移った。

			「あはは、桂木君だ。桂木君だ」

			　濁りきった瞳が俺を捉える。

			　苦しみに染まった朱里の表情に、彼女たちの身に何が起きたのか、わからない俺はうまく言葉が返せない。

			「やっぱり……嬉しいな、名前を呼ばれるって。そうだ、私も下の名前で呼んでもいいかな？　だ、大地って。えへへ……、恥ずかしいね。様を付けてないからなんだか新鮮で」

			「…………！」

			　狂気を感じた。

			　これがいつもの朱里に言われたならば、どんなに嬉しかったことか。

			　でも、今の朱里は狂っている。異常だ。

			「ねぇ、大地。私、試練頑張ったんだよ。鮫島も殺して、大地を助けて……。でもね、でもね、大地ったら逃げちゃったんだよ？　私のことが好きだから恥ずかしかったんだよね、きっと。だって、そうじゃないと大地が私からあんな顔して逃げるわけないもん」

			　彼女は否定する。試練の中であった俺の行動を。

			　そうでなければ、自分を肯定できないのだ。朱里は自分を見失っていた。

			「私は大地と両想いでもうキスも何回もしたし、その……そういうこともしてるし……。そういえばこっちで子供ができたらどうしよっか？　私は大地との愛の証だからもちろん産みたいな……。最低でも三人は欲しいなぁ……なんて。名前は大地が決めていいよ、私そういうのは苦手なんだ。あっ、話が逸れちゃったね。ごめんね？」

			「おい、朱里」

			「大地が私を好きなのは知ってるもん。私のことを世界で一番好きで、愛しているんでしょ。ね？　そうだよね？　好きって言って、大地？　私はそれだけで頑張れるから。言って？　言ってよ、大地。私を愛しているって言って……？」

			「朱里！」

			　俺の叫びに朱里の表情が、笑みから悲しみへと変わる。

			　彼女は俺の腕を、爪が食い込むほど強く掴んでいた。

			　……俺が掛けるべき言葉は、『好き』ではないことだけはわかっている。

			　彼女の状態が危ういのも理解している。

			　拒絶してしまえば、彼女が空虚な、中身のない人形のようになってしまうことは、わかっている。

			　浜風朱里は俺に依存しているのだ。

			　そして、彼女がこんなふうになるように仕向けたのは、他の誰でもない。

			　俺自身だ。

			　あの時は誰も信じられなかった。

			　俺以外の奴は敵だと思っていたから。

			　だけど、今は違うだろう？

			　彼女は『好き』と言って、寄り添ってくれた。

			　俺が誰かに取られそうになった時、嫉妬してくれた。

			　何より、彼女は自らの手で俺を選んでくれて、受け入れてくれたんだ。

			　だからこそ、俺は彼女に伝えなければならない。

			「嫌いだ」

			　俺たちは、きちんと向かい合わなければならない。

			「今の朱里は、嫌いだよ」

			　彼女の混(こん)沌(とん)とした瞳をしっかりと見据えて、俺ははっきりとそう告げる。

			「え、あ……そ、うぁ……」

			　目を見開いた朱里は後退り、駆け出そうとした。

			　だが、それを予測していた俺は、『土鎖拘束』を使い、彼女の足を捕まえる。

			　バランスを崩した朱里は、地面へ膝をつく。

			　俺はそんな彼女の手を取り、立ち上がらせるとすぐに抱きしめた。

			「な、なんで」

			「……でもな。もっと嫌いなのはバカな俺自身なんだ」

			　俺は腕に加える力を強くした。

			「俺……初めのダンジョンで朱里とキスした時……お前のこと好きじゃなかったんだ」

			「……え……」

			「いいように使って、邪魔になったら捨てるつもりだった。……だったんだ。でも、段々と朱里の良さに気づいていって……いつのまにか本気になっていた。朱里のことが好きになっていた」

			　朱里がどんな顔をしているのか、俺にはわからない。嫌われる可能性だってある。

			　でも、俺は続けた。

			　今は互いのことを知る必要があると思ったから。

			「俺のことを好きだって朱里が王宮の前で告白してくれた時は、嬉しかった。朱里をずっと守ろうって思った。……ごめんな、朱里。俺、最低――」

			「それは違うよ!!」

			　俺の謝罪を遮る、朱里の否定の声。

			「……確かに初めは私のことを利用しようとしたかもしれない……それを聞いて、今は正直ショックな気持ちだよ。でも、桂木君は、あんなバカなことをした私と向き合ってくれて……何度も守ってくれた。桂木君がいなかったら私は今、ここにいないもん。だから、桂木君は最低なんかじゃない。最低なのは……私だよ」

			　嗚咽混じりの声。聞きづらかったが、俺の心にはしっかりと届いた。

			「ごめんなさい!!」

			　朱里の口からこんな大声が発せられたのは初めてだ。それほどまでに気持ちが込もっているのだと伝わる。

			「私……私は……勘違いしてた……バカだったの！　桂木君のことを好きになって、桂木君も私のことを好きになってくれて……有頂天になってた……。今回の試練がなかったら、きっと気づかなかった。桂木君の優しさに甘えて、一度も自分の罪を認識してなかったの。遅くなっちゃったけど、桂木君を貶して、いじめて、助けてあげられなくて……本当にごめんなさい!!」

			　俺たちは心地よい『好き』という言葉に、酔っていたんだと思う。知らない土地に来て人恋しかったのかもしれない。

			　でも、今の気持ちが紛い物という訳ではない。

			　俺は本気で朱里を愛している。

			　俺は朱里を優しく引き寄せた。

			「嫌なら抵抗してくれ」

			「……そんなのするわけないよ」

			　許可をもらってから、彼女を優しく抱きしめた。

			　か細く、少し力を加えれば折れてしまいそうなほど繊細な体。

			「ありがとう、朱里。ちゃんと謝ってくれて」

			「……ううん、私が悪かったから」

			「じゃあ、おあいこってことでさ。これからの話をしようぜ」

			「……これからのこと？」

			「ああ、そうだ。未来の話」

			　朱里の頭を撫でる。彼女は気持ち良さそうに目を細めた。

			　少しは落ち着いてきたのだろう。だから、俺も思ったことを話すことにした。

			「俺は朱里のことが好きだ。だからこそ……一度、友達からやり直してみないか？」

			「……や、やっぱり私なんかじゃ」

			　俺の言葉にピクッと肩を震わせ、不安気な眼差しを送ってくる朱里。

			「それは違うよ。最初に言っただろ？　俺は朱里のことが好きだって」

			「じゃあ……どうして？」

			　無意識なのか、腕に込められる力が強くなった。

			　それが彼女の心情を如実に語ってくれる。

			「これは互いをよく理解するいい機会だなって。ちゃんと一から始めて、友達になって、親交を深めて……それから、また恋の続きをしたいって、そう思ったんだ」

			「……上手くいくかな？」

			「いくさ。だって、俺たちは何にも知らなかったけど、相手が自分を心から好きでいてくれてるってことだけは知っている」

			「……」

			「朱里は俺のことが嫌いか？」

			「う、ううん！」

			　朱里はブンブンと首を左右に振った。

			　あまりに必死だったから、つい笑みを漏らしてしまう。

			「な、なんで笑うのっ!?」

			「朱里が可愛かったから我慢できなくて」

			「も、もう……」

			　プクっと頬を膨らませる朱里。そんな彼女の仕草が愛しくて、彼女のことが心底、呆れるくらいに好きなんだと自覚する。
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			「それじゃあ、まず初めに……そうだな、自己紹介でもしようか」

			　俺は体を離し、前に手を差し出す。

			「俺は桂木大地。ゲームや読書が好きなインドア派だ」

			「私は浜風朱里。趣味は料理で得意なのは炒飯！　いつでも笑顔でいるのが信条です。よろしくね！」

			　朱里もいつもの天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な、満面の笑みを浮かべて握り返してくれた。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－９『灼熱の処刑場』

			　

			　30階層部屋の中心に俺、朱里、玉城、リリー、風子、リードレッドが円の形になって座っている。

			　自己紹介や朱里たちが受けた試練の内容を聞き終え、全員がリリー・シュラハムの話に耳を傾けているところだ。

			「あんたたちには先に伝えておきたいことがある」

			　彼女は、そう話を切り出した。

			「あたしは元々あんたたちと同じ人間だった」

			『…………え？』

			「と、ということは……その……リリーさんは……もしかして……」

			「ああ。あんたたちがいた世界の住民で、クラリアに召喚させられた人間だよ」

			　風子の言葉を受け取って、素性を明らかにしたリリー。

			　あっさりと話されたあまりにも驚(きよう)愕(がく)の事実に、三人は我慢することができずに

			『はぁー!?』

			　言葉遣いを忘れるほどの衝撃を、声量で表したのであった。

			　

			　魔の女神・ミーシア様とクソ女・クラリアが、この世界を賭けて争っている真っ只中。

			　ミーシアの魔物軍に対して、クラリアは人間――あんたたちの世界の住民をこちらへと召喚して、兵として戦地へと放り込んだ。

			　その兵の中に、あたしは含まれていた。

			　状況は今とほとんど変わらないと言っていい。

			　不安に駆られる中で、あたしは佑真っていう奴に出会った。

			　あたしと佑真は、徐々に惹かれあい、恋人関係になったんだ。

			　そして当然、あたしと佑真も、あんたらと同じように力を与えられて、命を賭けて戦った。

			　その途中で佑真は大きな怪我を負い、死の瀬戸際に立った。

			　だから、あたしはクラリアに頼んだのさ。佑真を拠点まで戻してくれって。

			　そしたら、クラリアは『使えない奴は捨てていけ』って言ったんだ。

			　あたしは頭の中が真っ白になった。

			　自分たちは、こんな奴のためにずっと戦ってきたのか、と。

			　憎かったね。この手で殺してやりたいと思った。でも、あたしにはそんな力がなかった。

			　しかも、敵地の真ん中だ。

			　あの様子じゃ救助も望めない。

			　絶望したよ。最愛の人を亡くすのかと。

			　そんな時にあたしを救ってくれたのが、ミーシア様だった。

			　フォントラもそうだったように、ミーシア軍はすこしでも戦力が欲しかったんだ。たとえ、元が人間だとしてもね。

			　幸いにも佑真は一命をとりとめて、あたしたちはミーシア軍に受け入れられた。

			　人間の佑真はもう死んでしまったけど、いくつもの思い出があたしの中には残っている。

			　まぁ、その為にあたしはこんな体になったんだけど、後悔はないし、何より佑真と共に人生を過ごせた。それだけで十分だった。

			　それで、ミーシア様の陣営に入ったあたしは、ここに封印された。……で、今に至る。

			　

			「……というわけだが、こんなもんでいいかい？　……って、なんであんたら泣いてるんだよ」

			　リリーの話を聞き、涙する玉城と朱里と風子。

			「だ、だって……」

			「リリーさんたち、辛い過去を……」

			　三人は持っていたタオルで涙を拭いていた。リリーもこんな反応をされると思っていなかったようで、困った顔をしていた。
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			「あー、だから、あたしは後悔していないし、むしろ佑真と少しでも一緒にいられて幸せだったから気にするんじゃな……なに言わせるんだ、あんたたちは……。それよりもほら！　話を戻すよ」

			「聞きたいこともあるだろうが、それは後回しだ。今は時間が惜しい」

			　俺のその言葉にいち早く反応したのは風子だった。

			「どういうことですか？」

			「あんたらが試練を受けている間に、冒険者が三人ほど攻略を進めている。そろそろここに到達するはずなんだが……どうやら、縁がある奴らなんだろ？」

			　リリーの質問に誰も言葉を返さなかったが、表情、仕草で答える。

			　ある者は笑顔を浮かべて、ある者は肩を竦(すく)めて、ある者はコクリと頷いて、ある者は舌なめずりをした。

			「あたしは先に転移部屋にいるよ」

			「悪いな。すぐに向かう」

			「いいってことよ。あたしはもう勇者様の仲間だからね」

			　リリーはそう言うと、魔法陣に乗って、ダンジョンの外へ出る支度をしにいく。

			　この戦いが終わったらたくさんやることがある。

			　朱里との件、玉城との今後、風子への対応。

			　全部、一生懸命にやろう。

			　……さて、それじゃあ。

			「――勇者狩りと行こうか」

			　夢にまで見た復(ふく)讐(しゆう)を実行するとしよう。

			　

			◆幹山賢(けん)哉(や)視点◆

			　

			「ここで今日は終わりだな」

			　俺たちはダンジョンの30階層にたどり着いていた。

			【リガルの魔窟】ではヘマを打った俺たちだったが、あれは鮫島のクソ野郎が引き起こした悲劇。

			　あのバカがいなければ、こんなことにならなかった。

			　だが、これはいいチャンスだ。

			　もし、ここで俺たちが成果をあげれば、間違いなく鮫島との立ち位置が変わる。

			　最悪の状況などあるものか。この面子なら問題ないはずだ。

			「やっぱり賢哉君についてきて正解だったね」

			　主に魔法戦を担当する須崎玲(れ)奈(な)はそう言って、俺の腕に抱き付く。

			　こいつは鮫島ではなく、ずっと俺のそばにいる女だ。

			　中々いい目をしている。

			　そうだ。俺が誰かに負けるなんてことはありえないんだ。

			　鮫島に会うまでは、ずっと一番であり続けた俺が、二番なんて……。

			　……ちっ。イライラしてきた。

			　こんな時、あのサンドバッグがいればなぁ。

			　もう死んだから、新しいのを用意しなくちゃならねぇし、本当に鮫島は仕事をしねぇ。

			　殴るなら、生き物がいい。

			　ダンジョンを攻略していく中でも、改めてそれを感じた。

			　反応がいいっていうのもあるが、なによりも弱者が、俺に頭を垂れて、懇願する。

			　人間としてのプライドも、何もかも投げ捨てる瞬間を見届けるのが、たまらなく好きだった。

			「ダンジョン攻略も簡単だったな。鮫島が仕切らなかったら、あの時も何事もなく終わってたしよ」

			「全くだ。やっぱり鮫島は信用ならねぇ」

			　俺と同じような境遇にあった男、徳原稔(みのる)が何度もうなずいた。

			「ああ。やっぱり俺の方が上なんだよ。そして、今からそれを証明する」

			　ふぅ、と一つ息を吐き、片手には剣を、もう片方には魔法を準備しておく。

			「……よし、それじゃあ行くぞ、お前ら!!　一番最初にダンジョンを攻略するのは俺たちだ！」

			『おおー!!』

			　いつもの掛け声を叫ぶと俺たちは石扉を開けた。

			「須崎、先制攻撃！　徳原、ガード準備！」

			「おう！」

			「はい！　雷の精霊よ――」

			　俺の言葉に反応して各自がフォーメーションを組む――前に聞き覚えのある声がそれを遮った。

			「あ！　須崎ちゃんじゃん。おーい！」

			「――へ？」

			　呼ばれた本人がふとそちらを見てしまう。つられて俺の視線も、声の方へと向いてしまった。

			　こちらへ手を振っているのは、クラスの委員長の玉城。

			　意外だったが、仲間だったことに気が抜けて、構えを解く。

			「た、玉城さん！　どうしてここに？」

			　それが間違いだったことに気づいたのは、須崎が奴に近寄ってからだった。

			「…………えっ……？」

			　須崎の小さな体から、氷の槍が飛び出している。そんなクラスメイトにニコニコと作り物の笑顔を貼り付けた玉城はこう呟いた。

			「一人目はこいつかぁ……」

			「徳原！　急いでカバーに回れ！」

			　咄(とつ)嗟(さ)に呼び掛けるが、隣にいたはずの男はすでに気絶していた。

			　代わりに、手刀を構えた真紅の瞳を持つ女がいた。

			　奥から出てきた男を見ると、さっきとは打って変わって笑顔を咲かせる。

			「言われた通りに無力化しました！」

			「ありがとう、ごくろうさま」

			「い、いえ……」

			　男が頭を撫でると、女はさらに顔を蕩けさせた。

			　男は足元で倒れている徳原と未だに氷槍に貫かれたままの須崎を見て、口角を吊り上げる。

			　俺は悟った。

			「さぁ、舞台は整った。開幕だ。――一世一代の大復(ふく)讐(しゆう)劇のな」

			　こいつは手に負えない魔王だと。

			　

			◆桂木大地視点◆

			　

			　心中で俺は高笑いをあげていた。

			　幹山がその顔をひきつらせていたからだ。

			　あいつは今、人生で初めての命の危機を迎えたのかもしれない。

			　あれだけ見下していた俺に怯えているのだ。

			　笑いが止まらないのも仕方がないだろう。

			　だが、まだ優越感に浸っている場合ではない。

			「玉城、リードレッド。それぞれ雑魚を捕縛しろ。殺しはするな。死にたくなる程度になら、痛めつけて構わない。風子は俺たちの姿を見ておいてほしい。これからはこういったことが何度も起きる。そして、朱里は……俺と一緒にあいつを絶望へと叩き落とそう」

			　あらかじめ頭に描いておいた作戦通りに仲間に指示すると、各自が早速動き出した。

			　俺と朱里はゆらゆらと一歩ずつ幹山との距離を縮めていく。

			「俺の相手はお前がしてくれるのかぁ、幹山」

			　俺が奴の名を呼ぶと、さらに警戒心を強める幹山。

			　その顔には驚(きよう)愕(がく)と恐怖が混じりあっていた。

			「なんで俺の名前を知っているんだ!?」

			「あなたに殺されたからじゃないかな？」

			　ひょっこりと俺の後ろから姿を現す朱里。

			「……は、は、浜風？　嘘だろ、浜風は死んで」

			「うん、そうだね。あなたたちに切り捨てられて死んだよ、私は」

			「な、なら！　お前は偽物だろ！　くそっ！　これも全部、この部屋の罠っ!?」

			　幹山が現実逃避を始めようとしたので、頬を殴り飛ばす。

			　あっという間の速度で吹き飛び、壁に衝突した。

			「現実を見ろよ、バカ」

			　朱里と歩調を合わせて、うずくまる幹山に近寄る。髪を引っ張ると、再度顔へと拳を叩き込んで、壁にめりこませた。

			「ごぼべっ……！」

			「……さて、今からお前の顔面を整形してやるんだが……その前に俺たちの正体を教えてやろうか。朱里が偽物とかいう世迷い言も言えなくなるだろうから、しかと焼きつけろよ。オープン」

			　ステータス画面を見せつける。

			　間違いなく記された桂木大地の四文字。その下にも浜風朱里、玉城結愛という知った名前が連ねられている。

			　幹山の目が見開かれる。口をパクパクとさせると俺を見た。

			　それにできる限りの凶悪な笑みで返してやった。

			「お前……あの桂ぎっ!!」

			　また顔を殴る。今のは鼻をへし折った感触があった。

			「お前、そんなしゃべり方でいいと思ってんの？　立場わかってる？」

			「……ふざけんな、お前程度のゴミなら勝てる。星光の」

			「そんなことさせると思う？」

			　朱里が顎を蹴り上げた。

			　幹山の詠唱は途切れ、当然魔法も発動しない。

			「……これは力の差を思い知らせる必要があるな。……味わわせてやるよ、今の俺の力を」

			　殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打、殴打。

			　今までやられた分を凝縮して幹山の顔に打ち込む。

			「ひぎっ!?」

			　俺が手を振り上げる度に、奴は表情を恐怖で歪ませる。それが俺の嗜(し)虐(ぎやく)心をさらにそそった。

			「大分いい感じになってきたんじゃないか？　その調子で俺をもっと楽しませてみろ」

			　頭を掴むと、そのまま地面に打ち付ける。逃げられないように、朱里が地に伏した幹山の足に短剣を突き刺した。

			「ああああああああ!!」

			「黙れ」

			「ふぐっ!?」

			　腹に膝蹴りをして無理矢理黙らせる。

			「……で、ゴミ。この状況でも同じことがほざけるか？」

			「……お、俺には仲間が……」

			　弱々しい声で最後の希望を口にするが、もちろんぬかりはない。

			「じゃあ、見せてやろうか？　お前の仲間がどうなっているか？」

			　ぐいっと顔を上げさせて俺の後ろに広がっている光景を見せてやった。

			「あ……あ…………」

			　徳原は土鎖で地に縫いつけられ、須崎は首元に刀を添えられている。

			　意識はあるみたいだが、血は止まらない。服はボロボロ。体は傷だらけ。

			　失意のドン底にあるようで表情は暗く、死を受け入れていた。

			　ああ、そうだ。

			　俺はお前らのそんな顔が見たくて、仕方がなかったんだよ！

			　もっともっと、こんなのじゃ足りねえ。

			「朱里、代わって」

			「はーい」

			　朱里に幹山を見張ってもらうと、俺は倒れている奴らに歩み寄る。

			「……おい」

			　低い声を発すると少女は「ひぃ」と声をあげた。

			　俺は須崎の顎をくいっと引き寄せると、ある条件を提示してやる。

			「かつ……らぎぃ……」

			「おいおい。そんな態度でいいのか、須崎。お前、いつも男に媚びるときはもっとかわいい声を出してただろ？」

			「……そんな、こと……」

			「あるね。だから、そんなビッチにお似合いのチャンスをやろう」

			「!?」

			　俺が笑顔で言った途端、須崎はわかりやすく目を輝かせた。

			「ただし、もちろん条件がある」

			「…………」

			　返事はない。きっともう返す気力もほとんど残っていないのだ。

			「もし、俺の言うことが守れるなら首を縦にふれ。いいな？」

			　小さく彼女は一度、うなずく。

			　それを見ると、俺は須崎の体にヒールをかけてやった。

			「よし。元気になっただろ。そのまま幹山をいたぶってこい」

			「……やってきます」

			　須崎に躊躇(ためら)いはなかった。俺はリードレッドと玉城に拘束を解かせると、須崎を幹山の前まで連れていく。

			「お、お前……う、嘘だよな？」

			「……うるさい」

			　自らの命のために常識を振り切った須崎は、いきなり幹山の股間を蹴った。

			　そこから彼女は自分の命惜しさに次々と暴言を繰り出す。

			『女誑し!!』

			『淫乱!!』

			『短小!!』

			『早漏!!』

			　聞くに耐えない言葉の数々。それらは幹山の自信を砕いていった。

			　微かに残っていた奴の支えは、どんどん折られていく。

			「ほら、見てみろ。これがお前の言った仲間だよ、幹山。いや……正確には使える駒かな？　どうせお前のことだ。使い捨てるつもりだったんだろう？」

			「そ、そんなことは……」

			　傷つけられ精神的にも余裕がなくなっているらしく、幹山はとりつくろえないでいる。

			「図星かよ……。自業自得だ、なっ！」

			　俺は幹山を蹴り飛ばし、見せつけるように、須崎の腰に手を回す。

			　こいつも空気を読むのは得意らしい。

			　簡単に体を委ねて、メスの顔になりやがった。

			　だが、俺にはそれも効果はない。

			「もっと可愛くなってから出直してこい、ブス」

			「えっ」

			　漏れ出るような声。

			　次の瞬間、首の骨がコキッと小気味いい音を立てて、折れる。

			　須崎の頭をぐるりと１８０度回転させたからだ。

			　死体になっても、お構いなしに頭部を踏みぬいた。

			　ぐちゃりと音を立てて、顔の一部が幹山の前に飛んでいく。

			「ぁぁ……あぁぁ…………」

			　声にならない声とはまさにこれだろう。

			「女の躾がなっていなかったな、お前には女よりも、こっちの方がお似合いだよ！」

			「ぎっ!!」

			　幹山の頭を押さえ込み、何度も床に叩きつける。そして、そのまま足で思いきり踏みつけた。

			「お前もこうしてなじってくれたよなぁ。感謝の代わりに、お前にも床とキスさせてやるよ」

			「や、やめて……」

			「そうか、そうか。もっとしたいか」

			　足に加える力を強くする。

			「ぁぁぁあああああああ!!」

			　部屋に響きわたる幹山の悲鳴。

			「うるせぇ、豚だな。ちょっと静かにしろよ。玉城、ナイフ貸してくれ」

			「仕方ないわね……。それっ」

			　玉城が投げたナイフは計六本。それらを肩、背中、太股に二本ずつ刺し込む。

			「い、痛い！　も、やめっ！」

			「玉城、追加でもう十本だって」

			「後で奢ってよ？　私も残り少ないから」

			「わかってるよ。いくぞ、豚」

			「うぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

			　玉城から貰った追加分は一本一本、丁寧に憎悪を込めて刺していく。もう幹山は痙(けい)攣(れん)し始め、尿を漏らしていた。

			　あまりにも情けなく喚き散らすので、俺は一旦しゃがみこんで変貌したその面を拝んでやる。

			「ははは！　いい面構えになったじゃねぇか！」

			　腹の底から嘲り笑う。

			　切り傷だらけになった肌。鼻はひしゃぎ折れ、頬は陥没、瞼(まぶた)は垂れ下がり、唇は青紫色になり膨れ上がっていた。

			　元の面影はない。

			「ぼ、ぼう……やめで……」

			「……俺がそう言ってお前がやめたことがあったか？　一度でもあったのか!?」

			「に、二度とじまぜんから！　ゆるぢてください!!」

			「今さら言っても遅いってことわかんないのか？　お前にはあいつと同じ運命をたどってもらう。――リードレッド、殺れ」

			「御意」

			「へ？」

			　それが徳原の最後の言葉となる。

			　隣にいた赤鬼の振り下ろした刀が、首を刈った。

			　血を噴き出しながら頭を無くした徳原の体は倒れていく。

			　彼の首はぐちゃりと音をたてて血の池に落ちた。

			「最後は呆気なかったなぁ、あいつも。やっぱり小者は所詮、小者か。なぁ、クズ……ってお前もかよ」

			　幹山を見ると、全身をガタガタと震わせていた。

			　血色をなくし、青ざめてボロボロと泣きわめく。

			「嫌だ嫌だ嫌だ!!　死にだぐない！　助げでくれよ!!」

			　その場に崩れ落ちて、みっともなく醜い泣き顔を晒す。貫く冷ややかな視線が五つ。

			「なんでもじますから!!　助けてください!!　お願いじまず!!」

			　泣き叫びながら懇願する姿が滑(こつ)稽(けい)で、俺は考える演技をして、足のつま先を前に出した。

			「これを今から十秒以内に舐めろ。そうすれば、生かすことを許可してやろう」

			「そ、そんな」

			「悩む暇はないぞー。８、７、６、５」

			　ラスト五秒を切ったところで、幹山は一目散に靴めがけて舌を出した。

			　一心不乱に土で汚れた靴を舐め続ける。

			　あの幹山が完全に屈した。

			　誰よりも一番でいることにこだわり続けた幹山が。

			　プライドも、世間体も、完全にかなぐり捨てて、あれだけ侮辱していた俺にひれ伏している。

			　みっともなく命乞いをしている。

			　こんなに、こんなにも愉快なことがあるだろうか。

			　この情景を見る日をどれだけ待ちわびたか！

			　……そろそろ終幕の時だ。

			「おい、クズ。もういいぞ」

			「な、なら！」

			「ああ、終わりだよ。……お前の人生の」

			「……え、え？」

			　その表情に陰りが差す。

			　俺は腰の剣を抜くと、幹山の背中に突き刺した。

			「え、あ、痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い!!」

			「ここまでが一年の時の分」

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)なく引っこ抜くと勢いよく血が噴出する。周囲に飛び散るが気にせずそのまま、地についていた両腕を切断する。

			「おぁぐぁぁぁぁぁぁ!?」

			「これはお前のせいで苦しんだ二年の分」

			　もはや認識できない言葉を、ただただ叫んでいる幹山。

			　そろそろ意識も途絶えることだろう。

			「あがぁぁうぉぁ……!!」

			　支えをなくした幹山は、地に這いつくばることしかできない。俺はそんな奴を見下しながら、剣を上段に構える。

			「これはお前が犯した罪を償う為の――罰だ」

			　一直線に迷いなく振るわれた剣は罪人の首を確かに斬り落とし、処刑を執行する。

			　痛みと苦しみで歪み、絶望に満ちた顔が宙を舞った。

			「……やっぱりこいつは何回か殺さないとスッキリしないな……」

			　剣に付着した血を払いながら、俺は足下で真っ二つに割れる死体を見た感想を述べた。

			　俺は『死の王』の力を使って、幹山を復活させるための呪文を唱えた。

			「汝(なんじ)よ。今、我が新しい命を授けよう。第二の人生を与えよう。ここに盟約し、我を主として尽くせ。『契約蘇生《ワイト・バック》』」

			　光が集束し体の再生が開始する。一度、幹山への復(ふく)讐(しゆう)を行った俺だったが、それだけでは残念なことに怒りは収まらなかった。

			　奴隷として復活させて、再び思いつく限りのことをしようと思ったわけだ。

			　初めは奴隷として一生最底辺の生活をさせることも考えたが、この案は却下となった。

			　何より女性陣の反発が凄かったのだ。

			「玉城。こいつが生き返ったら、氷の層で囲ってくれないか」

			「いいけど何するの？」

			「水晶石」

			「なるほどね。じゃあ、これ。はい」

			　水晶石を受け取った俺は、倒れている幹山の頭を踏みつける。その衝撃と痛みで意識を取り戻した幹山は、早速、狼狽えた声を出した。

			「か、かつらぎっ？　お前なんで、まだここに」

			「俺がお前を生き返らせているからに決まってるだろ」

			「はっ!?　そんなことできるわけ――むぐっ!?」

			　また面倒くさい反応をしそうだったので、その前に口を水晶石で塞いだ。

			「いいか？　お前の命はもう俺の意のままだ。今から何度でも死の恐怖のフルコースを味わわせてやるから、存分に堪能しろ」

			　そう言って水晶石を噛み砕かせる。

			　後方へ跳ぶと同時に玉城が氷層で隔離された個室を作り上げた。

			「だ、出せ！　出して!?」

			　恐怖でひきつった表情で壁を必死に叩く。その直後、奴の体はバラバラに爆散した。

			　朱に染まる氷壁。

			　肉片はあちこちへ拡散した。

			　また蘇生させて、幹山に処刑を下す。

			「ひっ!?　や、やめて!!　わ、悪かったから！」

			　死の記憶が残っている幹山は、俺の顔を見るだけで拒否反応を起こすようになっていた。

			　まだ何もしていないのに、涙と鼻水で顔がグチャグチャだ。

			　俺はただニコニコ笑って、幹山の口一杯にヤヌの葉を詰め込む。

			　多量に摂取した毒素が体に蔓延し、内側から蝕んでいく。

			「あ……からっ、ばば……ば……」

			　幹山はもがき苦しみ、白目を剥き、泡を吐いて力尽きた。

			　それからは蘇生と殺害の繰り返し。

			「あ……やめ……でっ」

			　土鎖を使って絞殺。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんながぽっ!?」

			　水系魔法を使って溺死させる。

			「痛いのは嫌なんです、許してやめてやめびぇっ!!」

			　土層を使って万力のごとく圧殺。

			「じぬ……死ぬのいやだ……」

			『虐殺の嵐』による斬殺。

			「と、止まれ！　止まれ止まれ止まれ止まれ――ぇ」

			　命令して行わせた自殺。

			　もう幹山の精神は擦り切れ、目の焦点が合わなくなってきている。

			　口は半開きで、ただ俺が近づくと体を震わし、涙を流して懺悔を始める。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

			「いくら謝っても許さねぇよ。次は……俺と同じ経験をしてもらう」

			　独りで死の淵の無限ループを体験させられた幹山は、病んで堕ちていく。

			　最後はこのダンジョンの名に相応しい終演にしよう。

			「二重土層《ダブル・ガードナー》。土鎖拘束《アース・チェイン》」

			　発現した土層に土鎖でくくりつける。

			　接近し、がら空きの腹に剣を突き刺した。土層ごと貫通したそれを捻り、肉を抉るとしっかりと固定するネジ代わりにした。

			「ごめんなさい、痛いのはもう嫌なんです許して許してくださいお願いしますから悪かったですから許して」

			「…………」

			　無視して作業を進める。幹山は泣きじゃくり始めた。

			　泣いたら許されると思っているのか。

			　それなら俺だって泣いた。我慢せずに感情を吐露していた。

			　それを誰よりもさせなかったのは、お前たちだと言うのに……。

			　ふつふつと沸き上がる怒りを俺は魔法へと乗せ、詠唱を始める。

			「炎の帝よ。汝(なんじ)、王座を狙う悪しき罪人を裁け」

			　事前に風子から聞いた炎系帝級魔法を撃つため、大量の魔力を注ぐ。

			「豪豪、燃え盛る六(ろく)炎(えん)柱(ちゆう)。激(げき)火(か)放ちて芯さえ焦がせ。一つも生きた証を遺(のこ)さぬ！」

			「……あ……あ……あ……あ」

			　精神を壊され、自我を失った幹山は言葉を発することもままならない。

			「……これで正真正銘のお前の最期だ。地獄の業火に焼かれて贖罪しろ。――灰(かい)塵(じん)心(しん)中(じゆう)」

			　刹那、磔にされた幹山を取り巻くように六の炎柱が渦巻く。

			　それらはやがて一つになり、幹山を喰らう。

			　その風景は、まさに【灼熱の処刑場】。

			　阿鼻叫喚の地獄を奴の体に刻み込む。安らぎなんて与えない。苦痛を、激痛をしかと焼きつける。

			「死してなお……死の苦しみに犯されろ」

			　悲痛な叫びがこだまする。

			　俺たちは焼死する奴を見届けて、その場を去る。

			　

			　また一つの復(ふく)讐(しゆう)が終わった。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ　３－10『想いを重ねて』

			　

			　開放感溢れる、どこまでも続く夜空。星の煌めきと淡い月光が世界を照らす。ふわりとそよぐ風を全身に感じる。

			　間違いなくダンジョンの外だ。

			「……よし、みんな無事か？」

			　これで三度目となる転移を行った俺は、仲間の安否を確かめる。

			「わ、私……初めてダンジョンをクリアしました」

			「私は何ともないわ。他のみんなは？」

			「私も異常はないよ」

			　次々と上がる無事を告げる声に、俺はとりあえず一安心した。

			「桂木くんも怪我はありませんか？」

			「ああ、問題ないぞ」

			「うーん、久しぶりの外は気持ちいいな！」

			　リードレッドは腕を伸ばして筋肉をほぐす。

			　彼女は今回はほとんど活動していないので退屈だったみたいだ。

			　予定ではまた暴れてもらう機会が確実にできるので、それで我慢してもらおう。

			　…………さて。

			「それじゃあ、ここからは別行動だな」

			　俺が言った通り、ここから二グループに分割する。

			　俺と玉城はラッセルへ行き、宿に置きっぱなしの荷物の回収。

			　朱里、風子、リードレッド、リリーはここから近い新たな街――城壁都市・ガンダロスへ行く。そこに俺たちの拠点となるホームを買うのが目的だ。

			　次なるダンジョンは骨が折れそうなので、今まで通り潜りっぱなしというのは出来なさそうなのだ。

			　だから、道案内のリリー、交渉役の朱里、知識人の風子、護衛のリードレッドというチーム編成である。

			「私も桂木くんと行きたかったです……」

			　風子が体を密着させて、上目遣いでお願いしてくる。

			「ごめんな、風子。今日は玉城と話したいことがあるから」

			「はい、わかっていますよ。言ってみただけです。……たまには私も見てくださいね？」

			「……了解したよ」

			　そう言うと風子は笑ってリードレッドの元へ戻った。朱里も何やら恐ろしいことをつぶやいていたが聞こえないフリをして、俺たちはそれぞれの目的地を目指して出発する。

			　

			　ダンジョンから出て、無事にラッセルに着いた俺と玉城は、宿へ戻ってきていた。

			「そっちは終わった？」

			　自分の部屋の荷物をまとめ終えた玉城がこちらへとやってくる。

			　俺はと言えば、ベッドに寝転がり、戦いの疲れをいやしていた。

			「あっ、ズルい」

			「だったら、お前もこっちにきたらいいだろ？」

			「……わかった」

			「えっ」

			　流れでベッドの上で隣り合うように寝そべる俺と玉城。

			　軽い冗談のつもりだったのに。

			　顔が近い。

			　つぶらな瞳が俺を捉えて、離そうとしない。

			　ちらりと玉城の様子をうかがうも、そわそわと落ち着きがなく、かといって自分の部屋に戻ろうともしなかった。

			　何もしていないのに体は慣れない、奇妙な感覚に襲われている。

			　浮ついている。

			　減らず口も今に限っては浮かんでこなかった。

			　頭の中が真っ白で、落ち着いて言葉を紡ごうとしてもすぐに霧散する。

			　自分が自分でないとは、まさにこのような状態のことを言うのだろう。

			　そんな気まずい空気の中、ポツリと玉城が呟いた。

			「大地って……呼んでいい？」

			　突然のお願いに詰まりながらも了承の意を返す。

			「じゃあ……俺も結愛で」

			「う、うん……大地」

			「お、おう……」

			「…………」

			「………………」

			『……………………』

			　再び沈黙が訪れる。

			　気恥ずかしくて頭が回らないのだ。

			　朱里といる時は話が途切れることなんてなかったので、こんな風に意識すると話題が出てこない。

			「……だ、大地」

			「な、なんだ？」

			「……ちょっとだけ聞いてほしいことがあるんだけど、いい？」

			「ああ。次のダンジョンでの作戦か？」

			　そう言うと、結愛はムッと眉間にしわを寄せた。

			「違う。今回の試練の話」

			「あ、ああ、それか。結愛がいちばんにクリアしたんだよな。よかったら、聞かせてくれないか？」

			　すると、今度はもじもじと指を弄りだす結愛。

			　くねくねと腰をうねらせる彼女はとても扇情的に映る。

			「どうかしたか？」

			「……いや、覚悟を決めていたというか……うん、じゃあ、ぜんぶ話すね」

			　それから結愛は一つ一つ思い出を懐かしむように語りだす。

			「それでずっと屋上で待ち続けて……辛かったんだからね？」

			　どのエピソードをとっても、結愛が俺のことを考えて行動してくれていたのが感じ取れる。

			「幻とはいえ、鮫島を倒した時は……格好良かったけど」

			　本音を素直にぶつけてくる結愛に惹かれた。

			「それでね、ぜんぶ終わった後に、私、大地に告白されて……それで、その……」

			　語尾が弱くなっていき、辛うじて聞き取れる声量になる結愛。

			　だけど、彼女が何を伝えたいのかは俺にも理解できた。

			　だから、結愛もなかなか口にできなかったのだろう。恥ずかしいから。

			　これ以上、彼女に言わせるのは野暮だと思う。わかったのなら、行動で示そう。

			「あ……」

			　横に並ぶ結愛の手を取り、握りしめた。

			　ひんやりとしていて、気持ちがいい。

			「結愛。俺と一緒にいてくれるか？」

			「う、うん……。もう決めたから。大地のそばで笑っていたいって」

			「……俺も結愛の笑顔をずっと見ていたいよ。お前の全部を独り占めしたい」

			「――――っ!!」

			　耳まであっという間に赤色に染める結愛。

			　何回も見てきた反応だけど、それでも可愛らしいと思える。

			「こ……これってプロポーズとして……受け取っていいの？」

			「……そっちこそ今度こそはプロポーズでいいんだよな？」

			「……また内緒にした方がいい？」

			「……いや」

			　いつぞやのリプレイ。あの時はお互いに隠した。

			　だけど、今度は違う。

			　彼女の心を知って、覚悟を知った。

			　彼女を手放すなんてバカな考えは浮かばない。

			　願わくは共に……一生を過ごしたい。

			　もう彼女を想う気持ちは止まらなかった。

			　俺の手で絶対にこの女性(ひと)を幸せにしたい。

			　そう、心から思える。

			　自分の気持ちを伝える。

			「結愛が好きだ」

			　そう告げると結愛は嬉しそうに表情をほころばせて、目尻にこみ上げた涙を拭って、最終的には顔を手で隠した。

			　そんな反応も愛らしい。

			　少しだけ悪戯心が顔を覗かせて、俺は結愛の耳元でささやく。

			「結愛……。俺、勇気出したんだけど返事は？」

			「わ、わかってるくせに……！」

			　結愛は指の隙間からこちらを睨んできた。

			　全然怖くない。

			　むしろ、好感度が上がるくらいだ。

			「でも、直接は聞いてない」

			「そ、それで我慢して。あんなの二度も言ったら恥ずかしくて死んじゃう」

			「それでも俺はお前の口から聞きたいよ」

			「……い、言わなきゃダメ？」

			　その問いに俺は縦に首を振った。

			　結愛はちょっとの間、「うーあー」と悶えていたが、決心がついたようで、俺のほうへと向き直る。

			　そして、胸に抱えた想いを伝えてくれた。

			「……私も桂木大地のことが……大好き……です」

			　簡単な言葉だけど、そこにはしっかりとかけがえのない気持ちが乗せられていて。

			　自分から言わせておいて俺も恥ずかしくなって、体温が急速度で上昇して。

			　返そうと思っていた言葉も頭から吹き飛んで、体が衝動に駆られるように勝手に動いて、結愛を抱きしめた。

			　結愛もそれを嫌がらずに受け止めてくれた。あの時とは違って精一杯の力を背中に感じる。

			「……好き。大地が好き」

			　結愛はぎゅーっと抱きつく。

			　俺も負けじと、力を強めた。

			「……なんだか大地とこうしていると変な感じがする」

			「そりゃあ、元は犬猿の仲みたいなものだったしな」

			「それが今は好き同士なんだから、おかしな話だよね」

			　クスクスと笑う結愛。

			　彼女の何気ない言葉が、罪悪感を生み出す。

			　とは言っても自業自得だから、俺にはそれに向き合うしかないんだけどな。

			　俺はまだ結愛とは恋人になれない。

			　朱里と互いをよく知って、そのうえでもう一度心から好きと言えたら、恋仲になろうと約束をしたから。

			　あの子との問題にケリがつくまで、俺は誰かと恋愛関係に発展するつもりはなかった。

			「……結愛。実は俺からも一つお願いがあって」

			「朱里ちゃんのことでしょ？」

			　……なんというか、本当にすべてお見通しなんだな。

			「そんなにわかりやすいか？」

			「わかりやすいも何も、私も最初からそのつもりだったし。大地を初めに好きになったのは朱里ちゃんなんだから、二番目の私は待つよ」

			「俺が言うのもなんだけど……いいのか？」

			「惚れた女の弱みよ。それに面倒くさい女より、イイ女でいたいしね」

			　でも、と結愛は続ける。

			「愛してくれるのは一番じゃなきゃ……イヤなんだからね」

			　彼女の笑顔は、一生見続けたいと思うほどに素敵なものだった。

		

	
		
			　

			Ｓｔｏｒｙ ３－11『城壁都市・ガンダロス』

			　

			　晴れて、結愛と気持ちを通わせ合った俺は、城壁都市・ガンダロスへと向かっていた。

			　朱里たちが先行しているので、なるべくはやく向こうに着きたい。

			　昨晩に宿を出た俺たちは、太陽が昇る頃には、【灼熱の処刑場】を越えていた。

			　このままのペースなら、夕方にはガンダロスに着くだろう。

			「ちょっと大地！　もう少しゆっくりでもいいんじゃない？」

			「いや、これくらいじゃないと今日中にガンダロスにはたどり着かないぞ」

			「それはわかってるけど……ちょっとでも長く二人きりでいたいじゃん」

			「……少しだけ休憩するか」

			　俺は近くにあった手頃な石を椅子代わりにして、腰を下ろす。

			　一方で結愛は顔を手で覆って、立ち尽くしていた。

			「なにやってんだ、お前」

			「いや、その……聞かれていたのが恥ずかしくって」

			　なんだ、こいつ。かわいいな。

			「なら、休憩しないでおくか？」

			「ううん。それはする！　お邪魔するわよ」

			　結愛も近くにあった石を置いて、座る。

			　俺たちは人目を避けるために遠回りしている。そのため道が整備されておらず、本当に何もない。

			　広がる草原を見渡しても、俺と結愛しか見当たらなかった。

			「……もう少し寄ってもいい？」

			「……それくらいなら気にしなくていい」

			「ありがと」

			　結愛はぴたりとくっついて、手を上から重ねる。

			　前からうぶだとは思っていたが。この様子だと前に交際の経験があるって言っていたのも強がりだな。

			　俺も似たようなものなので、人のことは言えないけど。

			「……なんかさ」

			「おう」

			「ダメだね。好きってわかってると、気持ちが抑えられなくなるっていうか、こうやって触れ合いたくなる」

			　結愛は恥ずかし気に頬をかく。

			「今なら朱里ちゃんの気持ちがわかる気がする」

			　結愛は重ねていた手をニギニギと強弱をつけて握りしめる。

			　これでもかというくらいに、体は密着していた。

			「……ガンダロスに着いたら、どうするの？」

			「まずは情報集めかな。ホームも買って、態勢を整える」

			「ホームは買っちゃっていいの？」

			「ああ。俺にとって、思い出深い場所になるかもしれないからな」

			　俺の言葉の意味を理解した結愛は、それ以上はもう何も言わない。

			　三つのグループに分かれたクラスメイトたち。

			　結愛たちは【夢現のラビリンス】。幹山たちは【灼熱の処刑場】。

			　そして、この世界で発見されているダンジョンは残り一つ。

			【幻想の古城】。

			「あそこに鮫島がいる」

			　目を閉じれば、浮かびあがってくる。

			　味わい続けた苦痛。

			　例を挙げれば、きりがない。

			　それほどに俺は痛めつけられ、そのすべてを記憶が、体が嫌でも覚えている。

			「絶対に復(ふく)讐(しゆう)する」

			　自分に言い聞かせるように。

			　結愛に誓うように。

			　この大地の先にいる、憎き男へ向けて。

			「お前を殺しにいくよ――鮫島」

		

	
		
			悠島蘭（ゆうじまらん）
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			イラストレーション
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			東京出身。ゲーム会社勤務を経てフリーランスのイラストレーターになりました。主にソーシャルゲームのイラストを制作しています。趣味はケーキ屋さん開拓です。（二〇一八年五月現在）

		

	
		
			捨(す)てられた勇(ゆう)者(しや)は魔(ま)王(おう)となりて死(し)に戻(もど)る②

			発行日：２０１８年５月１日

			著　者：悠(ゆう)島(じま)蘭(らん)
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